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　〜
日
系
企
業
と
日
本
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
〜

タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』

進化すべし、変化すべし

SBCS

Deloitte

コロナの陰で、拡張が進む
首都圏空港

ストーリーで学ぶM&Aの基礎

現場で見えた中国、台湾企業の特色
GDM Thailand

Asian Identity
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● アフターコロナ展望調査
● 現地化経営および駐在員制度のこれから
● コロナ危機を乗り切るために
　日本人リーダーに求められるもの

望ナフタコロ 展ーア
～日系企業と日本人はこれからどうあるべきか～

タイの



１ヵ月
無料
トライアル
実施中！

豊田通商（タイランド）

大場 清義 社長

アフターコロナ・withコロナの今こそ！ DXの波に乗りませんか？

ドライバーの
勤怠・業務管理を
スマホで簡単に

Flare (Thailand) Co., Ltd.

02-163-4354
info@flare.run

アプリケーションから簡
単にドライバー自身で
打刻が可能

ドライバー
L INEで自分のドライ
バーの勤怠をリアルタイ
ムで確認

勤務管理ダッシュボード
より簡単に管理。給与計
算工数を大きく削減

駐在員様総 務

ドライバーの勤怠・給与計算時間を90％カット！ “紙”管理をデジタル に！

● タイを含む東南アジア各国でご利用いただいております

販売員 検品員

エンジニア 営業

フィールドワーカーの
ペーパーレス化を実現

豊通タイランド様も全車で導入

　紙で勤怠管理を行っていると、毎月総務に提出する時に数字
をごまかしたりと、不正の温床になりかねません。今はもう紙での
管理を行っておらず、FlareDashへ１００％移行しました。
　厳格な管理に当初はドライバーから大きな反発があるかと思わ
れましたが、実際はむしろ駐在員とドライバーの関係は良くな
りました。時々、駐在員もサインをその日にしない場合があります。
しかし、ドライバーにとっては収入に直結する大事な作業なので、
後回しにされては、あまり良い気はしません。
　FlareDashなら、スマートフォンのＧＰＳと連動させ、目的地付近
に到着すると、ドライバーは自身でアプリで勤怠を打刻でき、駐
在員にはＬＩＮＥで通知されるので、勤怠管理がとても楽です。
　自動的に勤務時間や走行ルート、距離がデータベースに反映さ
れます。給与計算ソフトと連携させれば給与計算もすぐに終わり、
結果として総務の作業時間もかなり低減できました。

紙管理の
廃止

不正虚偽の
撲滅

危険運転の
特定

（AIスコアリング）

毎日の販売記録を
アプリから簡単登録

大量の検品作業の記録を
その場でアプリに登録

アプリでメンテナンスレポートの
作成、お客様からのサインも
電子署名で受取

新規顧客情報もその場で
アプリ登録、個人商店などの
顧客データベースも構築可能

幅広い職種でご活用いただけます！ まずはご相談ください

496-502 Amarin Building, 9th Floor. Unit No.2, 2.1 Phloen Chit Rd, Lumphini, 
Pathum Wan District, Bangkok

https://ja.flare-dash.com https://flare-work.com

● お気軽に資料請求ください



第１期開発

第２期開発
（予定）

(66) 805 805 005

好立地 充実の共用施設

Retail &
Cafe

Urban
Communal

高品質

多種多様な物件

倉庫面積
事務所面積
延床面積

20,700㎡
1,254㎡
21,954㎡

５t/㎡
12m
34ヵ所
22台
完備
完備

36,535㎡

賃貸可能エリア

床荷重
梁下
搬出入庫口
ドックレベラー
スプリンクラーシステム
駐車場
敷地面積

建物の仕様

物件コード：BK６

※上記区画レイアウトについては変更になる可能性があります

Industrial.frasersproperty.co.th

敷地
面積

299,048㎡
（187ライ） 80,711㎡ 189,700㎡

45,478㎡ 114,603㎡
賃貸
可能
面積

2021年11月竣工予定

第１期
［一般ゾーン］ BK６ 21,954㎡

FZ２ 20,429㎡第２期（予定）
［フリーゾーン］

フェーズ 物件コード 延床面積

フレイザーズ・プロパティ・タイランドとタイ三井不動産による
共同開発「バンナー２ ロジスティクスパーク」着工
2021年11月 第１期竣工予定

Contact us at

※今後の計画により面積などは変更になる可能性があります

　バンナー２ロジスティクスパークは、東部経済回廊
（EEC）圏内のチャチュンサオ県バンパコン郡のバン
ナー・トラート通り46キロ地点に位置し、戦略的な立地条
件を備えています。一般ゾーンおよびフリーゾーン等とし
ての利用を想定しており、 延床面積160,000㎡を超える
賃貸可能なスペースと高品質な物流環境を提供します。

　今般着工の第１期部分は、平屋建て１棟、延床面積
21,954㎡の最大4区画まで分割可能なマルチテナント
型物流施設となります。2021年11月に竣工予定で、現
在特別価格にて賃料をご提案中です。
　今後着工予定の第２期部分は、延床面積約20,000㎡
の物流施設となる予定です。

総面積 フリーゾーン 一般ゾーン

物件コード：BK６

バンナー２ロジスティクスパークの特徴

第１期概要：
一般倉庫・マルチ型
［一般ゾーン］

● 東部経済回廊(EEC)への
 交通の要衝バンナー・トラート通り
 46キロ地点に位置

● 一般ゾーンおよびフリーゾーンの
 標準型倉庫、BTS型倉庫、
 危険物倉庫等としての利用を想定

● 様々なサイズで利用可能な
 クロスドッキング施設

● 優れた換気システム

● トラックやトレーラーの操縦に
 十分なローディングスペース

● 環境に配慮した建築基準に
 基づく設計・開発

● 安全で円滑な道路交通環境 

● ワークスペース、交流スペース、
 レクリエーションスペース完備。
 「ワークライフハーモニー」の
 実現にも最適な環境

Frasers Property Industrial Thailand

Fpt.sales@frasersproperty.com
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↑至
Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。
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Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

BTSサーイルアット駅BTSサーイルアット駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績
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タイの
アフターコロナ展望

　
今
回
は
、実
際
に
弊
社
が
目
に
し
た
事
例
を

通
し
て
中
国
、台
湾
企
業
の
特
徴
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
あ
る
台
湾
企
業
は
タ
イ
国
内
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。敷
地
面
積

は
10
万
㎡
で
工
場・倉
庫
が
５
万
㎡
。従
業
員
数

は
4
0
0
名
ほ
ど
で
す
。

　
通
常
、製
造
業
関
連
の
企
業
な
ら
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
た
工
業
団
地
に
進
出
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
が
、そ
の
台
湾
企
業
は
工
業
団
地
外
の
格

安
の
土
地
を
取
得
し
て
工
場
を
建
設
。電
気
、

水
道
、排
水
の
イ
ン
フ
ラ
は
自
前
で
整
備
し
、工

場
の
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
用
の
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
ず
ら
り
と
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、台
湾
の
メ
ー
カ
ー
に
直
接
連
絡
し
て
自
社
で

輸
入
、設
置
ま
で
行
い
ま
し
た
。オ
ー
ナ
ー
曰

く
、「
通
常
の
２
倍
の
早
さ
で
投
資
が
回
収
で
き

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
工
場
の
向
か
い
に
自
宅
を
構

え
、従
業
員
は
敷
地
内
の
宿
舎
で
生
活
。地
方

出
身
の
従
業
員
に
と
っ
て
は
、安
定
し
た
食
事

と
住
宅
が
望
ま
し
い
こ
と
も
あ
り
、離
職
率
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
住
居

や
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、人
件
費
自
体
は

最
低
賃
金
レ
ベ
ル
で
雇
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
コ
ス
ト
競
争

力
を
磨
い
た
結
果
、日
系
大
手
か
ら
の
受
注
が

多
数
と
い
う
状
況
に
な
って
い
ま
す
。

　
別
の
中
国
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
は
わ
ず
か
２
回

の
来
タ
イ
で
４
万
８
０
０
０
㎡
の
土
地
の
購
入

を
決
断
し
、決
済
ま
で
完
了
し
ま
し
た
。そ
の

２
回
目
の
来
タ
イ
の
際
に
は
工
場
の
建
築
計
画

ま
で
固
め
て
帰
国
し
て
い
ま
す
。こ
の
間
、約

２
ヵ
月
弱
で
す
。一般
的
に
同
規
模
の
土
地
を
購

入
し
よ
う
と
す
る
と
、意
思
決
定
ま
で
ど
れ
だ

け
早
く
て
も
３
ヵ
月
な
い
し
は
１
年
掛
か
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
様
々
な
リ
ス
ク
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、こ
の
決
断
の
速
さ
に
は
、日
系
企
業
と

は
リ
ス
ク
に
対
す
る
解
釈
の
仕
方
が
異
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
別
の
台
湾
企
業
は
５
万
８
０
０
０
㎡
の
大
型

工
場
を
建
て
た
際
、製
造
ラ
イ
ン
の
構
築
を
急

い
で
い
た
た
め
造
成
か
ら
基
礎
打
ち
、建
設
完

了
ま
で
な
ん
と
７
ヵ
月
間
で
済
ま
せ
ま
し
た
。

通
常
、15
〜
20
ヵ
月
程
度
掛
か
る
の
で
、そ
の
半

分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。必
要
な
設
備
に

集
中
し
た
建
築
計
画
に
よ
っ
て
圧
倒
的
な
早
さ

を
実
現
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、彼
ら
の
コ
ス

ト
意
識
や
ス
ピ
ー
ド
感
覚
、リ
ス
ク
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
、今
後
タ
イ
に
進
出
し
て
く
る
中

国
、台
湾
企
業
の
事
業
に
対
す
る
姿
勢
が
垣
間

見
え
る
と
思
い
ま
す
。彼
ら
の
参
入
に
よ
っ
て
、

タ
イ
市
場
の
競
争
の
激
し
さ
は
ま
す
ま
す
増
し

て
い
く
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
前
か
ら
日
系
企
業
の
中
で
も
好
業
績

の
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
の
二
極
化
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。タ
イ
か
ら
完
全
撤
退
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、将
来
の
拡
張
の
た
め
に
保

有
し
て
い
た
土
地
や
工
場
を
売
却
し
て
資
産
を

圧
縮
し
、資
金
を
確
保
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。今
後
は
タ
イ
の
日
系
企
業
の
保
有
資
産
が

中
国
、台
湾
資
本
に
売
却
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。ま
さ
に
洗
練
と
淘
汰
の
時
期
に
我
々
は

立
って
い
ま
す
。（
続
く
）

　弊社は2010年の創業以来、工場や倉庫、ホテル、オフィス、商業施設
などの事業用不動産の売買を手掛けてきました。これまでに96万㎡を超
える売買仲介を行ってきましたが、今、大きな流れの変化を感じています。
端的に言えば中国系、台湾系企業のタイ進出意欲の高まりです。このコ
ラムでは、不動産取引の現場から見えてきた今後起こり得るタイの事業
環境の変化について、複数回に亘って考察してみたいと思います。

早稲田大学商学部卒業。2008年来タ
イ。ホテル・オフィス用地や工場倉庫
用地及びホテルやオフィス、商業施設
などの事業用不動産売買に強みを持
つ。タイ国内において960,000㎡を超
える不動産取引実績を有し、企業の不
動産取得支援を行っている。

高尾 博紀
GDM Thailand

現
場
で
見
え
た
中
国
、

台
湾
企
業
の
特
色

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211 Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.　www.gdm-asia.com
電話 ： 086-513-7435（高尾）　Eメール ： takao@gdm-asia.com

事業用不動産から見るタイ事業環境の変化

第３回
工業団地の外の工場建設
格安の土地に建設。インフラ自前整備

工場の屋根にソーラーパネル
通常の2倍の早さの投資回収

工場向かいに自宅
管理コストが安い

全従業員が敷地内の宿舎に住む
実質最低賃金以下での雇用

台湾企業のコスト例

プラスチック製品製造

・ 約10万㎡の土地
・ 約5万㎡の工場
・ 従業員約400名

日系大手からの受注多数
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そ
れ
は
1
本
の
メ
ー
ル
か
ら
始
ま
っ
た
。

　「
Ｂ
社
の
件
に
つ
い
て
、正
式
に
検
討
を
進

め
て
ほ
し
い
」

　
東
都
産
業（
タ
イ
ラ
ン
ド
）の
経
営
管
理
部

長
で
あ
る
佐
藤
は
本
社
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル

を
眺
め
な
が
ら
安
堵
の
た
め
息
を
漏
ら
す
。

　「
よ
う
や
く
も
う
１
件
、前
に
進
み
そ
う
で

す
ね
」

　
部
下
で
あ
る
長
谷
川
が
嬉
し
そ
う
に
声
を

か
け
て
き
た
。

　
佐
藤
、長
谷
川
が
駐
在
し
て
い
る
東
都
産

業（
タ
イ
ラ
ン
ド
）は
２
０
０
４
年
の
タ
イ
進

出
以
降
、主
に
日
系
ス
ー
パ
ー
／
レ
ス
ト
ラ
ン

向
け
食
品
卸
売
り
業
で
順
調
に
売
上
を
伸
ば

し
て
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
タ
イ
経

済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、

ス
ー
パ
ー
向
け
販
売
チ
ャ
ネ
ル
が
思
い
の
ほ

か
底
堅
く
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
、今
期
業

績
は
何
と
か
前
年
比
10
%
程
度
の
減
少
で
着

地
で
き
そ
う
だ
っ
た
。

　
Ｂ
社
即
ちB.O

.Foods

の
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い

て
の
検
討
が
東
都
産
業
内
で
始
ま
っ
た
の
は

２
ヵ
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
地
元
商
店
向
け
の
食
品
卸
か
ら
事
業
を
開

始
し
た
後
、全
国
の
大
手
ス
ー
パ
ー
へ
と
販
路

を
拡
大
を
し
て
き
た
東
都
産
業
は
、売
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
の
た
め
、2
0
0
0
年

代
以
降
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
進
出
も
果
た
し

て
き
た
。

　
そ
ん
な
中
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
所
得

向
上
・
中
間
層
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
ロ
ー

カ
ル
需
要
の
取
り
込
み
の
新
た
な
施
策
と

し
、本
社
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
検
討
の
号
令
が
掛

か
っ
た
の
が
昨
年
で
あ
る
。

　
タ
イ
は
経
済
規
模
や
所
得
水
準
が
年
々
上

が
っ
て
き
て
お
り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
は

生
産
地
で
は
な
く
、消
費
地
と
し
て
の
魅
力

が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。実
際
に

近
年
、日
本
企
業
の
タ
イ
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ

案
件
で
は
非
製
造
業
の
割
合
が
上
昇
し
て
い

る
※
１
。

　
本
社
の
命
令
を
受
け
、現
地
の
佐
藤
や
長

谷
川
及
び
本
社
を
中
心
に
、Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
企
業
や
証
券
会
社
な
ど
か
ら
紹
介

を
受
け
た
※
２
買
収
の
候
補
先
企
業
に
対
し

て
投
資
の
初
期
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
Ｍ
＆
Ａ
と
い
う
慣
れ
な
い
業
務
に
当
初
は

戸
惑
っ
た
佐
藤
と
長
谷
川
だ
っ
た
が
、ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
企
業
が
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
参
加

等
に
よ
り
少
し
ず
つ
勉
強
を
重
ね
て
き
た
。

　
そ
ん
な
中
、初
期
資
料
を
基
に
し
た
検
討

※
3
が
行
わ
れ
て
い
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
先
行
き
へ
の
不
安
、Ｍ

＆
Ａ
検
討
の
優
先
度
劣
後
に
よ
っ
て
中
々
検

討
は
前
に
進
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、そ
の
内
の

1
件
に
つ
い
て
よ
う
や
く
Ｎ
Ｄ
Ａ（
秘
密
保
持

契
約
）※
4
を
経
て
詳
細
資
料
を
受
領
し
、

N
B
O
※
５
の
提
出
を
見
据
え
た
本
格
検
討

に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
先
の
見
え
な
い
中
で
Ｍ
＆
Ａ
の
よ
う
な
大

き
な
投
資
を
進
め
る
こ
と
に
対
し
て
、本
社

内
で
も
少
な
か
ら
ず
懐
疑
的
な
意
見
が
あ
っ

た
が
、む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
環
境
下
だ
か
ら

こ
そ
、将
来
へ
の
戦
略
的
な
種
ま
き
を
進
め

る
べ
し
と
い
う
意
見
が
最
後
に
は
勝
り
、社

内
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　「B.O
.Foods

は
バ
ン
コ
ク
に
本
社
を
置

く
地
元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
食
品
卸

事
業
者
で
、直
近
売
上
は
30
億
円
。従
業
員
数

は
約
２
０
０
名
程
度
、現
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
の
引
退
を
機
に
会
社
売
却
を

考
え
て
お
り
、オ
ー
ナ
ー
が
保
有
す
る
株
式

１
０
０
％
の
譲
渡
が
今
回
の
投
資
ス
キ
ー
ム

で
す
。な
お
、現
時
点
の
開
示
情
報
に
基
づ
き

初
期
的
に
想
定
さ
れ
る
投
資
金
額
は
10
億
〜

15
億
円
で
す
」

　
本
件
Ｍ
＆
Ａ
の
F
A
※
６
を
務
め
る
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
うD

eloitte

担
当
者
か
ら
の

説
明
を
佐
藤
は
改
め
て
思
い
出
し
て
い
た
。

　
数
あ
る
案
件
の
中
で
、B.O

.Foods

向
け

投
資
が
N
B
O
提
出
を
見
据
え
た
社
内
稟
議

に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
、自

社
と
事
業
内
容
が
似
通
っ
て
お
り
買
収
後
の

事
業
運
営
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、案
件
の
背

景
が
明
確
、業
績
も
比
較
的
安
定
し
て
い
る

ほ
か
数
十
億
円
規
模
と
い
う
買
収
金
額
が
、

本
社
要
望
と
合
致
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
案
件
自
体
は
本
社
の
基
準
を
満
た
す
も
の

で
あ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
佐
藤
に
は
一
つ
、気

が
か
り
な
点
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、本
社
か
ら

の
メ
ー
ル
の
後
半
に
書
か
れ
て
い
た
本
社
副

社
長
か
ら
の「
そ
も
そ
も
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
本
件
投
資
を
実
施
す
る
意
義
に
つ
い

て
、買
収
後
の
シ
ナ
ジ
ー
可
能
性
も
含
め
改

め
て
整
理
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
宿
題
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

　「
本
件
投
資
の
意
義
と
シ
ナ
ジ
ー
で
す
か
。

ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
ま
た
難
し
い
お
題
で
す
ね
」

　
長
谷
川
も
横
か
ら
困
っ
た
よ
う
な
顔
を
見

せ
た
。（
続
く
）

※１　タイにおける日系企業のM&A動向
2000年～19年までのM&A案件を業種別に見る
と、非製造業の割合（件数ベース）が2000～04年：
42%、05～09年：60%、10～14年：60%、15～19年：
70％と上昇している。また、M&A件数は13年が30
件とピークを記録し、14～19年は14～17件と横ば
いで推移している（レコフM&Aデータベースより）。
背景には買収価格が高水準であり、優良企業の売
り案件が少なくなっていることや、日本企業による
タイへの進出が一巡してきている等の影響が考え
られる。しかし、タイにおけるM&A需要は依然底堅
く、COVID-19の影響で一時的に投資抑制をする
企業がある一方、現地の優良企業で日本企業との
パートナーリングの可能性がある企業が存在して
いる。日本企業だけでなく、東南アジア諸国、中国、
欧米など様々な企業も買収を模索している。その中
で優良企業とのM&Aを成功させるためには、タイ
での戦略を検討し、タイ企業とどのような形で組ん
で価値を創出していくのかを明確化し、能動的にア
プローチを行うことが重要である

※２　 M&Aにおける案件の発掘
M&Aに当たっては企業があらかじめ業種や出資
金額・割合・スキームなどを明確化し、M&Aアドバ
イザリーファームや証券会社/投資銀行に伝え
る。例：自社ビジネスと関連する業界のタイ企業
で、出資金額30億円までで100%買収が可能な
企業。M&Aアドバイザリーファーム等はこれら会
社の要望に基づき買収対象となる会社の発掘を
行う。なお、自社でプロアクティブに戦略検討から
ロングリスト/ショートリスト（買収候補先企業の
リスト）作成及び買収先へのコンタクトまでを行
う企業もある

※３　初期検討/ターゲット選定
一般的にM&Aアドバイザリーファーム等から提示
されるTeaser（匿名の会社概要資料。A4で数枚程
度。設立年度、事業概要、直近業績と事業計画、投
資金額/スキームなどを簡潔に記載）を基に初期
的な検討を行う。初期段階の主な確認・検討ポイ
ントは、案件の背景、投資金額、買収後の組織の在
り方やビジョン及び事業計画、大きなリスク/イ
シューの有無などである

※４　NDA（Non-Disclosure Agreement）の締結
詳細検討を進めるにあたっては、会社組織図やマ
ネジメントプロフィール、主な設備と稼働状況、セ
グメント別業績といった社外には公表していない
秘密情報を開示してもらう必要があるため、NDA
の締結が不可欠となる。秘密保持を前提に売り手
は買い手から、IM（Information Memorandum）
等の資料を受領し、ターゲット会社の譲渡金額に
ついて初期的に評価分析（バリュエーション）する
こととなる。IMとは主に入札案件において売り手
アドバイザーから買い手候補に提示される対象会
社の情報パッケージ。この時点で取引形態や税務
ストラクチャーの検討を行うこともある

※５　NBO（Non-Biding Offer）
買い手が提出する法的拘束力のない意向表明。
次回に詳述

※６　 FA（Financial Advisory）
M&Aを検討している企業にM&Aにおける計画の
立案からクロージング（成約）に至る一連の助言業
務を行う事業者のことを指す

　読者の皆様はじめまして、Deloitteタイに
駐在しております谷口と申します。今回６月
号より６回に分けてM&Aの基礎が学べる
連載をします。架空の日系企業がタイの現
地企業の買収を検討・実行するまでの過程
をストーリー形式でわかりやすい内容でご説
明します。

Ｍ＆Ａの基礎
ストーリーで学ぶ

佐藤
経営管理部長

本社からタイでM＆Aの案件発掘を
進めるよう指示があったが、何から
始めたらよいだろうか？

長谷川
経営管理部員

確かにM＆Aという言葉はよく聞き
ますが、いざ当事者となると私も何
やら...。

その後は、希望に沿った案件が売り
に出るの待つということですか?

なるほど。確かにそもそもの目的
とそれに合致するのはどんな会社
なのかを整理しておくことが大切
だな。

谷口
デロイト

まずは、どのような目的でM&Aを行
うか、どんな会社がM&Aの候補と
なるか（事業内容や投資規模などの
観点から）を社内で再確認すること
が重要です。

その上で、証券会社やM&Aアドバイ
ザリー等に希望を伝え、定期的に情
報交換をしていきましょう。

アドバイザリー企業の協力を得なが
ら買収候補先企業をリストアップし
たり、中には自発的にコンタクトさ
れる会社もあります。

東都産業（タイランド）用語解説と実務上のポイント

(注)上記M&Aのプロセスは、他の書籍/メディアによって文言等が異なる場合がある。

M&Aの一般的なプロセス
Post PhaseDeal PhasePre M&A Phase戦略立案

PMI
（Post Merger
Integration）

クロージング契約交渉デューデリ
ジェンス基本合意追加検討

初期検討/
ターゲット
選定

M&A戦略の
検討

・M&Aアドバイザリーファームや証券会社等からの持ち込まれる案件を基に初期検討を行う（自発的に案件発掘を行う企業も存在）
 - 自社の戦略・事業に合致する企業であるか?
 - どのような背景で売りに出た案件であるか?
 - どのような投資スキームで投資金額はいくらになるのか?（直近の財務諸表なども参考に）

案件持ち込み/
発掘

NDAの
締結

社内
稟議

LOI/MOUの
提示/締結

買収契約書の
提出

買収契約書の
締結

Deloitte Touche Tohmatsu Jaiyos Co. Ltd.
Financial Advisory
AIA Sathorn Tower, 23rd ‒ 27th, Floor11/1
South Sathorn Road Yannawa, Sathorn
Tel：080-296-0250
E-mail：jumtaniguchi@deloitte.com

Deloitteは会計・財務・税務・M&A等のサービスを世界
各国で行うプロフェッショナルグループの一つであり、当
方自身は主にタイの日系企業様向けにM&Aやリストラ
クチャリング/再編に係るサービス提供を行っております。

Ｍ
＆
Ａ
初
期
段
階
の
プ
ロ
セ
ス

Vol.1

2016年にデロイトトーマツ入
社。20年よりタイ駐在となり、
現在は日系企業向けM&Aや
事業再編等の各種サービス
提供。

谷口 純平

こうしたアドバイザリーファームとの定期的な
情報交換/コミュニケーションが重要である
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Tel：＋66(0)92-247-2436　 E-mail：kazuki.ikegami@murc.jp（池上）
【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等
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タ
イ
に
お
け
る
物
流
の
自
動
化
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
？

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
自
動
化
に
関
す
る
引
き
合

い
は
さ
ら
に
増
え
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、自

動
化
だ
け
で
短
期
の
投
資
回
収
を
目
指
す
計
画

は
タ
イ
で
は
人
件
費
の
面
で
な
か
な
か
成
り
立

た
ず
、残
念
な
が
ら
断
念
さ
れ
る
お
客
様
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
た
だ
、タ
イ
の
お
客
様
か
ら
は「
従
業
員
が
す

ぐ
辞
め
て
し
ま
い
教
育
に
時
間
が
掛
か
る
」「
棚

卸
を
す
る
と
帳
簿
と
在
庫
の
数
が
合
わ
な
い
」と

いっ
た
お
困
り
ご
と
を
聞
き
ま
す
。そ
の
よ
う
な

問
題
に
対
応
す
る
手
間
暇
や
費
用
の
解
消
と
自

動
化
を
融
合
さ
せ
る
、も
し
く
は
自
動
化
に
よ
っ

て
新
た
に
生
ま
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
収
益

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
タ
イ
で
も
十
分
な
投
資
効

果
が
出
て
き
ま
す
。特
に
、自
動
倉
庫（
Ａ
Ｓ
／

Ｒ
Ｓ
）は
天
井
ま
で
の
上
部
空
間
の
有
効
活
用
と

る
の
で
も
な
い
。唯
一生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、変
化
で
き
る
者
で
あ
る
」を
今
一
度
心
に
刻

み
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
常
態
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
等
の
環
境

対
応
、I
o
T
等
様
々
な
環
境
変
化
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、過
去
の
慣
習
や
成
功
例
に
囚
わ
れ
な
い

経
営
、ご
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
弊
社
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、お
客
様
の
構
内

物
流
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。

　
従
来
、タ
イ
に
進
出
し
た
日
系
企
業
は
地
震

を
考
慮
し
て
高
さ
制
限
が
あ
る
日
本
の
物
流
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま
ま
移
管
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、昨
今
は
高
さ
を
最
大
限
活
か
す
欧
米

型
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
日
系
企
業

レ
ン
タ
ル
で
対
応
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。同
様
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
販
売
店
に
は「
１
台
で
３
回
稼
い
で

く
だ
さ
い
」と
い
う
言
い
方
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
①
リ
ー
ス
と
し
て
提
供
、②
リ
ー
ス
終
了
後

は
短
期
の
レ
ン
タ
ル
、③
最
後
は
中
古
車
と
し
て

販
売
す
る
、こ
の
よ
う
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
組

む
こ
と
で
事
業
の
継
続
性
と
持
続
可
能
な
社
会

へ
の
貢
献
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
こ

の
よ
う
に
長
期
間
機
台
を
活
用
で
き
る
の
も
、ト

ヨ
タ
品
質
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
お
客
様
の
考
え
方
は
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。弊
社
に
と
っ
て
も
販
売
店
の

中
で
新
車
販
売
に
頼
ら
な
い
意
識
が
芽
生
え
、

様
々
な
お
客
様
に
対
応
で
き
る
力
が
付
い
て
き

た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

今
後
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
事
業
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
？

　
病
院
や
ホ
テ
ル
な
ど
、こ
れ
ま
で
主
に
人
が
モ

ノ
を
運
ん
で
い
た
分
野
ま
で
産
業
車
両
、自
動
化

が
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、環

境
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
産
業
車
両
に
も
電
動
化

の
波
が
あ
り
ま
す
。エ
ン
ジ
ン
車
で
求
め
ら
れ
た

騒
音
、熱
、振
動
対
策
が
要
ら
な
く
な
り
、参
入

障
壁
が
低
く
な
っ
て
新
規
の
メ
ー
カ
ー
が
次
々
と

出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
変
化
の
中
で
勝
ち
残
る
た
め
に
は
、ハ
ー

ド
に
頼
ら
な
い
提
案
力
が
鍵
に
な
って
き
ま
す
。

　
弊
社
の
本
社
は
26
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、長
い
歴
史
か
ら
学
ん
だ
知
識
だ
け
で
は

な
く
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論「
最
も
強
い
者
が
生

き
残
る
の
で
は
な
く
、最
も
賢
い
者
が
生
き
延
び

タイの輸送機器業界動向
　2010年代以降、オペレーションの効率化を指向する中でASEANにお
ける自動化関連市場は拡大。特にタイはASEANにおいても人件費の水
準がシンガポール、マレーシアに次いで高く、近年年率5%台で上昇が続く
などコストの上昇が課題。従来は生産現場における機械化が主であった
が、近年は政府の税制恩典なども後押しし物流分野における自動化も拡
大しつつある。担い手は外資化のみならず食品大手CPグループや素材
大手SCGなどの大手コングロマリットも自動搬送機の導入から無人倉庫
を備えた新物流センターの建設など積極的に取り組みを進めている。
　自動化サービスを提供するプロバイダーの戦略は各社により大きく分か
れる。パレット、コンベア、搬送機などの自動化機器の提供から、それに留ま
らずITやエンジニアリング分野も含めオペレーションの全体最適を目的とし
たコンサルティングをカバーするケースも近年は増加。近年は機器売りでは
価格的に競争力のある中国系のシェアが上昇していることもあり、高付加
価値化が一つのキーワードとなっている

も
増
え
て
き
ま
し
た
。弊
社
は
欧
米
系
の
ブ
ラ
ン

ド
も
傘
下
に
多
数
抱
え
、各
国
の
特
長
を
備
え

た
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
に
は
ナ
ポ
リ
タ
ン
や
天
津
飯
と
いっ
た
日

本
と
海
外
の
文
化
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
食
文

化
が
存
在
し
ま
す
が
、弊
社
も
マ
テ
ハ
ン・
自
動

化・日
欧
米
文
化
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で
型
に
は
ま

ら
な
い
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
な
提
案
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
よ
り
強
固
に
作
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

と
は
逆
の〝
人
は
動
か
な
い
が
物
は
動
く
〞新
し

い
環
境
で
お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
マ
テ
ハ
ン
機

器
、シ
ス
テ
ム
を
ご
提
案
し
、各
社
様
の
発
展
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新型コロナウイルスの問題に加えて、タイは
国内市場の成熟や少子高齢化など様々な
変化を迎えている。企業のトップはそれらを
どう捉え、対処しようとしているのか。各分野
の企業トップの展望を三菱UFJリサーチ＆コ
ンサルティングの池上氏が聞く。

アフターコロナの経営変革

【聞き手】三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 池上  一希

通
路
幅
の
最
小
化
に
よ
り
、従
来
の
３
分
の
１
ま

で
スペ
ー
ス
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
倉
庫
内
の
自
動
化
を
手
掛
け
る
企
業

が
多
数
あ
る
中
、弊
社
が
目
指
し
て
い
る
の
は
自

動
化
と
こ
れ
ま
で
お
客
様
が
育
て
て
来
ら
れ
た

各
種
ノ
ウ
ハ
ウ
と
の
融
合
で
す
。単
純
ミ
ス
の
防

止
や
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
に
自
動
化
す
る
部
分
と
、人
が
関
与
す
る
部

分
を
適
切
に
切
り
分
け
、人
が
頭
を
使
い
、日
本

ら
し
く
改
善
を
進
め
て
生
産
性
を
高
め
る
余
地

や
、生
産
す
る
も
の
、運
ぶ
も
の
、保
管
す
る
も

の
、ま
た
は
そ
の
量
が
将
来
的
に
変
わ
っ
た
と
し

て
も
対
応
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ス
ペ
ー
ス
を
残

し
た
提
案
を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
言
わ
ば〝
リ
フ
ォ
ー
ム
屋
〞と
し
て
自
動
化
を

駆
使
し
た
大
型
新
築
物
件
だ
け
で
は
な
く
、既

存
の
設
備
、ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
し
な
が
ら

改
善
で
き
る
点
、将
来
への
備
え
を
提
案
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
弊
社
は
産
業
車
両
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、お

客
様
が
何
を
運
び
、ど
う
や
っ
て
保
管
し
、設
備

を
ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
し
た
い
の
か
、ど
の
よ

う
に
構
内
物
流
を
改
善
し
、ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
フ

ル
活
用
で
き
る
か
等
、幅
広
い
要
望
に
き
め
細

か
く
寄
り
添
え
る
唯
一の
企
業
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
御
社
の
事
業
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
か
？

　
製
造
業
の
お
客
様
の
動
き
が
止
ま
っ
た
分
、巣

籠
り
需
要
に
よ
る
Ｅ
コマ
ー
ス
の
伸
び
に
よ
っ
て
カ

バ
ー
さ
れ
ま
し
た
。欧
米
な
ど
は
前
年
並
み
、た

だ
東
南
ア
ジ
ア
は
Ｅ
コマ
ー
ス
が
ま
だ
成
長
途
上

な
の
で
多
少
落
ち
ま
し
た
が
、想
定
し
て
い
た
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。影
響
は
最
小
限
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の
方
が
影
響
と
し
て
は
大

き
か
っ
た
で
す
。あ
の
時
は
モ
ノ
が
ま
っ
た
く
動
か

な
く
な
っ
て
販
売
店
に
在
庫
が
溜
ま
っ
て
し
ま

い
、景
気
が
回
復
し
て
も
ま
ず
在
庫
を
さ
ば
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、工
場
を
稼
働
さ
せ
る
ま
で
時

間
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
を
基
に
、昨
年
の
感
染
拡
大
時
に

は
過
剰
在
庫
を
避
け
る
た
め
販
売
店
に
ま
ず
在

庫
調
整
お
よ
び
手
元
資
金
の
確
保
を
求
め
ま
し

た
。メ
ー
カ
ー
な
の
に「
工
場
に
オ
ー
ダ
ー
を
打
つ

な
」と
指
導
す
る
変
わ
っ
た
体
験
で
し
た
。ま
た
、

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
が
稼
働
再
開
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、

工
場
の
停
止
中
に
行
う
べ
き
必
要
最
低
限
の
手

入
れ
方
法
を
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
想
定
よ
り
早
く
需
要
が
回
復
し
て

在
庫
が
足
ら
な
く
な
り
、逆
に
工
場
へ
の
オ
ー
ダ

ー
が
上
振
れ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
お
客
様
の
中
に
は
手
元
に
資
金
を
置
い
て
お

く
た
め
、新
車
を
購
入
す
る
の
で
は
な
く
短
期
の

アフターコロナの

経営変革
輸送機器業界

企業トップに聞く

　物流に欠かせないフォークリフトの世界最大手。近年は物流の自動化
システムを手掛けるオランダのファンダランテ、アメリカのバスティアンを買
収するなど物流ソリューション事業を強化している。
　トヨタマテリアルハンドリング（タイランド）は2017年にフォークリフトなど
産業車両の地域販売統括拠点として設立。「トヨタ」「BT」「レイモンド」
「タイリフト」ブランドの産業車両の販売・保守支援に加え、無人搬送車
（AGV）や自動倉庫（AS/RS）など倉庫内の自動化をサポートする物流ソ
リューションを提供している。

TOYOTA MATERIAL HANDLING（THAILAND）CO., LTD.
196 On nut Road, Prawet, Prawet, Bangkok 10250
Tel：02-4949-155

BT Midland Co., Ltd.
96 On nut Road, Prawet, Prawet, Bangkok 10250
Tel：02-721-6480

TOYOTA MATERIAL HANDLING
（THAILAND） CO., LTD.
Managing Director
BT Midland Co.,Ltd.
Deputy Managing Director

TOYOTA MATERIAL HANDLING
（THAILAND） CO., LTD.
Managing Director

松本 滋

By MU Research and Consulting
（Thailand）Co., Ltd.

BT Midland Co.,Ltd.
Deputy Managing Director

図表　タイにおける自動化市場（2014～18年／%は対前年成長率）

※タイにおける工業用途ロボットおよび自動倉庫などの物流関連機器も含まれる
出所：International Federation of Robotics
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　６月に予定されていた製造業の国際展示会「Manufacturing Expo」が
新型コロナウイルスの影響で11月に延期されることになった。新たな日程は
11月１日～４日まで、会場はバンコク国際貿易展示場（BITEC）。
　タイでは４月から感染が再び拡がっており、各種の制限措置が導入され
ている。既に５月に予定されていた製造業の関連展示会「Intermach」も主
催者が９月への延期を発表、７月の自動車展示会「Bangkok Auto 
Salon」も延期が決まっている。

コロナ再拡大で大型展示会相次ぎ延期
「Manufacturing Expo」は11月開催へ

　製紙会社の北越コーポレーションでは子会社の北越コーポレーション
（タイランド）を設立し、タイで逆浸透（RO）膜支持体の生産に乗り出すこ
とを発表した。生産開始は2023年12月で生産能力は年間5,000t、投資
予定額は60億円。
　工業用水処理や海水淡水化、下水・排水の再利用、浄水器など様々な用
途でのRO膜エレメントの需要増加に伴いRO膜支持体の需要も拡大して
おり、長岡工場（新潟）とタイ工場でグローバルな供給体制構築を図る。

北越コーポレーションがタイに工場設立
2023年めどにRO膜支持体を生産

　JR貨物は５月19日、バンコクに駐在員事務所を開設すると発表した。駐
在員事務所の設置は初めて。貨物鉄道事業参入に向けた情報収集や
ASEAN域の案件への対応などを行い、現地での事業化実現に向けた本格
的な調査を進める。６月に開設申請を行い、本格的な業務は７月から開始
する見込み。
　同社では2015年以降、日本で培ったノウハウを活用するため、タイ政府機
関への支援を実施するとともに貨物輸送鉄道事業への参入を検討してきた。

JR貨物、初の駐在員事務所をタイに設置
貨物鉄道事業への参入を検討

　鉄道、ホテル事業などを行う相鉄グループはバンコクに海外５店舗目と
なる直営ホテルを出店する。出店予定地はスクンビット通りのソイ25。地
下３階、地上８階建てで客室数は126室。年内に着工し、2024年春に開
業予定。海外は韓国（３店舗）、ベトナム（１店舗）に続く３ヵ国目となる。
　相鉄ホテル開発が相鉄ホテルマネジメント及び現地運営子会社と共に、
出店予定地の土地を保有する現地法人の全株式を取得して子会社化。自
社ブランドで運営を行う。

相鉄がバンコクにホテル初出店
海外５店舗目、2024年開業見込み

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

■ 手続きの流れ

タイで9６0,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・工場・
建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様

· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様

· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ 様
· フジゼロックス 様　他

弊社取引実績クライアント様

■ タイの現在の企業動向

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

タイ完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区分 業種 エリア 撤退・縮小理由

お問い合わせ（オンライン、面談、メール）

資料の準備

査定開始（１ヵ月前後）＊お急ぎの場合はお知らせください

査定結果報告

納品

守り
コスト削減
投資抑制
資金確保

備え
資産価値査定
資源配分見直し

攻め
競合買収
事業部売却
成長分野へ投資

１
2
3
4
5

コロナ禍で必要な対策
事前に“備え”である資産価値を把握することで、
具体的な“攻め”と“守り”のプランが立てやすくなります。

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

工場・土地売却
簡易査定無料。縮小/撤退からM&Aまでサポート可能

● 評価レポート資料制作も可● 評価レポート資料制作も可

200社超の
実績

タイで10年以上

日本語
対応

24時間財人    を派遣する。

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

担当：田淵担当：田淵

事前教育、薬物検査に合

格した正社員運転手を

派遣。24時間日本語対応

で緊急時のサポート体

制も万全です。

運転手派遣

即戦力となるタイ人材を事前研修後に派遣。一般的

なオフィスワークから知識・経験・技能を要する専門

分野まで、業務内容、ニーズに適した人材をスピー

ディーに選出します。

一般人材派遣
プロフェッショナルな人材情報をご提供。ニーズに

適した人材を細かく査定し、マッチング率の高い人

材をご紹介します。

一般人材紹介

雇用前にまずは一定期間(最長２年)、お試

し採用。必要な人材のみ紹介契約に切り替

えていただけます。業務遂行能力や勤務態

度、社内スタッフとの関係まで、長期間に

わたり見極めが可能なため、より良い人材

の雇用につながります。

紹介予定派遣おす
すめ
！

おす
すめ
！

おす
すめ
！

おす
すめ
！

お客様のご依頼に

素早く対応いたします
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重
要
テ
ー
マ
ト
ッ
プ
３
は

「
人
材
の
採
用・育
成・登
用
」

「
海
外
への
販
路
拡
大
」

「
競
争
激
化
への
対
応
」

　
最
後
に
今
後
の
タ
イ
法
人
の
重
要
テ
ー
マ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。ト
ッ
プ
３
は「
人

材
の
採
用
・
育
成
・
登
用
」「
海
外
へ
の
販
路

拡
大
」「
競
争
激
化
へ
の
対
応
」と
な
り
、現

地
化
を
進
め
る
と
と
も
に
他
国
への
販
売
拠

点
と
し
て
の
戦
略
的
位
置
付
け
が
増
す
、と

い
う
回
答
ト
レ
ン
ド
と
符
合
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
以
上
、第
１
部
で
は
日
系
企
業
各
社
が
タ

イ
の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
る
の

か
の
フ
ァ
ク
ト（
実
態
）を
押
さ
え
る
こ
と
を

試
み
ま
し
た
。全
体
傾
向
と
し
て
は
、タ
イ

の
重
要
度
は
位
置
付
け
を
変
え
な
が
ら
も

高
ま
って
い
く
。そ
し
て
そ
れ
を「
現
地
化
経

営
」「
脱
・
駐
在
員
」の
方
針
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
明
確
に
し
な
が
ら
実
現
さ
せ
て
い
く
。

そ
ん
な
方
向
性
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
で
は
果
た
し
て
そ
の
方
向
性
は
達
成
さ

れ
る
の
か
。

　
そ
れ
を
考
え
る
上
で
は
、「
こ
れ
ま
で
な

ぜ
現
地
化
経
営
が
十
分
に
達
成
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
か
」「
果
た
し
て
現
地
化
は
必
要

な
の
か
」に
も
う
一度
遡
っ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
引
き
続
き
そ
の
点
を
考
察

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
タ
イ
の
重
要
度
は
増
す
」と

答
え
た
企
業
は
38
％

　
ま
ず
、「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」の

A
S
E
A
N
拠
点
への
期
待
に
関
し
て
聞
く

と
、製
造
拠
点
と
し
て
の
期
待
は
最
も
大
き

い
な
が
ら
変
化
は
な
く
、「
B
・
技
術
や
製
品

の
開
発
拠
点
」と
し
て
の
期
待
が
約
１
・
６

倍
、「
C
・
地
域
統
括
拠
点
あ
る
い
は
ア
ジ
ア

地
域
への
中
継
地
」と
い
う
回
答
が
約
２
倍
に

な
って
い
ま
す（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
頁
）。

　
そ
し
て「
今
後
の
タ
イ
拠
点
の
重
要
度
に

つ
い
て
」の
質
問
に
対
し
て
は
、「
重
要
度
は

増
す
」と
答
え
た
企
業
が
38
％
あ
り
ま
し

た
。反
対
に
、「
重
要
度
は
下
が
る
」と
答
え

た
の
は
９
%
の
み
で
し
た
。

　
重
要
度
が
増
す
と
答
え
た
主
な
理
由
と

し
て
多
か
っ
た
の
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
の
製
造

拠
点
と
す
る
た
め
」「
ア
ジ
ア
の
統
括
機
能

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
移
管
し
た
た
め
」と

　
第
１
部
で
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
日
系
企
業
1
4
2
社
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
基
に
、今
在
タ
イ
日
系
企
業
が
将
来
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
る
か
を
考
察
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、実
際
の
事
業
戦
略
は
業
種
業
界
や
企
業
規
模
に
よ
っ

て
違
い
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
、あ
く
ま
で
全
体
傾
向
を
示
す
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
過

ぎ
ま
せ
ん
が
、一
定
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
結
果
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
展
望
調
査

〜
日
系
企
業
に
と
っ
て
の
タ
イ
の
こ
れ
か
ら
〜

第1部

し
ま
っ
た
か
ら
」と
い
っ
た
こ
の
1
年
で
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
た
発
見
が
あ
り
、そ
れ
が
脱
・
駐
在
員
の

方
針
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
駐
在
員
の
数
に
つい
て「
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
」と
答
え
た
方
も
36
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。た
だ
し
そ
の
多
く
は「
す
で
に
必
要

最
低
限
の
人
員
で
や
って
い
る
」と
い
う
理
由

が
大
半
で
駐
在
員
削
減
余
地
が
な
い
企
業

規
模
、あ
る
い
は
現
地
化
を
す
で
に
推
進
し

て
き
た
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
企
業
が
そ
の
よ
う

に
答
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
総
じ
て
、一部
の
例
外
を
除
い
て
駐
在
員
は

削
減
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
そ
こ
を
後
押
し
し

て
い
る
と
い
う
流
れ
は
明
ら
か
で
す
。

　
な
お
、減
っ
た
駐
在
員
の
業
務
が
誰
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
と
い
う
質
問
へ
の
答
え

は
、55
社（
39
％
）が「
タ
イ
人
幹
部・マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
の
引
継
ぎ
」と
な
っ
て
お
り
、「
日

本
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
駐
在

員
一
人
当
た
り
の
業
務
が
増
え
る
」が
そ
れ

ら
に
続
く
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タイのアフターコロナ展望

いっ
た
統
括
拠
点
や
製
造
の
ハ
ブ
拠
点
と
し

て
の
期
待
が
８
割
方
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
他
に
は「
顧
客
先
の
中
国
生
産
リ
ス
ク
削

減
で
の
タ
イ
へ
の
生
産
シ
フ
ト
」「
日
本
本
社

で
の
人
材
不
足
」「
ミ
ャ
ンマ
ー
の
政
情
不
安
」

な
ど
消
去
法
的
な
理
由
で
、や
は
り
タ
イ
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
いっ
た
理
由
も
少
な

か
ら
ず
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
は
生
産
の
国
内

回
帰
な
ど
の
予
測
も
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
か

ら
１
年
が
経
ち
、各
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、依
然
と
し
て
タ
イ

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
、あ
る
い
は
増
す

と
捉
え
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
反
対
に
９
％
の
み
と
は
い
え「
重
要
度
が

下
が
る
」と
答
え
た
方
の
理
由
を
見
ま
す

と
、「
本
社（
日
本
）か
ら
指
示
を
行
い
、タ
イ

拠
点
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
れ
ば
良

い
」と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
日
本
回
帰
の
理

由
と
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
は
タ
イ
周
辺
国

の
経
済
成
長
が
大
き
い
」と
い
う
タ
イ
経
済

の
成
長
鈍
化
の
理
由
に
二
分
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
化
経
営
は「
ま
す
ま
す
進
む
」

駐
在
員
は
5
割
強
が「
減
る
」

　
次
に
、現
地
化
経
営
の
今
後
に
つい
て
は
、

「
ま
す
ま
す
推
進
し
て
い
く
と
思
う
」と
答

え
た
方
が
53
％
と
な
り
ま
し
た
。　

　
理
由
は
従
来
か
ら
言
わ
れ
る「
日
本
人
駐

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
１
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。本

記
事
を
執
筆
し
て
い
る
５
月
時
点
で
は一
向

に
終
息
の
見
込
み
が
見
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、

変
異
株
の
脅
威
な
ど
も
あ
り
、ま
す
ま
す

先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
本
特
集
で
は
、そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

「
今
、タ
イ
の
日
系
企
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
」と
い
う
フ
ァ
ク
ト
を
把

握
し
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
最
大
限
の
考

察
を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
最

終
的
な
判
断
や
ア
ク
シ
ョ
ン
は
個
々
の
会
社

や
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
と
は
思
い
ま

す
が
、判
断
の
材
料
と
な
る
よ
う
な
記
事
に

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
第
1
部
で
は
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
展

望
調
査
」と
題
し
て
、今
後
5
年
〜
10
年
を

日
系
企
業
各
社
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
考
察

し
ま
す
。第
2
部
で
は
そ
の
中
で
も
、日
系

企
業
の
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
現
地
化

経
営
、お
よ
び
駐
在
員
制
度
の
今
後
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
第
3
部
で
は
、こ
の
1
年
の
間
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
優
れ
た
対
応
を
し
た

リ
ー
ダ
ー
は
ど
の
よ
う
な
在
り
方
だ
っ
た
の

か
を
振
り
返
り
、我
々
タ
イ
で
働
く
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
が
今
後
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身

に
付
け
発
揮
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
、に
つ
い

て
考
察
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
員
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
」「
そ
う
し
な
い
と

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
育
た
な
い
」が
大
半
で
し

た
。同
時
に
、「
ロ
ー
カ
ル
企
業
相
手
の
商
売

を
増
や
す
必
要
性
が
あ
る
」「
取
引
先
の
決

済
者
、担
当
者
が
タ
イ
人
に
な
って
い
る
の
で

日
本
人
の
役
割
重
要
度
が
減
っ
て
い
る
」と

いっ
た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
理
由
も
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一つ
印
象
的
な
点
と
し
て
、「
日
本
人
出
向

者
の
確
保
が
困
難
」「
日
本
サ
イ
ド
に
管
理

で
き
る
実
力
を
持
って
い
る
人
間
が
少
な
い
」

と
いっ
た
、日
本
人
側
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る

会
社
が
数
社
あ
り
ま
し
た
。海
外
で
活
躍

で
き
る
素
養
を（
意
欲
面
、能
力
面
と
も

に
）持
っ
た
日
本
人
の
確
保
が
多
く
の
企
業

に
お
い
て
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の

は
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
昔
に
比
べ
て
相
対
的
に
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

が
優
秀
に
な
って
い
る
こ
と
や
、日
本
の
若
手

人
材
で
海
外
に
行
き
た
が
ら
な
い
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
背
景
と
し
て

あ
り
そ
う
で
す
。長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し

て
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
駐
在
員
に
つ
い
て
も
5
割
強
が「
減
っ
て
い

く
」と
答
え
ま
し
た
。　

　
コ
ス
ト
面
の
理
由
に
加
え
て
、「
日
本
人
が

い
な
く
て
も
会
社
が
回
る
こ
と
に
気
付
い

た
」「
特
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
当
た
り
前
に
な
って
い
る
状
況
で
、わ
ざ

わ
ざ
駐
在
さ
せ
る
意
味
が
薄
れ
て
い
る
」

「
色
々
と
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
が
バ
レ
て

　昨年からのコロナ禍における大きな社会変化によって、今後の在り方を見つめ直す企業や個
人も多かったのではないだろうか。今回は、組織人事コンサルティング会社のAsian Identity 
Co., Ltd.の中村勝裕CEOに、コロナ後を見据えて日系企業、日本人がどのように歩むべきかを
３部構成で寄稿していただいた。
　変化の渦中だからこそ、改めて未来の道筋を考えてみたい。

バンコクを起点にアジアに特化した人
事・コンサルティングファームAsian 
Identityを経営。ネスレ、リンク&モチ
ベーション、グロービスを経て現職。タ
イを拠点としながらアジア各国でのコ
ンサルティングや講演活動を手がけ
る。バンコクにおいてタイ人向けビジ
ネス漫画「SuSuPim!  （がんばれピ
ム！）」を執筆、販売。

Asian Identity
アフターコロナ展望調査
日系企業の意識調査アンケートを元に紐解く

第1部

現地化経営および
駐在員制度のこれから

日系企業の長年の経営課題

第２部

コロナ危機を乗り切るために
日本人リーダーに求められるもの

さらなる企業の成長に向けて

第３部

中村勝裕
Asian Identity Co. Ltd.
CEO＆FOUNDER

なかむら・かつひろ

～日系企業と日本人はこれからどうあるべきか～

望ナフタコロ 展ーア
タイの
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38%
（54社）

46%
（66社）

9%
（13社）

6%
（8社）

1%（1社）

1. 今までよりも重要度は増すと思う
2. 今までと重要度は変わらない
3. 今までよりも重要度は低くなると思う
4. わからない
5. その他

今後、貴社グループ全体の中で
「タイ拠点の重要度」はどのように
変わっていくと思いますか？

Q2

経営の権限を現地に移譲する
「現地化経営」の度合いについては
今後どうなっていくと思いますか？

Q３

日本人駐在員の数は
コロナ以前と比べて
どうなっていくと思いますか？

Q４

タイ拠点の主要な役割を「これまで」と 「これから（5年～10年先）」でご回答くださいQ1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

A. 製造拠点

B. 技術や製品の開発拠点

C. 販売・マーケティング拠点

D. 地域統括拠点あるいは
アジア地域への中継地

その他

これまで これから（5年～10年先）

1. ますます現地化経営を推進していくと思う
2. 今までと変わらない
3. 現地化経営は後退すると思う
4. わからない
5. その他

5３%
（76社）

3５%
（50社）

3%（4社）
６%（8社）

3%（4社）3%（4社）

36%
（51社）57%

（81社）

2%（3社） 2%（3社）
3%（4社）

重
要
テ
ー
マ
ト
ッ
プ
３
は

「
人
材
の
採
用・育
成・登
用
」

「
海
外
への
販
路
拡
大
」

「
競
争
激
化
への
対
応
」

　
最
後
に
今
後
の
タ
イ
法
人
の
重
要
テ
ー
マ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。ト
ッ
プ
３
は「
人

材
の
採
用
・
育
成
・
登
用
」「
海
外
へ
の
販
路

拡
大
」「
競
争
激
化
へ
の
対
応
」と
な
り
、現

地
化
を
進
め
る
と
と
も
に
他
国
への
販
売
拠

点
と
し
て
の
戦
略
的
位
置
付
け
が
増
す
、と

い
う
回
答
ト
レ
ン
ド
と
符
合
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
以
上
、第
１
部
で
は
日
系
企
業
各
社
が
タ

イ
の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
る
の

か
の
フ
ァ
ク
ト（
実
態
）を
押
さ
え
る
こ
と
を

試
み
ま
し
た
。全
体
傾
向
と
し
て
は
、タ
イ

の
重
要
度
は
位
置
付
け
を
変
え
な
が
ら
も

高
ま
って
い
く
。そ
し
て
そ
れ
を「
現
地
化
経

営
」「
脱
・
駐
在
員
」の
方
針
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
明
確
に
し
な
が
ら
実
現
さ
せ
て
い
く
。

そ
ん
な
方
向
性
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
で
は
果
た
し
て
そ
の
方
向
性
は
達
成
さ

れ
る
の
か
。

　
そ
れ
を
考
え
る
上
で
は
、「
こ
れ
ま
で
な

ぜ
現
地
化
経
営
が
十
分
に
達
成
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
か
」「
果
た
し
て
現
地
化
は
必
要

な
の
か
」に
も
う
一度
遡
っ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
引
き
続
き
そ
の
点
を
考
察

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
タ
イ
の
重
要
度
は
増
す
」と

答
え
た
企
業
は
38
％

　
ま
ず
、「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」の

A
S
E
A
N
拠
点
への
期
待
に
関
し
て
聞
く

と
、製
造
拠
点
と
し
て
の
期
待
は
最
も
大
き

い
な
が
ら
変
化
は
な
く
、「
B
・
技
術
や
製
品

の
開
発
拠
点
」と
し
て
の
期
待
が
約
１
・
６

倍
、「
C
・
地
域
統
括
拠
点
あ
る
い
は
ア
ジ
ア

地
域
への
中
継
地
」と
い
う
回
答
が
約
２
倍
に

な
って
い
ま
す（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
頁
）。

　
そ
し
て「
今
後
の
タ
イ
拠
点
の
重
要
度
に

つ
い
て
」の
質
問
に
対
し
て
は
、「
重
要
度
は

増
す
」と
答
え
た
企
業
が
38
％
あ
り
ま
し

た
。反
対
に
、「
重
要
度
は
下
が
る
」と
答
え

た
の
は
９
%
の
み
で
し
た
。

　
重
要
度
が
増
す
と
答
え
た
主
な
理
由
と

し
て
多
か
っ
た
の
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
の
製
造

拠
点
と
す
る
た
め
」「
ア
ジ
ア
の
統
括
機
能

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
移
管
し
た
た
め
」と

日本人駐在員の業務は、
どのように引き継がれますか？

Q4で「駐在員が減っていくと思う」と
答えた方のみにお尋ねします。Q5

タ
イ
人
幹
部
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
引
き
継
が
れ
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

日
本
か
ら
の
リ
モ
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
引
き
継
が
れ
る

日
本
人
駐
在
員

1
人
当
た
り
の
業
務
が
増
え
る

現
地
採
用
日
本
人
に
引
き
継
が
れ
る

業
務
効
率
化
で
解
決
さ
れ
る

0

20

40

60

国内販路の拡大
海外への販売拡大

他社との競争激化への対応

ユーザーニーズの変化への対応
製品やビジネスのイノベーション

新規事業の創造

品質の向上
供給キャパシティの向上

アフターフォローと継続ビジネスの獲得

人材の採用、育成、登用
人件費の抑制
労働力の確保

リスク管理・コンプライアンス
経営管理のデジタル化

適時適正な決算
管理会計・原価管理および低減

資本政策・キャッシュフローマネジメント

その他

0 25 50 75 100

営業

ビジネス
モデル

製品・
サービス

人事総務

財務経理

今後のタイ拠点での重点トピックスはどのようなものだと思いますか？
「特に重要度が高い」と感じるもの「上位6つ」を以下のリストからご選択ください。

Q6

1

15
29

6

58

51
19

45
92

45
25

51

63
49

54

59
64

56

し
ま
っ
た
か
ら
」と
い
っ
た
こ
の
1
年
で
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
た
発
見
が
あ
り
、そ
れ
が
脱
・
駐
在
員
の

方
針
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
駐
在
員
の
数
に
つい
て「
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
」と
答
え
た
方
も
36
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。た
だ
し
そ
の
多
く
は「
す
で
に
必
要

最
低
限
の
人
員
で
や
って
い
る
」と
い
う
理
由

が
大
半
で
駐
在
員
削
減
余
地
が
な
い
企
業

規
模
、あ
る
い
は
現
地
化
を
す
で
に
推
進
し

て
き
た
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
企
業
が
そ
の
よ
う

に
答
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
総
じ
て
、一部
の
例
外
を
除
い
て
駐
在
員
は

削
減
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
そ
こ
を
後
押
し
し

て
い
る
と
い
う
流
れ
は
明
ら
か
で
す
。

　
な
お
、減
っ
た
駐
在
員
の
業
務
が
誰
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
と
い
う
質
問
へ
の
答
え

は
、55
社（
39
％
）が「
タ
イ
人
幹
部・マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
の
引
継
ぎ
」と
な
っ
て
お
り
、「
日

本
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
駐
在

員
一
人
当
た
り
の
業
務
が
増
え
る
」が
そ
れ

ら
に
続
く
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タイのアフターコロナ展望

いっ
た
統
括
拠
点
や
製
造
の
ハ
ブ
拠
点
と
し

て
の
期
待
が
８
割
方
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
他
に
は「
顧
客
先
の
中
国
生
産
リ
ス
ク
削

減
で
の
タ
イ
へ
の
生
産
シ
フ
ト
」「
日
本
本
社

で
の
人
材
不
足
」「
ミ
ャ
ンマ
ー
の
政
情
不
安
」

な
ど
消
去
法
的
な
理
由
で
、や
は
り
タ
イ
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
いっ
た
理
由
も
少
な

か
ら
ず
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
は
生
産
の
国
内

回
帰
な
ど
の
予
測
も
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
か

ら
１
年
が
経
ち
、各
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、依
然
と
し
て
タ
イ

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
、あ
る
い
は
増
す

と
捉
え
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
反
対
に
９
％
の
み
と
は
い
え「
重
要
度
が

下
が
る
」と
答
え
た
方
の
理
由
を
見
ま
す

と
、「
本
社（
日
本
）か
ら
指
示
を
行
い
、タ
イ

拠
点
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
れ
ば
良

い
」と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
日
本
回
帰
の
理

由
と
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
は
タ
イ
周
辺
国

の
経
済
成
長
が
大
き
い
」と
い
う
タ
イ
経
済

の
成
長
鈍
化
の
理
由
に
二
分
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
化
経
営
は「
ま
す
ま
す
進
む
」

駐
在
員
は
5
割
強
が「
減
る
」

　
次
に
、現
地
化
経
営
の
今
後
に
つい
て
は
、

「
ま
す
ま
す
推
進
し
て
い
く
と
思
う
」と
答

え
た
方
が
53
％
と
な
り
ま
し
た
。　

　
理
由
は
従
来
か
ら
言
わ
れ
る「
日
本
人
駐

日系企業のアンケート調査

1. 増えていくと思う
2. 今までと変わらない
3. 減っていくと思う
4. わからない
5. その他

調査時期：2021年4月下旬～5月上旬
サンプル数；在タイ日系企業142社（うち製造業119社）
調査方式：インターネット調査

55

21 20 19
14

9
4

在
員
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
」「
そ
う
し
な
い
と

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
育
た
な
い
」が
大
半
で
し

た
。同
時
に
、「
ロ
ー
カ
ル
企
業
相
手
の
商
売

を
増
や
す
必
要
性
が
あ
る
」「
取
引
先
の
決

済
者
、担
当
者
が
タ
イ
人
に
な
って
い
る
の
で

日
本
人
の
役
割
重
要
度
が
減
っ
て
い
る
」と

いっ
た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
理
由
も
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一つ
印
象
的
な
点
と
し
て
、「
日
本
人
出
向

者
の
確
保
が
困
難
」「
日
本
サ
イ
ド
に
管
理

で
き
る
実
力
を
持
って
い
る
人
間
が
少
な
い
」

と
いっ
た
、日
本
人
側
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る

会
社
が
数
社
あ
り
ま
し
た
。海
外
で
活
躍

で
き
る
素
養
を（
意
欲
面
、能
力
面
と
も

に
）持
っ
た
日
本
人
の
確
保
が
多
く
の
企
業

に
お
い
て
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の

は
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
昔
に
比
べ
て
相
対
的
に
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

が
優
秀
に
な
って
い
る
こ
と
や
、日
本
の
若
手

人
材
で
海
外
に
行
き
た
が
ら
な
い
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
背
景
と
し
て

あ
り
そ
う
で
す
。長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し

て
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
駐
在
員
に
つ
い
て
も
5
割
強
が「
減
っ
て
い

く
」と
答
え
ま
し
た
。　

　
コ
ス
ト
面
の
理
由
に
加
え
て
、「
日
本
人
が

い
な
く
て
も
会
社
が
回
る
こ
と
に
気
付
い

た
」「
特
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
当
た
り
前
に
な
って
い
る
状
況
で
、わ
ざ

わ
ざ
駐
在
さ
せ
る
意
味
が
薄
れ
て
い
る
」

「
色
々
と
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
が
バ
レ
て
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タ
イ
で
多
く
の
日
系
企
業
が
従
事
す
る

自
動
車
産
業
は
そ
の
代
表
格
で
す
。各
地
域

で
自
立
的
に
経
営
し
な
が
ら
も
グ
ロ
ー
バ
ル

で
効
率
を
上
げ
て
い
く
、両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が

問
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
って
い
ま
す
。

　
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
世
界
を
い
く
つ
か
の

地
域（
＝
極
）に
分
け
る「
極
経
営
」と
いっ
た

ス
タ
イ
ル
を
志
向
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
方
策
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
の
企
業
に
現
地
化
が
ど

の
程
度
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、と
い
う
の
は
ひ

と
え
に「
企
業
に
よ
る
」と
い
う
結
論
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
比
較
的
決
ま
っ
た
も
の
を
量
産
し
て
い
る

段
階
で
あ
れ
ば
現
地
化
し
て
い
く
こ
と
も
可

能
で
す
が
、モ
デ
ル
の
現
地
開
発
や
統
括
機

能
を
期
待
す
る
場
合
は
、高
い
技
術
力
や
高

度
な
判
断
が
で
き
る
部
署
を
タ
イ
に
置
い
て

お
く
必
要
が
あ
り
、必
ず
し
も
現
地
化
が

必
要
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、取
引
先
の
現
地
化
度
合
い
に
よ
っ

て
も
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。そ
う
し
た
自

社
の
置
か
れ
た
状
況
を
適
切
に
見
極
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
見
で
す
が
、そ
う
し
た
分
析
の
基
に

「
当
社
は
現
地
化
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
」

と
い
う
判
断
を
す
る
企
業
が
少
な
か
ら
ず

あ
って
も
良
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
第
１
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示
す
よ
う

に
、タ
イ
の
相
対
的
な
戦
略
的
重
要
度
は
こ

れ
か
ら
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。そ
う
し
た
位

置
付
け
の
変
化
と
、経
営
の
現
地
化
を
並
行

し
て
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
易
度
の
高
い

ア
ク
シ
ョン
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、経
営
幹
部
を
現
地
化
し
よ
う
と

思
う
と
、高
い
採
用
力
が
必
要
で
す
。採
用

力（
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド
）は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
に
お
け
る
認
知（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ブ
ラ

ン
ド
）と
比
例
し
ま
す
。

　
知
名
度
の
あ
る
完
成
車
メ
ー
カ
ー
等
は
有

利
な
採
用
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
市
場
で
の一
般
的
な
認
知

度
が
高
く
な
い
た
め
、採
用
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
投
資
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
採
用
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
は
年
数

が
掛
か
り
ま
す
。幹
部
を
採
用
し
維
持
で
き

る
だ
け
の
報
酬
制
度
も
必
要
で
す
。そ
う
し

た
整
備
に
は
労
力
と
お
金
が
掛
か
り
ま
す

し
、そ
れ
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
も
っ
と
前
に

現
地
化
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う

振
り
返
り
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
特
に
3
つ
目
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
つい
て
は「
我

が
社
が
目
指
す
現
地
化
と
は
ど
う
い
う
状

態
か（
あ
る
い
は
目
指
す
べ
き
か
ど
う
か
）」

と
い
う
ゴ
ー
ル
設
定
の
議
論
を
改
め
て
し
て

み
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
用
い
な
が
ら
タ

イ
現
地
法
人
の
現
地
化
戦
略
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
し
た
。読
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

現
地
化
戦
略
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
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の
現
地
化
を
図
って
い
く
方
法
で
す
。

　
合
わ
せ
て
本
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
重
要

で
す
。製
薬
業
界
の
日
本
本
社
の
幹
部
に
外

国
人
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
も
、こ
う

し
た
産
業
特
性
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

② 

マ
ル
チ
ド
メ
ス
ティッ
ク
産
業
群

　
〜
現
地
化
が
大
前
提

　
先
ほ
ど
と
は
逆
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
の
圧

力
は
低
い
が
、ロ
ー
カ
ル
適
合
の
圧
力
が
高
い

セ
グ
メ
ン
ト
が「
マ
ル
チ
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
産
業

群
」（
右
下
）で
す
。

　
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
属
す
る
産
業
に
は
、国

に
よ
っ
て
消
費
者
の
志
向
や
商
習
慣
が
大
き

く
違
い
、現
地
の
言
語
や
文
化
を
理
解
し
な

い
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま
く
い
か
な
い
産
業
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
代
表
例
は
食
品
で
し
ょ
う
。食
文
化
や
味

覚
は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。古

く
か
ら
あ
る
産
業
で
す
か
ら
流
通
や
商
習

慣
と
も
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。海
外

か
ら
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

の
は
極
め
て
難
し
い
と
言
え
ま
す
。従
っ
て
、

現
地
に
権
限
を
あ
る
程
度
持
た
せ
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。他
に
は
小
売
り
や
通

信
な
ど
の
規
制
産
業
も
、こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に

分
類
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、同
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
巨
大
企
業
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。彼
ら

は
世
界
的
に
強
い
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
な
が
ら

① 

グ
ロ
ー
バル
産
業
群

　
〜
現
地
化
の
必
要
性
が
低
い

　
ま
ず
、グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
の
圧
力
は
高
い

が
、ロ
ー
カ
ル
適
合
の
圧
力
は
低
い
セ
グ
メ
ン

ト
が「
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
群
」（
左
上
）で
す
。

　
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
は
競
争
が
世
界
的
に
行

わ
れ
、場
合
に
よ
っ
て
は
世
界
的
に
寡
占
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
を
前
提
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
な
い
と
そ
も
そ
も
競
争
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　
代
表
的
な
例
は
製
薬
業
界
で
す
。医
薬

品
は
、国
を
跨
い
で
商
品
性
を
変
え
る
必
要

が
基
本
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
開
発
に

莫
大
な
資
金
が
掛
か
る
の
で
、世
界
規
模
で

販
売
す
る
前
提
で
研
究
開
発
を
一元
管
理
し

た
方
が
効
率
が
良
く
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の

必
然
性
が
高
い
業
界
と
言
え
ま
す
。

　
同
様
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
属
す
る
業
界
と
し

て
は
金
融
業
界
や
、鉄
鋼
、工
作
機
械
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
は
過
度
な
現
地
化

は
戦
略
上
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ゆ
え
に
、

す
で
に
多
く
の
タ
イ
現
地
法
人
で
は
駐
在

員
主
体
で
の
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、駐
在
員
主
体
の
経
営
は
一
方

で
優
秀
な
現
地
人
幹
部
の
活
躍
を
阻
害
し

ま
す
。し
ば
し
ば
成
功
例
と
し
て
見
ら
れ
る

パ
タ
ー
ン
は
、日
本
人
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
配
置
し
統
制
を
効
か
せ
つつマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
第
２
部
で
は
、長
年
に
亘
っ
て
日
系
企
業
の
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る「
現
地
化
経
営
お

よ
び
駐
在
員
制
度
」に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず
企
業
の
国
際
経
営
戦
略
を
分

析
す
る「
I
-R
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
図
表
１・２
）」を
通
し
て
、日
系
企
業
に
と
っ
て
の
現

地
化
の
方
向
性
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
今
後
の
駐
在
員
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

現
地
化
経
営
お
よ
び

駐
在
員
制
度
の
こ
れ
か
ら

第２部

も
、国
ご
と
の
適
合
を
進
め
る
こ
と
で
各
国

で
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
以
前
所
属
し
て
い
た
食
品
メ
ー
カ
ー

の
ネ
ス
レ
で
も
、ネ
ス
カ
フ
ェ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
ブ
ラ
ン
ド
は
国
ご
と
に
微
妙
に
味
が
違
い
、

キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
な
ど
も
日
本
独
自
の
商
品
開

発
を
す
る
な
ど
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
って
い

ま
し
た
。

　
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
多
く
の
企
業
で
比

較
的
現
地
化
が
進
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。営

業
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、広
告
宣
伝
な
ど
の

キ
ー
マ
ン
に
現
地
の
人
材
を
配
置
し
な
い
と

現
地
で
の
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
比
較
的
強
い
消
費
財
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
会

社
で
あ
れ
ば
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド

（
採
用
時
の
知
名
度
）も
高
く
、優
れ
た
タ
イ

人
幹
部
を
採
用
し
G
M
な
ど
に
配
置
で
き

て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
そ
の
方
向
性
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、そ
れ
に
見
合
っ
た
報
酬
制
度
の
整
備

な
ど
が
課
題
と
な
って
い
く
で
し
ょ
う
。

③ 

グ
ロ
ー
バル
統
合
産
業
群
　

　 

〜
現
地
化
は
戦
略
に
よ
る

　
最
後
に
グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
圧
力
と
ロ
ー
カ
ル

適
合
圧
力
が
双
方
共
に
高
い
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

統
合
産
業
群
」（
右
上
）で
す
。

　
経
済
そ
の
も
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る

中
で
、多
く
の
産
業
が
徐
々
に
こ
の
セ
グ
メ
ン

ト
に
移
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

出典：  スマントラ・ゴシャール、クリストファー・A・バートレット
           「地球市場時代の企業戦略」より

図表１ I-Rフレームワーク

図表２ 産業群ごとの現地化の方向性（仮説）
産業群

① グローバル
産業群

製薬、建設機械、
金融 など

産業の例 タイ法人の現地化経営の度合い 今後の方向性（筆者仮説）

「低」
競争優位のコアは本社から管理
するほうが合理的

「そのまま」
経営幹部は駐在員のままで維持（あるいはすで
にその状態が達成されている）

② マルチ
ドメスティック

産業群
食品、生活用品、

広告 など

「高」
現地の市場特性・消費者特性に
合わせたマーケティング・販売プ
ロセスがビジネスの肝

「現地化の促進」
営業・マーケティングからより上流の商品開発、
経営に現地化度合いを上げていく
（すでに達成されている場合も多い）

③ グローバル
統合産業群

自動車、家電、
ハイテク など

「中」　※企業戦略による
安定モードの会社は現地化推
進、一方でタイ拠点の位置付けが
開発拠点やハブ機能等の場合、
現地化度合いは高くない

「戦略に応じた判断」
・自社戦略と顧客の現地化度合いに呼応する
・現地化推進の場合、採用と報酬設計に投資が必要
・割り切って「現地化しない」という選択肢もあり

Integration

（
統
合
）

例
）世
界
規
模
で
の
標
準
化
、ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
必
要

例）ユーザーの志向や販売チャネル特性が市場により大きく異なる
ローカル市場対応への圧力

グ
ロ
ー
バル
統
合
への
圧
力 Responsiveness（適合）

① グローバル
産業群

マルチ
ドメスティック
移行産業群

③ グローバル
統合産業群

② マルチ
ドメスティック
産業群
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駐在員制度の目的

コーポレート・ガバナンス

技術やノウハウの移転

日系企業との取引の円滑化

グローバル人材育成

　
さ
て
、前
頁
ま
で
は
現
地
化
の
是
非
を
論
じ
ま
し
た
が
、全
体
と
し
て
は

駐
在
員
は
減
る
方
向
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
こ
で
は

脱・駐
在
員
を
進
め
る
上
で
の
注
意
点
を
考
察
し
て
お
き
ま
す
。

〜
そ
も
そ
も
の
目
的
に
立
ち
返
る
〜

　
ま
ず
駐
在
員
制
度
の
本
来
の
目
的
を
確

認
し
ま
す
。

　
駐
在
員
制
度
に
は「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ガ
バ

ナ
ン
ス
」「
技
術
や
ナ
レ
ッ
ジ
の
移
転
」「
日
系

企
業
と
の
取
引
円
滑
化
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
・
経
営
者
の
育
成
」の
４
つ
の
目
的
が
あ

り
ま
す
。脱
・
駐
在
員
を
進
め
て
い
く
前

に
、こ
れ
ら
の
目
的
を
損
な
う
こ
と
が
無
い

か
ど
う
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
最
初
の
３
つ
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
技
術
ナ

レ
ッ
ジ
移
転
」「
日
系
企
業
と
の
取
引
」は
、

先
ほ
ど
述
べ
た
各
社
の
戦
略
と
密
接
に
関

わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。自
社
の
タ
イ
法
人

の
位
置
付
け
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
に
よ
り
、こ
れ
ら
の
目
的
が
引
き
続
き

重
要
な
の
か
、あ
る
い
は
重
要
度
が
下
が
る

の
か
が
変
わ
って
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
一つ
だ
け
種
類
が
違
う
の
が「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
・
経
営
者
の
育
成
」の
部
分
で
す
。こ

れ
は
見
落
と
し
が
ち
で
す
が
、実
は
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
駐
在
と
い
う
の
は
大
き
な
役
割
を

急
に
任
さ
れ
、異
文
化
の
中
で
孤
独
に
向

き
合
い
な
が
ら
ミ
ッ
シ
ョン
を
遂
行
す
る
、い

わ
ゆ
る「
修
羅
場
体
験
」と
し
て
非
常
に
大

き
な
人
材
育
成
効
果
が
あ
り
ま
す
。本
社

の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
駐
在
員
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
って
、現
地

法
人
目
線
で
は
コ
ス
ト
削
減
と
現
地
人
の

登
用
が
促
進
さ
れ
る
の
で
望
ま
し
い
で
す

が
、一方
で
本
社
目
線
で
は
人
材
育
成
の
貴

重
な
手
段
が一つ
減
る
こ
と
に
な
って
し
ま
い

ま
す
。

　
現
地
法
人
の
駐
在
員
が
減
っ
た
と
し
て

も
、全
社
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

の
重
要
度
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。駐
在
に
代

わ
る
代
替
手
段
を
人
事
戦
略
上
講
じ
て

お
く
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
前
提
で
、脱
・
駐
在
員
を
進
め
る

際
に
3
つ
ほ
ど
留
意
す
べ
き
点
を
挙
げ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
1
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
駐
在

員
を
置
か
な
く
て
も
リ
モ
ー
ト
で
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」と
い
う
こ
と

を
多
く
の
会
社
が
コ
メ
ン
ト
で
書
か
れ

て
い
ま
し
た
し
、実
際
に
そ
う
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、ご
経
験
さ
れ
た
方

も
多
い
よ
う
に
、リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
ス
キ
ル
が
無
い
と
リ
ア
ル
よ
り
も

格
段
に
難
し
い
で
す
。ま
し
て
や
異
文

化
・
多
言
語
環
境
で
と
い
う
の
は
か
な

り
難
易
度
が
高
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

と
思
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は「
あ
る

程
度
の
関
係
性
・
信
頼
性
の
構
築
が

な
さ
れ
た
前
提
」の
上
で
機
能
す
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
も
こ
の
１

年
は
か
な
り
長
い
期
間
を
リ
モ
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
ま
し
た
が
、も
と
も

と
作
っ
て
い
た
タ
イ
人
チ
ー
ム
と
の
関

係
性
に
助
け
ら
れ
た
部
分
も
大
き

く
、全
く
ベ
ー
ス
が
無
い
中
で
の
リ
モ
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
も
っ
と
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
ゆ
え
に
、関
係
性
を
作
る
プ
ロ
セ
ス

を
疎
か
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
海
外
拠
点
で
関
係
性
を
作
る
た
め

に
は「
私
は
現
地
の
文
化
を
リ
ス
ペ
ク

ト
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
が

相
手
に
伝
わ
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。駐
在
員

が
現
地
の
人

と
食
事
を
し

た
り
、
言
葉

を
覚
え
た
り

し
て
そ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す

が
、今
後
は
そ
れ
が
難
し
く
な
り
ま

す
。

　
対
策
と
し
て
は一
旦
赴
任
さ
せ
、途

中
で
帰
任
さ
せ
て
そ
の
後
は
リ
モ
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
せ
る
。あ
る
い
は
、

海
外
赴
任
経
験
者
を
リ
モ
ー
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
任
に
当
て
る
、と
いっ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
海
外
赴
任
を
一
定
期
間
経
験
す
る

と
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
ポ
イ

ン
ト
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
ら
を

ベ
ー
ス
に
持
って
い
る
方
に
任
せ
る
こ
と

は
、ま
っ
た
く
未
経
験
の
方
に
任
せ
る

よ
り
も
ず
っ
と
効
果
的
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。

　
駐
在
員
を
減
ら
す
代
わ
り
に
、「
一

人
当
た
り
の
任
期
を
長
く
す
る
」と
い

う
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
得
る
と
思

い
ま
す
。例
え
ば
、任
期
を
２
倍
に
す

る
こ
と
で
、少
な
く
と
も
赴
任
時
・
帰

任
時
に
掛
か
る
金
銭
的
・
物
理
的
に
コ

ス
ト
は
半
分
に
な
り
ま
す
。

　
か
ね
て
よ
り
、駐
在
員
の
任
期（
３

年
〜
５
年
）は
短
す
ぎ
る
の
で
は
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。３
年
で
は

現
地
に
馴
染
み
、言
葉
や
文
化
に
慣

れ
て
人
間
関
係
が
で
き
た
頃
に
終
わ

り
が
見
え
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
東
南
ア
ジ
ア
は「
関
係
性
ベ
ー
ス
」の

社
会
の
色
合
い
が
強
く
、信
頼
し
て
い

た
上
司
が
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は

そ
の
ま
ま
部
下
の
退
職
リ
ス
ク
に
も

繋
が
り
ま
す
。良
く
も
悪
く
も「
人
に

付
く
」と
い
う
タ
イ
人
の
気
質
を
ご
経

験
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
任
期
が
長
く
な
れ
ば
、そ
れ
だ
け

駐
在
員
の「
人
選
」の
重
要
度
が
増
し

ま
す
。こ
れ
ま
で
は「
た
っ
た
３
年
な
ん

だ
か
ら
、と
り
あ
え
ず
海
外
を
見
て

き
な
さ
い
」的
な
ノ
リ
で
、や
や
も
す
る

と
海
外
に
興
味
も
適
性
も
無
い
人
を

赴
任
さ
せ
る
と
い
う
風
潮
も
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
人
材
は
赴
任
す
る
と
残

念
な
が
ら
現
地
に
馴
染
め
ず
、成
果

も
出
せ
ま
せ
ん
。結
果
、本
人
も
部
下

も
３
年
間
我
慢
す
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
英
語
と
多
様
性
が
弱
点
で
あ
る
大

多
数
の
日
本
人
に
と
っ
て
、海
外
で
働

く
と
い
う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。き
ち
ん
と
素
養
と
動

機
の
あ
る
人
を
選
出
す
べ
き
で
す
。

　
赴
任
期
間
を
長
め
に
設
定
す
る
と

い
う
こ
と
は
、お
ざ
な
り
に
な
り
が
ち

だ
っ
た
駐
在
員
の
選
抜
プ
ロ
セ
ス
を
明

確
化
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

脱・駐
在
員
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
自
分
の
判
断

で
海
外
に
渡
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
、

現
地
採
用
の
日
本
人
の
方
々
が
沢
山

い
ま
す
。そ
れ
ら
の
方
々
は
現
地
の
言

葉
と
文
化
に
精
通
し
、な
に
よ
り
現

地
に
愛
情
を
持
って
い
ま
す
。

　
同
時
に
日
本
人
的
な
感
覚
も
理
解

で
き
、現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
貴
重
な
ブ

リ
ッ
ジ
パ
ー
ソ
ン（
橋
渡
し
役
）と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、か
ね
て
よ
り
言
わ
れ
る
の

は
、現
地
採
用
日
本
人
の「
処
遇
の
低

さ
」で
す
。先
般
挙
げ
た
駐
在
員
と
比

べ
て
、貢
献
度
合
い
は
そ
れ
と
変
わ
ら

な
い
、あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
価
値
の

仕
事
を
し
て
い
て
も
、待
遇
は
数
分
の

一に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
優
秀
な
ス
キ
ル
と
貴
重
な

海
外
経
験
を
持
っ
て
い
る
の
に
な
か
な

か
キ
ャ
リ
ア
を
拓
き
づ
ら
い
、と
い
う
の

が
現
地
採
用
日
本
人
が
直
面
し
て
い

る
現
実
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
海

外
と
の
行
き
来
が
簡
単
に
は
で
き
な

い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
よ

り
、海
外
に
い
る
優
秀
な
日
本
人
の

希
少
性
は
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
し
た
貴
重
人
材
の
活
用
を
企

業
は
も
っ
と
進
め
る
べ
き
と
私
は
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
は
、「
海
外
で
働
き
た

い
、で
も
駐
在
制
度
が
あ
る
よ
う
な
大

き
な
企
業
に
勤
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
は
、新
た

な
キ
ャ
リ
ア
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
と
思
って
い
ま
す
。

　
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
人
事
の
方

が「
最
近
は
、新
卒
採
用
で
グ
ロ
ー
バ
ル

感
を
出
す
と
応
募
が
減
る
ん
で
す
」

と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。若
者
が
内

向
き
化
し
て
い
る
と
い
う
の
は
全
体
傾

向
と
し
て
は
そ
の
通
り
の
よ
う
で
す
。

私
は
、そ
こ
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、タ
イ
や
東
南

ア
ジ
ア
を
舞
台
に
、イ
ン
ド
人
や
中
国

人
、韓
国
人
を
相
手
に
日
本
人
は
勝

負
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
と
戦
って
勝
て
る
だ
け
の
戦
闘
力

を
備
え
た
日
本
人
が
ど
れ
だ
け
い
る

か
。そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
た
時
、海

外
で
働
き
た
い
日
本
人
が
ア
ジ
ア
で

勝
負
で
き
る
道
が
減
る
こ
と
は
あ
って

は
な
ら
な
い
と
私
は
思
って
い
ま
す
。

一
其の

二
其の

三
其の

22



タイのアフターコロナ展望

　
第
３
部
で
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
日
系
企
業
が
さ
ら
に
力
強
く
成
長
し
て
い
く
た
め

に
、我
々
日
本
人
リ
ー
ダ
ー
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
の
政
府
、企
業
に
難
題
を
突
き
付
け
ま
し
た
。た
だ
、成
果
を

上
げ
た
リ
ー
ダ
ー
や
人
々
の
支
持
を
集
め
た
リ
ー
ダ
ー
を
見
る
と
、い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
れ
を
3
点
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に

日
本
人
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

第3部ビジョンを示す力
　
稲
盛
和
夫
氏
は
著
書「
京
セ
ラ
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
」の
中
で
、「
物
事
の
結
果
は
、心
に
何
を

描
く
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。（
略
）現
在

の
自
分
の
周
囲
に
起
こ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
現

象
は
、自
分
の
心
の
反
映
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」と
述
べ
て
い
ま
す
。こ
の「
心
に
何
を
描
く

か
」が
、企
業
に
と
っ
て
の「
ビ
ジ
ョ
ン
」だ
と
言

え
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
人
々
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

考
え
よ
う
と
し
て
も
、毎
日
飛
び
込
ん
で
く
る

マ
イ
ナ
ス
情
報
が
、無
意
識
に
心
を
マ
イ
ナ
ス

方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
リ
ー
ダ
ー
が
ビ
ジ
ョン
を
掲
げ
、

「
暗
闇
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、光
は
あ

る
」「
私
た
ち
は
正
し
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
」

と
勇
気
づ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
２
つ
目
は「
共
感
す
る
力
」で
す
。相
手
の
価

値
観
を
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
、結
果
と
し
て

望
ま
し
い
行
動
を
取
って
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、激
し
い

言
い
争
い
や
論
争
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
な
ど
で
も
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。そ
の

結
果
、私
の
周
り
で
も「
も
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ロ
ナ

の
話
を
書
く
こ
と
を
止
め
る
こ
と
に
し
た
」と

い
う
人
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
社
会
全
体

に
関
わ
る
問
題
に
お
い
て
は
、激
し
い「
価
値
観

の
対
立
」が
起
こ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、自
営
業
で
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
れ
ば
ロッ
ク
ダ
ウ
ン
に
反
対
す
る
で
し
ょ

う
。一
方
で
、持
病
を
抱
え
て
い
る
方
は
厳
し
い

封
じ
込
め
を
歓
迎
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
価
値
基
準
が
異
な
る
も
の
同
士
が
議
論
す

る
場
合
、よ
ほ
ど
冷
静
に
議
論
し
な
い
と
合
意

点
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。対
象
が
未

知
の
感
染
症
で
す
か
ら
、同
じ
デ
ー
タ
で
も
見

方
に
よって
異
な
っ
た
解
釈
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
カ
エ
サ
ル
が
言
っ
た
よ
う
に「
人
は
見
た
い
も

の
し
か
見
な
い
」か
ら
で
す
。価
値
観
の
ベ
ー
ス

が
異
な
る
の
に
、相
手
を〝
論
破
〞し
よ
う
と
し

た
り
罵
り
合
う
の
は
よ
い
結
果
を
招
き
ま
せ

ん
。そ
こ
で
必
要
な
の
は
、異
な
る
価
値
観
に

も
共
感
を
示
す
こ
と
で
す
。

～暗闇に光を灯す～

★ 星野リゾートのビジョン

共感する力～受け入れることで人は動く～

　コロナショック以降で「ビジョンを示す力」で秀逸
だと思ったリーダーの例を一人挙げるならば、それは
星野リゾートの星野佳路社長です。旅行業界はコロ
ナで最も影響を受けた業界の一つではありますが、
そんな中でも彼が打ち出したビジョンはパワフルな
ものであったと思っています。

マイクロツーリズム

　彼は「マイクロツーリズム」というビ
ジョンを掲げました。マイクロツーリズム
は、海外旅行や飛行機に乗ることをイ
メージしがちな旅行ではなく、「30分から
１時間で行ける近距離の目的地に向け
た、“小さな旅行”」という意味です。
　星野リゾートのホームページを訪れる
と、「お祭りや伝統文化、雄大な自然や旬
の食材を活かした料理など、それぞれの
地域魅力に触れられる滞在提案」とあ
り、各施設の特徴を生かした様々なアク
ティビティを用意し、人々の旅行意欲を掻
き立てる内容になっています。
　コロナ禍で仕方がないから近場の旅
行という後ろ向きな考えではなく、「ピン
チの中にチャンスを見つける」ことを考え
抜いた内容になっています。それをマイ
クロツーリズムとキャッチーに表現する
センスも秀逸です。
　危機の時はあれもこれも伝えるので
はなく、なるべくメッセージを絞ってわか
りやすく伝えるほうが効果的です。
　単なる発想の転換ではなく、数字で補

強するのも秀逸です。彼によれば、「日本
全体の観光需要28兆円のうち、もともと
８割が国内。インバウンドが失われても
毎年２０００万人いる海外旅行者の足が
国内旅行に向けば、全体では７％程度の
需要縮小に抑えられる」と分析できるそ
うです。
　さらに、国内旅行の方が交通費が少な
い分泊数を増やしてもらえる、とも。この
ように、数字とロジックを用いてストー
リーを説明することで、ビジョンがより説
得力のあるものになっていきます。

　コロナ禍の企業経営はいわば嵐の中
を進む船です。暗闇の中でいつまでも船
を漕ぎ続けるのは限界があります。です
が、「光はあっちだ」と誰かが言ってくれ
れば、漕ぎ手にも力が蘇ってきます。
　この1年間、皆さんの企業ではリー
ダーがどのような発信をしたでしょうか。
そしてそれは従業員の皆さんに前向きな
エネルギーを与えたでしょうか。コロナが
不透明感を増す中、ビジョンを打ち出す
力は今後もますます重要になると思われ
ます。

★ 各界リーダーのメッセージ
危機の時こそ寄り添う
　共感力の優れたリーダーの例
として、ドイツのメルケル首相を
挙げたいと思います。昨年以来、
世界中のリーダーが外出自粛と
いう厳しい選択を国民に理解し
てもらうという、難しい仕事に追
われました。
　メルケル首相は昨年３月に国
民に向けたスピーチの中で、自
身の東ドイツ時代の苦い経験を
用いて次のように協力を呼びか
け、多くの共感を呼びました。
　「私のように、移動や行動の自
由が苦労して勝ち取った権利で
あった者にとって、（国家による）
そのような制限は絶対に必要な
場合にのみ正当化されるもので
す。民主主義社会において決し
て軽々しく決められるべきでは
なく、一時的にしか許されませ
ん。しかし、それは今、命を救うた
めに不可欠なのです」。
　相手の気持ちを想像し、そこ
に理解を示すそのスピーチは非
常に効果的なものでした（彼女
のスピーチはドイツの大学によ
る２０２０年のスピーチ・オブ・ザ・
イヤーにも選ばれました）。
　ビジネスリーダーとしてはトヨ
タ自動車の豊田章男社長を挙げ
ましょう。彼はコロナが広がり始

めるといち早くビデオメッセージ
に出演し、世界中の従業員に「僕
は、常に皆さんと共にあります。 
そして、みんなの助けになるな
ら、何だってやるつもりです。な
ぜなら、僕らは家族だから。困っ
たときに、助け合うのが家族だ
から」というメッセージを送りま
した。　
　そこには、戦略も数字もありま
せん。ただ、相手の気持ちを思い
やり、寄り添うというためだけの
動画でした。
　あまり経営トップがすることで
はないかもしれませんが、危機の
時こそまずはトップが従業員に
寄り添い、共感する姿勢を示す。
それにより、救われた気持ちに
なった従業員が世界中に少なか
らずいたのではないでしょうか。
　人間を動かすのは、最終的に
は論理ではなく感情です。我慢
を強いたり難しい依頼を聞いて
もらうときには、いかに相手の感
情にアプローチできるかが重要
になってきます。
　「コロナは統計的にはたいし
たことないので、怖がらないでく
ださい」と言われても、怖いと感
じる人はやはり怖いのです。そう
いう人を論破しようとしても逆効
果で、むしろ気持ちは離れてい
きます。「そうですね、怖いですよ

ね」と共感を示してあげること
で、相手はこちらの気持ちも理
解してくれるのです。

動画でこそ伝わる感情
　なお、メルケル首相、豊田社
長いずれのリーダーにもう一つ
共通していたのは、動画を用い
て表情豊かに語りかけていたこ
とです。メルケル首相は手元の
原稿に一切目を落とさずに話し
ていました。感情を動かすため
のコミュニケーションはノンバー
バル（非言語表現）も重要です。
　企業においても、重要な社長
メッセージは一斉メールなどで
はなく、できればオンラインの会
議ツールや、ビデオメッセージな
どで表情も意識しながら伝える
ことで、相手に与える印象は大き
く違ったものになると思います。

星野リゾート トマム ザ・タワー
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２
つ
の
問
題
解
決
方
法

　
な
ぜ
内
省
す
る
力
が
重
要
な
の
か
。そ
れ

は
我
々
が
取
り
扱
う
問
題
が
変
化
し
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。そ
も
そ
も
問
題
に
は
、２
種

類
の「
解
決
の
仕
方
」が
あ
り
ま
す（
図
表

３
）。

　
企
業
が
抱
え
る
問
題
の
多
く
は
、論
理
的

に
分
析
す
れ
ば
答
え
が
見
つ
か
る
も
の
が
多

い
で
す
。こ
れ
を
、問
題
に
対
し
て
解
と
な
る

ピ
ー
ス
が
明
確
な「
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
型
」と
表

現
し
ま
す
。ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ

ル
型
の
問
題
を
解
く
た
め

に
必
要
な
の
は
、問
題
を

分
析
し
、原
因
を
突
き
止

め
、対
策
を
打
つ
、論
理
的

な
思
考
で
す
。

　
も
う
一
種
類
の
問
題
が
、

「
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
型
」

の
問
題
で
す
。ル
ー
ビ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
は
、一つ
の
面
を
完

成
さ
せ
る
と
別
の
面
が
崩

れ
て
し
ま
う
。ま
た
、複
数

の
面
を
同
時
に
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
ゆ

え
、狭
い
視
野
と
短
期
的

な
も
の
の
見
方
で
は
、な
か

な
か
パ
ズ
ル
は
前
に
進
み

ま
せ
ん
。ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
型
の
問
題
を
解
く
に
は

全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、

短
期
的
な
マ
イ
ナ
ス
も
覚
悟
し
、長
期
的
視

点
で
少
し
ず
つ
物
事
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
複
雑
な

問
題
は
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
型
の
問
題
に
近

い
と
言
え
ま
す
。正
解
を
保
証
す
る
や
り
方

が
な
い
状
態
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、関

係
者
に
痛
み
を
理
解
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、最
も
妥
当
な一手
を
打
つ
。

　
し
か
も
そ
の一手
は
短
期
的
に
は
間
違
っ
た

一
手
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
手
が
だ

【お問い合わせ】

Asian Identity Co., Ltd.
Tel. +66-2-115-9655 
Email: info@a-identity.asia 
Web: http://asian-identity.com
M Thai Tower 5Fl., Unit 2A, All Season Place,
87 Wireless Rd., Pathumwan, Pathumwan, Bangkok 10330

アジアに特化した人事コンサルティングファーム。
「アジアの人々の良さを生かした強い組織づくり」を目指し、
タイを中心に顧客企業の支援に取り組んでいる。

タイのアフターコロナ展望

め
な
ら
考
え
を
改
め
、ま
た
次
の一
手
を
打

つ
、と
い
う
試
行
錯
誤
を
粘
り
強
く
続
け

る
。危
機
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
に
は

そ
う
し
た
姿
勢
が
必
要
で
す
。

　
つ
ま
り
、「
何
を
す
る
か
」と
い
う「
や
り

方
」よ
り
も
、「
ど
う
い
う
姿
勢
で
臨
み
続
け

る
か
」と
い
う「
在
り
方
」が
重
要
で
あ
る
、

と
言
え
ま
す
。永
守
会
長
も
、も
し
次
の一手

が
間
違
っ
て
い
た
ら
ま
た
そ
れ
を
振
り
返

り
、ア
ク
シ
ョン
を
改
め
る
で
し
ょ
う
。そ
の
よ

う
に
、自
分
を
変
え
続
け
ら
れ
る
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

自
身
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
続
け
る

　
明
治
維
新
が
起
き
た
と
き
、多
く
の
刀

鍛
冶
が
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
ず
に
職

を
失
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。刀
鍛
冶
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
持
つ

あ
ま
り
、サ
ム
ラ
イ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
こ
と

を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、新
し
い
時
代
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
で
、変
化
を
受
け
入
れ「
自
分
も
変

化
し
な
く
て
は
」と
自
ら
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

で
き
た
刀
鍛
冶
は
、包
丁
な
ど
の
日
用
品

を
作
る
な
ど
仕
事
を
切
り
替
え
て
い
き
ま

し
た
。結
果
、近
代
化
し
て
人
々
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
と
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
新
た

な
需
要
を
継
続
的
に
得
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
を
明
治
維
新
に
な
ぞ
ら
え

て
良
い
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、数
十
年
に一

度
レ
ベ
ル
の
大
き
な
変
化
が
確
実
に
訪
れ
て

い
る
中
で
、皆
さ
ん
は
い
か
に
し
て
自
分
自

身
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
自
身
の
価
値
観
や
考
え
を
自
覚

し
、ど
れ
を
守
り
、ど
れ
を
捨
て
る
の
か
。そ

う
し
た
内
省
を
す
る
習
慣
が
あ
る
リ
ー

ダ
ー
こ
そ
が
、会
社
を
成
長
に
導
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
時
は
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

　
こ
こ
ま
で
、「
ビ
ジ
ョン
を
示
す
力
」「
共
感

す
る
力
」「
内
省
す
る
力
」と
い
う
3
つ
の
要

素
に
つい
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。有
名
な
経
営

者
の
例
が
多
か
っ
た
の
で
、自
分
と
は
遠
い
話

と
感
じ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、決
し
て
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
は
、私
た
ち
一

人
一人
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
践
す
る
べ

き
も
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
が
起
き
た

と
き
、本
社
の
指
示
を
仰
ぐ
時
間
が
無
く

現
地
法
人
で
独
自
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
、と
い
う
話
を
多
く
聞
き
ま

し
た
。つ
ま
り
、こ
れ
ま
で
は
良
く
も
悪
く
も

「
本
社
の
命
令
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、緊
急
事
態
に
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。つ
ま
り
、い
わ
ば「
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
に
自
主
的
に
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
が
起
こ
る
よ
う
な
こ
と
を「
自
然
発

生
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と
表
現
し
ま
す
が
、

あ
る
意
味
で「
戦
時
」と
呼
べ
る
よ
う
な
、こ

の
状
況
に
お
い
て
は
、い
か
に
個
々
人
が
自
発

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
か
が

問
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、タ
イ
で
働
く
多
く
の
日
本
人
に

と
って
チ
ャ
ン
ス
と
言
って
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
私
は
思
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、本
社
と
現
場
の
板
挟
み
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
社
の
指
示
を
無
視
し
ろ
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、現
地
に
最
適
な
判
断
を
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
下
す
た
め
に
自
分
が
腹
を

く
く
っ
て
決
断
す
る
。そ
う
し
た
場
面
が
増

え
て
い
く
の
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
、決
意
に
満
ち

た
リ
ー
ダ
ー
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
が
、今
後
の
日
系
企
業
を
変
革
に
導
い
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
タ
イ
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
展
望
」。最
後
ま

で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。私
自
身
も
、皆
さ
ん
と
と
も
に一
人
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
努
力
し
、日
系
企
業
を
、

ま
た
タ
イ
経
済
と
日
本
経
済
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
決
意
と
と
も
に

筆
を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

Asian Identity 問題の種類

特徴
論理的な答えが存在
状況の変化は少ない
自分と問題は別

論理的な答えが存在しない
絶えず状況が変化する
自分と問題が影響しあう

・柔軟な思考
・試行錯誤と粘り強さ
・内省力
・「在り方を変える」

ジグソーパズル型の問題 ルービックキューブ型の問題

解決に
必要なこと

・論理的思考
・問題解決プロセス
・分析力
・「やり方を変える」

　
最
後
３
つ
目
の
要
素
は
、「
内
省
す
る
力
」で
す
。内
省
と
は
、自
分
自
身
を
深

く
省
み
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、自
分
を
変
化
さ
せ
て
い
く
力
と
言
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　
胸
に
手
を
当
て
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。１
年
前
の
自
分
と
、今
の
自
分
。皆

さ
ん
は
こ
の
１
年
で
ど
れ
く
ら
い
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に

日
々
状
況
が
刻
々
と
変
わ
り
、答
え
の
な
い
非
常
事
態
の
中
で
は
、自
分
自
身
を

ど
れ
く
ら
い
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
た
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

内省する力～自分を省みて、“在り方”を変える力～

★ 永守会長の自省
　「自分を変える」という意味で印象
的なリーダーは、日本電産の永守重
信会長を挙げたいと思います。永守
会長というと、「元日以外３６４日働
く」という猛烈なイメージでしたが、
ここ最近の彼の発信はずいぶん
違った印象になっています。
　「50年、自分の手法がすべて正し
いと思って経営してきた。だが今回、
それは間違っていた。テレワークも
信用してなかった。収益が一時的に
落ちても、社員が幸せを感じる働き
やすい会社にする。そのために50く
らい変えるべき項目を考えた。反省
する時間をもらっていると思い、日
本の経営者も自身の手法を考えて
ほしい」（日本経済新聞2020年４月
20日付けより）。
　あれだけ成功した方が、ここまで

のレベルで反省できるのはなかな
かすごいと思います。それだけ、今回
の事態の重大さを認識しているのか
もしれません。
　私は、この「自分の考え方や価値
観を変える」ということが、コロナの
ような複雑な問題に対処する際には
リーダーにとってとても重要なこと
だと思っています。

図表３ 問題の種類に応じたアプローチ

Asian Identityチーム。筆者は中央。

スースー！ピム！
好評発売中

ビジネスマンガ教材
リーダー編

NEW

少しおっちょこちょいのタイ人女性社員ピム
の成長を通して、リーダーシップで大切な６
つの要素を学ぶことができるタイ語マンガ。
中村勝裕氏制作。
１冊270バーツ
【問い合わせ】
info@a-identity.asia

日本語版はKindleで
「スースーピム」と検索　
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2000年法政大学工学部電子情報学科
卒。日本で15年間以上のWEB、エンター
プライズやソーシャルゲームなど多くのシ
ステム開発を行う。16年青年海外協力隊
として、タイ国トラン県にコンピュータ教師と
して赴任。20年クラスメソッドタイランドを立
ち上げ、タイでクラウドの導入支援を行う。

MD 三並慶佐
K e i s u k e  M i n a m i

classmethod（Thailand）Co., Ltd. 

　AWSの機能は「高性能、高機能
なサーバーのパーツを時間単位で
使えるようにしたもの」と例えられるこ
とがあります。
　読者の皆様は普段からパソコン
を使って仕事をしている方がほとん
どだと思います。パソコンの機能を
分解するとCPU、メモリ、ハードディ
スク（SSD）、ネットワーク、OSなどに
分かれます（図表１）。これら一つ一
つを時間単位で使えるようにしたも
のがAWSです。
　CPUとメモリについては、EC2
（Elastic Compute Cloud）という
機能で提供されています。EC2で
は、CPUのサイズ性能及びメモリ容量の組み合わせを
300種類以上から選ぶことができます。低価格で利用
できるものもあれば、高性能で計算速度の速いもの、
AI（Machine Learning）に適したものなど、利用用途
に合わせて多くの選択肢があります。
　ハードディスクも同様で、一般的に使いやすい性能
のもの、秒間1GBを超えるような多くのデータの読み書
きが可能なものがあります。それらを1GB単位、1時間
単位で利用することができます。
　ネットワークでは、シンプルなサーバーアクセスのみを
想定したものから、オフィス内のネットワークの構築と同
じような複雑な構成を実現するようなものまで無料で利
用できます。セキュリティ向上のためのVPNを構築する
場合は、別途時間単位での料金が発生します。
　OSについては多くの種類のLinuxに対応、また
Windowsでは最新のサーバーバージョンである
Windows Server（2019や2016バージョン）が選択で
きます。
　多くのビジネスアプリケーションで利用されるデータ
ベースについても標準で用意されています。MySQL、
PostgreSQL、SQL Server、Oracleなどに対応してお

り、ほとんどのビジネスアプリケーションを動作する事が
可能となっています。
　このようにAWSはとても自由度の高いハードウェア
を、時間単位で使うことができます。これによってハード
ウェアを自前で購入して設置するオンプレミスに対し
て、コストダウンを実現し、事業継続計画（BCP）に対応
した安定性を得ることができます。
　最終回となる次回は、実際にAWSのようなパブリック
クラウドを導入する場合、どのように考えていくのかを説
明します。

T e l： +66 02-115-0160 (三並)
E-mail： inquiry@classmethod.co.th
U R L :  https://www.classmethod.co.th/ja

　今回は、パブリッククラウドの最大事業者であるAWS
（Amazon Web Service）の機能について、一般的に使われて
いるパソコンと比較しながら説明します。

213/4 Asoke Towers, Room B, 5th Floor, Sukhumvit 21 Road,
Klongtoey-Nua, Wattana, Bangkok 10110

クラウド事情
導 入 企 業 急 増 中！

5VOL

A
W
S
の
機
能
を
パ
ソ
コ
ン
に
例
え
る
と

【お問い合わせ】

AWSを使ったクラウド構築コンサルタント

AWSを３%OFFで使えるクラスメソッドメンバーズ（TH）提供中

ソフトウェア 文書

音楽

動画

Web
  閲覧 文書

 作成

テレビ
視聴

頭脳＝CPU
回転の早い頭脳であれば
どんどん処理できる

引き出し＝HDD
引き出しの容量が多くなれば、
たくさん保存できる。

机の上＝メモリ
机の上が広いほど、
たくさんの作業が
同時にできる

パソコンの機能の各役割図表１

081-813-4965（山口）
Mail：info@apamanbkk.com
HP：https://twy.co.th

 

[問い合わせ]

ア
ソ
ー
ク
通
り

ア
ソ
ー
ク
通
り

ペッブリー通りペッブリー通り

グラミー本社

シノタイタワー

スクンビット通り

MRT
スクンビット
MRT
スクンビット

MRT
ペッブリー
MRT
ペッブリー

エアポートリンクマッカサン駅エアポートリンクマッカサン駅

BTSアソークBTSアソーク

ターミナル21

26年の実績と経験であなたをサポート
=T.W.Y. OFFICE CENTER=

あぱまん情報自社物件

日本政府観光局・国際交流基金バンコク文化センター同フロア

サミット・タワー
10階

不動産に関するあらゆるニーズにお応えします。
T.W.Y. CO., LTD.

MRTスクンビット
BTSアソークスリムの

薦
め

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com
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中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

第1７回
BizWin

gs

Column

tgs-global.com

www.bizwings.co

「SDGsへの取組に関する話を聞いてみようかな」と思ったらBizWingsにどうぞ。

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
BizWings (Thai land)は世界
56ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーであり、タイはも
ちろん、他国への事業展開もサ
ポートします。

優秀な日本人 & タイ人アシスタントが月13,900バーツから!

経費精算 / 請求書発行 / 社内資料作成 / 入社・退社手続 / 残業代計算 / 
求人情報管理 / SNS更新 / Web更新  etc...
様々な業務を代行いたします！詳細はQRをチェック▶▶▶

コスト削減や不正防止にも！ 無料お試しプランあり

Ｑ
：
最
近
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
考
え
方
を
耳

に
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、中
小
企
業
に
も

関
係
す
る
話
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
はS

u
sta

in
a
b
le
 

D
evelopm

ent Goals

（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）の
略
称
で
、国
連
で
採
択
さ
れ
た
、２
０
３
０

年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指

す
国
際
目
標
を
指
し
ま
す
。

　
17
の
ゴ
ー
ル・１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
ま
で
国

連
に
加
盟
す
る
全
て
の
国
、そ
し
て
そ
の
国
の
地

方
自
治
体
、企
業
、個
人
に
目
標
達
成
に
向
け
た

行
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

中
小
企
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
他
方
、中
小
企
業
が
取
り
組
む
こ
と
に
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
の
か
、と
い
う
話
に
な
り
ま
す
が
、

何
を
隠
そ
う
中
小
企
業
で
あ
る
弊
社
は
、実
は

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、ゆ
っ
く
り
と
で
す
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

　
一つ
は
、従
業
員
ロ
イ
ヤ
リ
ティ
の
向
上
で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
に
、廃
棄
物
の
発

生
防
止
が
あ
り
ま
す
。弊
社
の
従
業
員
は
通
常

昼
食
を
近
く
の
市
場
で
買
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
ど
う
し
て
も
ビ
ニ
ー
ル
袋
＆
使
い
捨
て
容

器
と
い
う
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
弊
社
で
は
繰
り
返
し
使
え
る
自
社
デ

ザ
イ
ン
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
＆
弁
当
箱
を
従
業
員
に

提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
皆
、喜
々
と
し
て
こ
れ
を
持
っ
て
市
場

に
昼
食
を
買
い
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。お

揃
い
の
ア
イ
テ
ム
が
で
き
て
、何
と
な
く
う
れ
し

そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、従
業
員
の一
人
が
こ
ん
な
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
彼
女
曰
く
、市
場
で
自
社
デ
ザ
イ
ン
の
弁
当
箱

を
差
し
出
し
て
、こ
れ
に
入
れ
て
下
さ
い
と
伝
え

た
と
こ
ろ
、そ
の
お
店
の
方
に
と
て
も
褒
め
ら
れ

た
の
だ
そ
う
で
す
。そ
の
方
が
言
う
に
は「
や
っ
ぱ

り
こ
れ
か
ら
は
環
境
を
大
切
に
し
な
き
ゃ
だ
め
だ

よ
ね
。良
い
会
社
に
勤
め
て
る
ね
ぇ
」と
の
こ
と
で

し
た
。

　
彼
女
は「
あ
ぁ
、私
は
良
い
会
社
に
勤
め
て
る
ん

だ
。頑
張
ろ
う
」と
本
当
に
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
タ
イ
に
い
る
と
会
社
に
従
業
員
が
定
着
し
な

い
、従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
が
低
い
、と
い
う
話

が
よ
く
出
ま
す
。少
な
く
と
も
弊
社
で
の
取
り

組
み
は
従
業
員
の
会
社
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
向

上
、ひ
い
て
は
定
着
度
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
役
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
出
来

事
で
し
た
。

自社デザインのトートバッグ＆弁当箱

ビジネス・経済情報なら

ビジネスパーソンへ向けた広告ならArayZへ！

過去バックナンバーもウェブでお読みいただけます！ �������������

定期購読
募集中！

毎号確実にArayZを読みたい！ 無料にてオフィスやご自宅に郵送いたし
ます。gdm-info@gdm-asia.com宛に件名を「定期購読希望」とし、お
名前、住所、郵便番号、建物名、電話番号を明記の上、ご連絡ください。

�������������������������������
�����
�
��	����
����������������������������
�
��	����
�������������� ��­���������
�
��	����

無料

広告しませんか？
日系企業　  　 　 社に向け4,700

事業再編2021年7月

タイの農業2021年8月

中国企業のタイ進出2021年9月

今後の特集予定（内容・掲載月は変更となる場合もございます。）

31



　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

　
昨
年
中
盤
あ
た
り
か
ら
、ア
ジ
ア
各
国
発
の

海
上
輸
送
で
大
混
乱
が
生
じ
、「
空
コ
ン
テ
ナ
が

手
配
で
き
な
い
」「
海
上
運
賃
が
急
上
昇
し
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。今

回
は
混
乱
の
原
因
や
現
状
、今
後
の
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
船
会
社
、フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
か
ら
の
情

報
も
交
え
て
紹
介
し
た
い
。

混
乱
が
生
じ
た
要
因

　
世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、海
上
コ
ン

テ
ナ
船
に
よ
る
輸
送
量
は
増
え
続
け
て
き
た
。１

９
９
０
年
の
年
２
５
０
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ（
20
フ
ィ
ー
ト

コ
ン
テ
ナ
換
算
の
コ
ン
テ
ナ
本
数
）が
、２
０
２
０
年

に
は
年
２
億
１
５
０
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
８
倍
以
上
に

伸
び
た
。多
く
の
船
会
社
が
効
率
性
ア
ッ
プ
を
求

め
て
船
の
大
型
化
を
推
進
し
、し
ば
し
ば
船
腹
量

と
貨
物
量
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
20
年
３

月
か
ら
６
月
頃
に
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は
激
減
し
、

厳
し
い
状
況
に
陥
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、中
国
で

の
生
産
が
急
回
復
す
る
一
方
、米
国
の
消
費
需
要

の
急
激
な
回
復
に
よ
り
中
国
発
北
米
向
け
の
海

上
輸
送
需
要
が
一
気
に
増
加
。だ
が
、す
ぐ
に
船

腹・コ
ン
テ
ナ
の
手
当
て
が
追
い
付
か
な
か
っ
た
こ
と

が
、混
乱
の
要
因
の一つ
と
な
っ
た
。

　
特
に
米
国
西
海
岸
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、港
湾
荷
役
業
者
、輸
入
通
関
業
者
、ト

ラ
ッ
ク
や
鉄
道
輸
送
業
者
等
の
作
業
員・運
転
手

な
ど
の
従
業
員
が
出
社
で
き
ず
に
作
業・手
続
に

遅
延
が
生
じ
た
ほ
か
、デ
リ
バ
リ
ー
先
で
も
同
様

の
理
由
で
荷
卸
し
に
遅
延
が
発
生
し
た
。

　
港
湾
施
設
の
混
雑
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

に
着
岸
で
き
ず
に
沖
合
い
で
待
機
す
る
コ
ン
テ
ナ

船
が
数
十
隻
も
列
を
な
す
事
態
も
起
こ
り
、雪
だ

MEKONG
 Thailand / Cambodia / Laos Myanmar / Vietnam / News

JOURNAL 5
海上コンテナ輸送の現状
冷川　太郎｜ Mekong 5 Journal 編集長

98 Sathorn Square Office Tower 32nd-35th Floor, North 
Sathorn Road, Silom, Bangrak, Bangkok 10500 Thailand

E-Mail ： mekong5@mizuho-cb.com
みずほ銀行バンコック支店メコン5課

タイ・バーツ（USD / THB）タイ・バーツ（USD / THB）

ベトナム・ドン（USD / VND）ベトナム・ドン（USD / VND）

月間USD市場推移
Monthly Market

５月の為替相場動向
　連休明けの５日、31バーツ前半で取引開始。タイ中銀の金融政策
委員会は政策金利据え置きを決定。相場に目立った反応は無く、上
旬は比較的狭いレンジ内で推移。中旬は米CPIが予想以上の伸び
を見せ、テーパリングが意識されることで米金利が上昇すると、ド
ル買いが加速。ドルバーツは31.50台を示し、上旬につけた同月安
値からは１％以上上昇。その後も同月高値圏で推移。
　下旬、米金利の低下と共に水準を切り下げるが、首都バンコクを
中心に連日新規感染者数が高止まりしていることに加え、配当金支
払によるバーツ売りフローにもサポートされ、ドルバーツは下げ渋
る。しかし、FRB当局者らによるインフレは一過性との見解が繰り返
される中、再び31バーツ前半まで押し戻された。

６月の為替相場動向
　タイ国内の感染者数増加傾向、経済成長率見通しのさらなる引き下
げ等バーツにとってネガティブ要素が多いが、注目の米５月雇用統計
が前回に続き冴えない結果となれば、米金融政策の現状維持が強く意
識され、タイ国内の状況とは裏腹にドルバーツは引き続き安定推移を
示す可能性。

５月の為替相場動向
　５月のUSD/VNDは小動き。４連休明けとなった初旬は23,060近
辺でオープン。４月下旬からベトナム国内での新型コロナ市中感染
者が増加しており、国営大手銀行を中心に保守的な資金繰り運営
となる中、短期金融市場でのVND金利に上昇圧力が掛かる展開。
　VND金利の高止まりが為替市場でのVND高要因となり、
USD/VNDは一時23,040割れまで下落した。しかしながら、中銀の
USD買いVND売り介入や、FOMC議事録の発表を受けたUSD買
いフローによりUSD/VNDは23,060近辺まで上昇すると、結局、同
レベルでクローズした。

６月の為替相場動向
　引き続き小動きの展開を予想しつつ、USD高VND安リスクを意
識したい。ベトナムでは現在、地域によってはレストランでの飲食を
禁止する等、新型コロナの対策を強化しており、今までの経験則か
らいけば今後１ヵ月で収束に向かう可能性が高い。市中感染の収
束はVND金利の低下を促しVND安材料となることや、米国での金
融緩和縮小の議論が本格化する場合にはUSD高VND安要因とな
るだろう。

今
回
の
よ
う
に
海
上
運
賃
が
上
昇
す
る
状
況
で

あ
れ
ば
運
賃
差
は
縮
ま
り
、陸
路
利
用
の
可
能

性
は
高
ま
って
く
る
。も
っ
と
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
封
鎖
を
含
め
た
国
境
の
管
理
強

化
、一部
地
域
の
ロッ
ク
ダ
ウ
ン
や
、政
情
不
安
に
よ

る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
停
止
等
が
原
因
で
陸
路
輸

送
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が
あ
り
、常
に
情
報
収

集
を
す
る
な
ど
注
意
が
必
要
だ
。

　
欧
州
向
け
で
あ
れ
ば
メ
コ
ン
５
各
国
か
ら
中

国・ロ
シ
ア
東
岸
ま
で
海
上
輸
送
で
運
び
、そ
こ
か

ら
鉄
道
で
コ
ン
テ
ナ
の
ま
ま
輸
送（
図
表
１
）す
る

こ
と
も
候
補
に
挙
げ
ら
れ
、海
上
輸
送
を
諦
め
て

鉄
道
輸
送
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
た
と
の
実
績
も

あ
る
。鉄
道
運
賃
の
方
が
高
い
も
の
の
急
上
昇
し

た
海
上
運
賃
と
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
上
、

海
上
輸
送
よ
り
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
10
日
か
ら
２

週
間
ほ
ど
短
く
な
る
の
で
利
用
を
検
討
す
る
価

値
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

荷
主
と
し
て
の
対
策

　
海
上
輸
送
の
代
替
と
し
て
、ま
ず
航
空
輸
送
が

挙
げ
ら
れ
る
。急
を
要
す
る
場
合
や
コ
ス
ト
負
担

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
に
値
す
る
が
、旅
客

便
の
運
航
は
激
減
し
て
お
り
、貨
物
専
用
機
で
の

輸
送
ル
ー
ト
も
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、必
ず
し
も

有
効
な
輸
送
手
段
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
ま
た
、便
数
減
少
と
貨
物
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加

で
航
空
運
賃
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、コ
ス
ト
負
担

が
増
加
し
て
い
る
。フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
は
旅

客
機
の
床
下
貨
物
室
の
み
を
利
用（
つ
ま
り
旅
客

を
乗
せ
ず
）し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
手
配
す
る
動

き
も
あ
り
、航
空
輸
送
力
を
補
完
し
て
い
る
。

　
メ
コ
ン
5
各
国
は
周
辺
国
と
陸
路
で
結
ば
れ
て

い
る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
で
の
輸
送
も
可

能
で
あ
る
。国
に
よ
っ
て
は
積
み
替
え
も
必
要
と

な
る
が
、メ
コ
ン
5
各
国
間
や
マ
レ
ー
シ
ア・シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、中
国
と
の
間
で
の
陸
路
輸
送
は
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
。一
部
の
ル
ー
ト
で
は
片
荷
の
問
題

か
ら
陸
路
輸
送
運
賃
の
競
争
力
は
弱
か
っ
た
が
、

る
ま
式
に
遅
延
が
膨
れ
上
が
っ
た
結
果
ブ
ッ
キ
ン

グ
が
取
り
づ
ら
い
状
況
に
陥
っ
た
。こ
の
状
況
は
他

国
に
も
影
響
し
、世
界
各
地
で
同
じ
よ
う
な
状
況

が
見
ら
れ
た
。

　
も
と
も
と
ア
ジ
ア
発
北
米
向
け
航
路
は
輸
出

過
多
の
状
況（
往
路
は
1
0
0
％
満
載
、復
路
は

30
％
〜
40
％
が
空
コ
ン
テ
ナ
）で
あ
り
、空
コ
ン
テ

ナ
を
ア
ジ
ア
に
適
時
に
効
率
よ
く
戻
す
こ
と
が

円
滑
な
物
流
に
は
不
可
欠
だ
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
、港
湾
で
の
荷
役
作
業

や
デ
リ
バ
リ
ー
先
で
の
入
荷
作
業
な

ど
で
の
遅
延
に
よ
り
状
況
は
さ
ら

に
悪
化
し
、ア
ジ
ア
発
の
輸
送
ボ

リ
ュ
ー
ム
に
対
し
て
空
コ
ン
テ
ナ
が

不
足
す
る
事
態
に
発
展
し
た
。

　
ア
ジ
ア
発
の
海
上
運
賃
は
一
気
に

上
昇
し
、一
部
航
路
で
は
３
倍
〜
５

倍
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
た
。コ
ン
テ
ナ
の
新
造
工
場
は
中

国
に
集
中
す
る
た
め
、中
国
発
の
輸

出
用
に
空
コ
ン
テ
ナ
の
供
給
が
仕
向

け
ら
れ
た
結
果
、東
南
ア
ジ
ア
全
般

で
空
コ
ン
テ
ナ
不
足
が
よ
り
一
層
深

刻
な
問
題
と
な
っ
た
。

　
現
在
、「
ひ
と
頃
の
厳
し
さ
は
乗

り
切
っ
た
」と
いっ
た
感
想
を
持
つ
荷

主
も
い
る
が
、東
南
ア
ジ
ア
発
北
米
、

欧
州
向
け
や
イ
ン
ド
、中
国
向
け
で

タ
イ
ト
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、上

昇
し
た
海
上
運
賃
も
高
水
準
で
継

続
し
て
い
る
。タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
ス

ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
れ
ば
ブ
ッ
キ
ン
グ

が
受
け
付
け
ら
れ
る一方
で
、プ
レ
ミ

ア
ム
を
支
払
って
も
ブ
ッ
キ
ン
グ
が
保

証
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

混
乱
解
消
の
見
通
し

　
年
明
け
以
降
も
巣
篭
も
り
需
要
か
ら
パ
ソ
コ
ン

や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
貨
物
量
が
増
加
し
、現
時
点
で
は
混

乱
の
大
き
な
解
消
に
は
至
って
い
な
い
。８
月
以
降

に
米
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
に
向
け
た
輸
送（
ア
ジ

ア
発
北
米
向
け
航
路
）が
始
ま
る
た
め
、年
末
ま

で
混
乱
が
継
続
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の
声
も

多
い
。来
年
夏
に
は
米
国
西
海
岸
の
国
際
港
湾
倉

庫
労
働
者
組
合（
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
）の
労
働
協
約
が
失

効
す
る
時
期
が
到
来
し
、交
渉
結
果
に
よ
っ
て
は

大
き
な
港
湾
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

　
他
方
、一
部
船
会
社
の
中
に
は
新
造
船
を
投
入

し
よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。こ
れ
に

よ
っ
て
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、ス
ペ
ー
ス
や

海
上
運
賃
が
落
ち
着
い
て
く
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
が
、当
初
は
航
路
な
ど
限
定
的
な
も
の
が

見
込
ま
れ
る
。ま
た
、中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て

新
造
コ
ン
テ
ナ
の
生
産
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お

り
、空
コ
ン
テ
ナ
不
足
の
解
消
へ
の一
助
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
現
在
の
混
乱
状
態
は
徐
々
に
回
復
し
て
行
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。来
年
に
入
り
、「
気
が
付
い

た
ら
沈
静
化
し
て
い
た
」と
い
う
の
が
最
も
現
実

的
な
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、海
上

運
賃
に
つ
い
て
は
元
の
水
準
に
戻
る
こ
と
は
予
想

し
づ
ら
く
、実
際
に「
運
賃
は一
定
の
水
準
で
高
止

ま
り
す
る
」と
意
見
の
方
が
多
い
。

海上コンテナ船　Ocean Network Express (Thailand) Ltd. 提供

欧州向け鉄道輸送　Nippon Express Logistics（Thailand）Co., Ltd. 提供
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東
南
ア
ジ
ア
の
食
品・飲
料
と
い
っ
た
消
費

財
系
市
場
は
、歴
史
的
に
欧
米
企
業
が
形
成

し
て
き
た
。実
際
、ネ
ス
レ
や
コ
カ・コ
ー
ラ
、ハ

イ
ネ
ケ
ン
、ユ
ニ
リ
ー
バ
等
、多
く
の
欧
米
消
費

財
企
業
が
今
で
も
東
南
ア
ジ
ア
で
高
い
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
い
る（
図
表
１
）。日
系
企
業
が
強

い
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
つ
自
動
車
市
場
と
は
対

照
的
な
構
造
だ
。

　
欧
米
消
費
財
企
業
は
、な
ぜ
東
南
ア
ジ
ア

で
成
功
を
収
め
て
い
る
の
か
。成
功
事
例
の
一

つ
で
あ
る
ハ
イ
ネ
ケ
ン
を
取
り
上
げ
て
、そ
の

勝
ち
パ
タ
ー
ン
を
論
じ
た
い
。

ハ
イ
ネ
ケ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
成
功

　
オ
ラ
ン
ダ
出
自
の
ハ
イ
ネ
ケ
ン
は
、世
界
１
７

０
ヵ
国
以
上
で
展
開
す
る
世
界
的
な
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
だ
。そ
の
ハ
イ
ネ
ケ
ン
に
と
っ
て
最
大

の
市
場
は
実
は
メ
キ
シ
コ
で
あ
り
、二
番
目
も
ブ

ラ
ジ
ル
と
中
南
米
新
興
国
に
強
い
事
業
基
盤

を
持
つ
。そ
し
て
三
番
目
の
販
売
規
模
を
誇
る

国
が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
り
、ハ
イ
ネ
ケ
ン
に
と
っ
て

最
も
成
長
率
の
高
い
市
場
で
も
あ
る
。

　
ハ
イ
ネ
ケ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
主
力
商

品
は「
ハ
イ
ネ
ケ
ン
ビ
ー
ル
」で
は
な
い
。「
タ
イ

ガ
ー
ビ
ー
ル
」と
い
う
、１
９
３
２
年
に
ハ
イ
ネ
ケ

ン
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
品
企
業
フ
レ
ー
ザ
ー
ア

欧
米
消
費
財
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回は東南アジアにおける欧米消費財企
業の強さの秘訣に迫る。

Vol.14

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーのア
ジアジャパンデスク統括に在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商社、
PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポート
フォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger

Author
   Profile

R o l a n d  B e r g e rASEAN経営戦略

あ
る
こ
と
は
東
南
ア
ジ
ア
の
日
系
消
費
財
企

業
の
方
々
は
痛
感
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と

の
過
去
の
取
引
経
緯
や
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
、そ
し

て
言
語
の
壁
も
あ
る
中
で
大
胆
な
交
渉
を
持

ち
か
け
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。ま
た
、自
分
達

の
本
社
と
の
折
衝
も
考
え
る
と
使
え
る
資
金

や
リ
ソ
ー
ス
に
も
限
り
が
あ
る
。

ASEAN全体の各消費財カテゴリー別上位シェア企業（金額ベース、2019年）図表１

だ
。こ
の
よ
う
な
生
産
合
理
化
に
よ
っ
て
、ハ
イ

ネ
ケ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
競
合
で
あ
る
サ
ベ
コ
、

ハベ
コ
と
比
べ
て
原
価
率
が
20
%
も
低
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
流
通
に
お
い
て
も
抜
か
り
は
な
い
。販
売

店
に
対
し
て
は
、独
占
的
な
エ
ク
ス
ク
ル
ー
シ

ブ
契
約
を
原
則
と
し
、高
い
営
業
目
標
も
課

す
。一
方
で
、リ
ベ
ー
ト
条
件
は
他
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
よ
り
も
魅
力
的
。飴
と
鞭
を
う
ま
く
使

い
分
け
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

巨
額
の
広
告
宣
伝
・
販
促
投
資

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
合
理
化
に
よ
って
実
現
し

た
コ
ス
ト
削
減
を
原
資
に
、ハ
イ
ネ
ケ
ン
は
広
告

宣
伝
費
、販
促
費
を
惜
し
み
な
く
投
下
す
る
。

質・量
と
も
に
ロ
ー
カ
ル
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
は

桁
違
い
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
も
ち
ろ
ん
、サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
賛
や
大
規
模
な
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
、南
国
ベ
ト
ナ
ム
で
雪
を
降
ら
せ
る
と
い

う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、多
面
的
な
施
策
を

展
開
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
が
、経
済
性
向
上
を

背
景
に
新
た
な
刺
激
を
求
め
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
の

若
年
層
に
受
け
た
。大
音
量
が
鳴
る
ク
ラ
ブ
で

踊
り
な
が
ら
タ
イ
ガ
ー
の
ボ
ト
ル
を
飲
む
と
い

出所：Euromonitorを基にローランド・ベルガー作成

　
だ
が
、今
は
本
社
も
巻
き
込
ん
で
な
ん
と
か

そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
べ
き
時
か
も
し
れ
な

い
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、東
南
ア
ジ
ア
消
費
者
の

購
買
行
動
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
Ｅ
コマ
ー
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ

バ
リ
ー
の
チ
ャ
ネ
ル
重
要
性
が
一
気
に
高
ま
っ
て

き
た
。こ
の
こ
と
は
、欧
米
消
費
財
企
業
が
培
っ

て
き
た
強
固
な
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョン
体
制

を
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト（
破
壊
）し
得
る
。

　
ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
接
触

時
間
の
上
昇
や
信
頼
感
の
高
ま
り
は
、店
頭
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
も
変
化
を
も
た
ら

す
だ
ろ
う
。今
こ
そ
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、日
系
消
費
財
企
業
に

と
っ
て
は
戦
局
を
塗
り
替
え
る
好
機
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.

ベトナムビール市場シェア（販売量ベース）図表２

出所：Euromonitorを基にローランド・ベルガー作成
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ン
ド
ニ
ー
ブ
の
合
弁
企
業
に
よ
って
開
発
さ
れ
た

老
舗
ロ
ー
カ
ル
ビ
ー
ル
だ
。

　
２
０
１
２
年
頃
か
ら
ハ
イ
ネ
ケ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム

を
重
要
投
資
国
に
定
め
、タ
イ
ガ
ー
ビ
ー
ル
の

シ
ェ
ア
拡
大
に
注
力
し
始
め
た
。結
果
、ハ
イ
ネ

ケ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ー
ル
市
場
に
お
け
る
シェア
は

ど
ん
ど
ん
と
上
が
って
い
き
、12
年
の
22
%
か
ら

19
年
に
は
34
%
に
ま
で
至
って
い
る（
図
表
2
）。

　
そ
の
成
功
を
実
現
さ
せ
た
要
因
は
何
か
。そ

れ
は「
徹
底
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
合
理
化
」

と「
巨
額
の
広
告
宣
伝・販
促
投
資
」の
二
つ
で

あ
る
。

徹
底
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
合
理
化

　
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
ハ
イ
ネ
ケ
ン
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
政
策
は
徹
底
し
て
い
る
。

　
原
料
か
ら
缶
に
至
る
ま
で
、バ
ル
ク
調
達
と

長
期
契
約
を
餌
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て

大
幅
な
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
迫
る
。加
え
て
生

産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
得

る
調
達
品
に
つ
い
て
は
、ハ
イ
ネ
ケ
ン
工
場
に

近
接
し
た
場
所
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
工
場
を

持
た
せ
る
徹
底
ぶ
り
だ
。こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
納
品
が
可
能
と
な
る
。

　
結
果
、柔
軟
な
生
産
計
画
を
実
現
さ
せ
、

機
会
ロ
ス・
廃
棄
ロ
ス
を
最
小
化
さ
せ
る
の

日
系
消
費
財
企
業
へ
の
示
唆

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
限
界
ま
で
合
理
化
し
、

そ
こ
で
生
ん
だ
資
金
を
存
分
に
投
入
し
て

大
々
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。こ
れ
が
ハ

イ
ネ
ケ
ン
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
だ
が
、実
は
定
石
を

徹
底
し
た
だ
け
と
も
言
え
る
。

　
し
か
し
、こ
の
戦
略
が「
言
う
は
易
し
…
」で

う
ス
タ
イ
ル
が一気
に
流
行
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
ト
レ
ン
ド
を
梃
子
に
、オ
フ
ト
レ
ー
ド

（
家
飲
み
等
）で
の
拡
大
も
進
む
。店
頭
に
は
ハ

イ
ネ
ケ
ン
専
用
の
冷
蔵
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、

大
々
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
が
展
開
さ
れ
る
。若

者
が
仲
間
内
で
家
飲
み
を
す
る
際
に
も
、ハ
イ

ネ
ケ
ン
の
タ
イ
ガ
ー
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。

35 34



　世界銀行は３月26日に発表した東
アジア太平洋地域経済見通し報告の
最新版にて、タイの2021年の経済成
長率を3.4％、22年と23年の経済成長
率をそれぞれ４.７％、３.９％と予測し
た。タイ経済は徐々に回復基調にある
が、タイ政府が厳重なロックダウンを実
施した場合、経済の回復は停滞すると
している。また、ASEAN８ヵ国（シンガ
ポール、ブルネイを除く）の21年の経済
成長率予測は、ベトナムが6.6％で首
位、マレーシア（6.0％）、フィリピン
（5.5％）、インドネシア（4.4％）と続く。
　同報告のASEAN9ヵ国（ブルネイを
除く）のワクチン接種状況では、もっと
も接種が進んでいるシンガポールが接
種率13.54％。次いでインドネシア
（2.41％）、マレーシア（1.13％）、カン
ボジア（1.02％）となった。タイの接種
率は0.08％であり、最下位のベトナム
（0.02％）に次いで低い数値となってい
る。国際通貨基金（IMF）も４月６日に、
最新の世界経済見通しを発表。タイの
21年と22年の経済成長率をそれぞれ
2.6％、5.6％と予測した。

　日本貿易振興機構（JETRO）バンコ
ク事務所は３月29日、「タイ日系企業
進出動向調査2020年」を発表。同調
査はタイに進出する日系企業の進出状
況を調査するもので、20年10月５日か
ら21年３月12日の間に、7,318社を対
象に行われた。これによれば、個別のヒ
アリング等により実際の活動が確認さ
れた日系企業は5,856社あり、前回
（17年）の調査から412社増加。業種
別では製造業（2,344社）が最多で、
卸売業・小売業（1,486社）、サービス
業（1,017社）がこれに続いた。サービ
ス業は前回の896社から121社増加
し、調査開始以来初めて1,000社を超
えた。
　また、前回に引続き、中小企業および

個人が出資する企業数の割合が、大
企業が出資する企業数を上回る結果
であった。なお、本調査における「日系
企業」とは、日本法人もしくは日本人が
10％以上出資している企業を指す。

　タイ商務省が４月23日に発表した貿
易統計によれば、３月の輸出額は前年
同月比8.5％増の242.2億米ドルだっ
た。２ヵ月連続で200億米ドルを上回
り、単月の輸出額としては過去最高を
記録した。変動の激しい金・石油・武器
を除いた輸出額も同12.0％増であっ
た。輸出品目別では電気製品・部品、
電子製品・部品、自動車・部品がいず
れも前年同月比２桁増。国・地域別で
は経済回復が続く中国向け輸出（同
35.4％増、31.1億米ドル）が全体の伸
びをけん引した。

　アジア開発銀行は４月28日、「アジア
経済見通し2021年版」を発表。タイの
経済成長率について、21年は3.0％、
22年は4.5％のプラス成長になるとの
予測を示した。同報告によれば、世界
的な新型コロナウイルスの流行による
貿易および海外旅行への打撃はまだし
ばらく続くことが予測されるため、21年
は緩やかな回復に留まり、経済の復調
が本格化するのは22年になる。
　タイの物品貿易についてはすでに回
復基調にあり、日本や中国、米国といっ
た輸出相手国の需要増を受け、自動車
や電子製品、農産品等の主要品目を
中心に今後も伸びが期待できるとし
た。一方、観光産業を主とするサービス
貿易が復調し始めるのは22年になる
見通し。

　タイ電子取引開発機構（ETDA）が
発表した「THAILAND INTERNET 
USER BEHAVIOR 2020」によれば、
20年のタイ人のインターネット平均利
用時間は１日あたり11時間25分だっ
た。前年と比較すると、１時間３分の増
加となった。新型コロナウイルスの影響

により、オンラインを通じた活動が増え
たことが要因として考えられる。
　世代別の利用時間では、Y世代（20
～39歳）が最長で１日平均12時間26
分であった。また、利用目的の１位は
ソーシャルメディア（SNS）で、動画・音
楽等の視聴、情報検索がそれに続い
た。また、インターネット接続の利便性
の向上やオンラインのコンテンツ拡充
等を背景とし、同調査が開始された14
年から20年にかけて、タイ人のインター
ネット使用時間は約３倍に伸びたこと
が明らかになった。

　タイ政府は３月30日付で、タイ全土
を対象とした非常事態宣言の適用を
21年５月31日まで延長する旨を官報
に掲載。非常事態宣言の延長は11度
目となる。

　４月24日、インドネシアの首都ジャカ
ルタで東南アジア諸国連合（ASEAN）
臨時首脳会議が開催され、２月のクー
デター以降、国際的に注目を集める
ミャンマー問題について協議が行われ
た。ミャンマーから軍政トップのミン・ア
ウン・フライン国軍司令官、タイからはド
ン副首相兼外務相が出席した。
　会議後、１）暴力の即時停止、２）平
和的解決に向けた建設的対話の開
始、３）ASEAN特使による対話仲介、
４）ASEANによる人道支援の提供、５）
ASEAN特使のミャンマー訪問、からな
る「５項目合意」が発表された。

　 タイ政府は４月30日、タイへの入国
者に対する防疫措置および隔離に関
する方針を変更した。これにより、一部
の入国者を対象に７～10日間以上に
短縮されていた隔離期間が14日間以
上に戻った。この方針は５月１日から別
途変更の指令があるまで適用される。
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【免責】当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。当レポートは単に情報提供を目的に作成されており、その正確性を当社
及び情報提供元が保証するものではなく、また掲載された内容は経済情勢等の変化により変更される事があります。掲載情報は利用者の責任と判断でご
利用頂き、また個別の案件につきましては法律・会計・税務等の各面の専門家にご相談下さるようお願い致します。万一、利用者が当情報の利用に関して
損害を被った場合、当行及び情報提供元はその原因の如何を問わず賠償の責を負いません。

SBCSは三井住友フィナンシャルグループが出資する、
SMBCグループ企業です。1989年の設立以来、
日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。

　
2
0
2
1
年
も
水
か
け
の
な
い

静
か
な
ソ
ン
ク
ラ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、タ
イ
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、来
年
の
ソ
ン

ク
ラ
ン
は
水
か
け
が
で
き
て
、気
軽

に
旅
行
に
も
行
け
る
元
の
世
界
に

戻
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。旅
行
と
い
え
ば
、コ
ロ
ナ
前
の
世

界
で
悩
ま
し
か
っ
た
の
が
空
港
の
混

雑
で
し
た
。

　
19
年
の
訪
タ
イ
外
国
人
観
光
客

数
は
３
９
８
０
万
人
に
達
し
て
い
ま

す
。12
年
の
ド
ン
ム
ア
ン
空
港
の
国
際

線
再
開
以
降
、増
加
の一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
し
た
。

　
タ
イ
の
成
長
産
業
と
な
っ
て
い
た

観
光
で
す
が
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
考

え
た
時
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
空
港
の

旅
客
取
り
扱
い
能
力
で
す
。19
年
の

実
績
で
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
で
は

旅
客
取
り
扱
い
能
力
が
４
５
０
０
万

人
の
と
こ
ろ
に
６
５
４
０
万
人
が
、ド

ン
ム
ア
ン
空
港
で
は
３
０
０
０
万
人
の

と
こ
ろ
に
４
１
３
０
万
人
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、首
都
圏
空
港
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
両
空
港
と
も
に

能
力
を
４
割
程
度
超
え
て
運
用
さ

れ
て
い
た
訳
で
す
。こ
の
結
果
、繁
忙

期
に
は
出
国
窓
口
が
非
常
に
混
雑

す
る
た
め
、各
航
空
会
社
は
乗
客
に

出
発
の
２
時
間
半
以
上
前
に
空
港
に

到
着
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
た

程
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、両
空
港

で
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
り
計

画
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。ド
ン
ム

ア
ン
空
港
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
拡

張
が
行
わ
れ
、20
年
に
完
成
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
は
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
は
サ

テ
ラ
イ
ト
・タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
中

で
、工
事
進
捗
率
は
21
年
５
月
時
点

で
95
％
以
上
に
達
し
て
い
ま
す（
同

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
メ
イ
ン
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
結
ぶ
全
自
動
無
人
運
転
車
両
も

20
年
７
月
に
納
品
済
み
）。

　
順
調
に
い
け
ば
22
年
に
完
成
し
、

空
港
利
用
客
が
戻
り
次
第
供
用
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。こ
れ
で
旅

客
取
り
扱
い
能
力
が
１
５
０
０
万
人

増
加
し
６
０
０
０
万
人
と
な
り
ま
す

が
、ま
だ
19
年
の
利
用
者
数
に
は
届

き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
建
設
中
の
３
本
目
と
な
る

新
滑
走
路
に
合
わ
せ
、サ
テ
ラ
イ
ト

と
は
別
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。新
滑
走
路
の
工

事
進
捗
率
は
ま
だ
数
パ
ー
セ
ン
ト
な

の
で
、23
年
８
月
完
成
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
間
に
合
う
か
や
や
不
安

で
す
が
、遅
延
し
た
と
し
て
も
近
い

将
来
に
完
成
す
る
で
し
ょ
う
。

　
新
滑
走
路
と
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完

成
す
れ
ば
同
空
港
が
対
応
で
き
る

旅
客
数
は
年
間
９
０
０
０
万
人
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
空
港
の
混
雑
で
苦
労
し
た
経
験
が

あ
る
者
と
し
て
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
出

入
国
が
で
き
る
と
い
う
の
は
安
心
感

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、コ
ロ
ナ
後
の
世
界
が「
海
外

出
張
？
そ
ん
な
コ
ス
ト
か
け
る
必
要

は
な
い
よ
。ウ
ェ
ブ
で
十
分
だ
よ
」な

ん
て
い
う
寂
し
い
こ
と
に
な
ら
な
い
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
タ
イ
国
家
経
済
社
会
開
発
委
員
会（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
）は
５
月
17
日
、２
０
２
１
年
第
１
四
半
期

の
経
済
成
長
率
が
前
年
同
期
比
２・６
％
減
で
あ
っ
た
と
発
表
。21
年
通
年
の
経
済
成
長
率
に
関

し
て
は
、２
月
時
点
の
予
測
値
で
あ
る
前
年
比
２・５
％
〜
３・５
％
増
か
ら
、同
１・５
％
〜
２・

５
％
増
へ
と
下
方
修
正
し
た
。た
だ
し
、輸
出
お
よ
び
政
府
支
出
の
拡
大
に
加
え
、前
年
の
成
長

率
が
低
水
準
で
あ
っ
た
反
動
で
プ
ラ
ス
成
長
は
維
持
と
な
る
見
込
み
。

タイ を深 く知るコラム

コロ
ナ
の
陰
で
︑拡
張
が
進
む
首
都
圏
空
港
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

カスタムメイド長期賃貸オフィスに関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績

・アイシンアジアパシフィック 様
・東プレ 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・コマツ 様

・アマダ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。
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以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
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以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

規模のビル建設が可能
※2,000㎡以上は応相談

800～2,000㎡

慢性的な駐車場不足、夕方6時以降エアコン代が高い、複数社で法人
登記したいけど都心部のオフィスビルでは無理、24時間空調ができな
い、などオフィス賃貸に関してお困り事はありませんか? お客様のご要
望を汲み取りカスタムメイドの長期賃貸オフィスビルをご提案します。

ご要望に応じた仕様のオフィスビルをご提案

通常のレンタルオフィスでは「出来ない」を解決！
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カスタムメイド
長期賃貸オフィス

ビル1棟占有
複数社登記可

豊富な駐車場台数

自由度の高い
カスタマイズ

24時間365日稼働可能

スタッフ増員にも
柔軟に対応

複数社登記可能

ビル1棟占有利用

GDMからの紹介の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
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日本国弁護士・弁理士　 永田 貴久
京都工芸繊維大学物質工学科卒業、2006年
より弁理士として永田国際特許事務所を共
同経営。その後、大阪、東京にて弁護士法人
プログレ・TNY国際法律事務所を設立し代
表社員に就任。16年にタイにてTNY Legal 
Co., Ltd.を共同代表として設立。TNYグルー
プのマレーシア、イスラエル、メキシコ、エスト
ニアの各オフィスの共同代表も務める。

TNY国際法律事務所

URL：ht tp : / /www. tny- lega l .com/
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受
け
た
場
合
、最
も
簡
明
か
つ
強
力
な
対
抗
手

段
は
、相
手
方
の
特
許
に
無
効
理
由
が
存
す
る

こ
と
を
主
張
し
て
、相
手
方
の
特
許
権
そ
の
も

の
を
取
り
消
す
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
で
も
取
り
得
る
手
段
で
あ
る
が
、

タ
イ
に
お
い
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
取
消
手
続
き
ま
で
行
わ
な
く
て
も
、実
施
に

係
る
技
術
が
出
願
前
に
公
知
技
術
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
、こ
れ
を
侵
害
訴
訟
の

裁
判
中
に
お
い
て
抗
弁
と
し
て
主
張
し
、相
手

方
の
請
求
を
棄
却
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

先
使
用
権

　
特
許
権
者
の
出
願
前
に
、他
人
の
特
許
発
明

を
知
ら
な
い
で
自
ら
特
許
製
品
の
製
造
等
を

し
て
い
た
場
合
、先
使
用
権
を
主
張
す
る
こ
と

で
侵
害
の
事
実
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
場
合
、他
人
の
特
許
出
願
前
に
先
使
用

し
て
い
た
事
実
を
い
か
に
立
証
す
る
か
が
問
題

と
な
る
。他
者
の
特
許
出
願
に
先
駆
け
て
自
ら

が
出
願
し
て
お
け
ば
確
実
に
日
付
を
立
証
可

能
だ
が
、出
願
す
る
と
発
明
の
内
容
が
公
開
さ

れ
る
た
め
、自
ら
は
技
術
を
秘
匿
化
し
て
お
き

た
い
場
合
等
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、日
本
に
は
公
証
制
度

や
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
が
存
在
す
る
た

め
、「
事
実
実
験
公
正
証
書
」等
を
利
用
し
て
、

あ
る一
定
の
年
月
日
に
そ
の
技
術
を
使
用
し
て

い
た
事
実
を
公
的
に
証
明
可
能
で
あ
る
。

　
た
だ
、タ
イ
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
が
存
在

し
な
い
た
め
、ど
の
よ
う
に
し
て
対
策
す
べ
き
か

頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
考
え
ら
れ
る
手
段
と
し
て
、一つ
は
特
許
製
品

を
製
造
し
た
日
時
等
を
示
す
記
録
等
、日
付
の

立
証
を
容
易
に
す
る
書
類
を
普
段
か
ら
整
理

し
て
お
く
こ
と
で
あ
る（
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て

先
使
用
権
を
主
張
す
る
場
合
も
同
様
で
あ

り
、基
本
的
な
対
策
方
法
で
あ
る
）。

在
で
は
三
審
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　紛
争
解
決
の
所
要
期
間・費
用

　　
知
的
財
産
に
関
す
る
紛
争
は
複
雑
化
す
る

こ
と
が
多
く
、解
決
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る

こ
と
が
多
い
。特
に
タ
イ
で
は
そ
れ
が
顕
著
で
、

知
的
財
産・国
際
取
引
裁
判
所
の
判
決
ま
で
に

24
〜
36
ヵ
月
、上
訴
し
た
場
合
は
さ
ら
に
同
程

度
の
期
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
特
に
民
事
訴
訟
の
場
合
は
弁
護
士
費
用
も

高
額
と
な
る
場
合
が
多
い
。複
雑
か
つ
長
期
化

し
た
場
合
、日
本
と
同
様
、1
0
0
0
万
円
以

上
の
費
用
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
得
る
。

　
こ
れ
は
、タ
イ
で
は
代
理
人
弁
護
士
の
費
用

の
算
定
に
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ジ
制
を
取
っ
て
お
り
、

長
期
化
す
る
と
弁
護
士
費
用
が
高
額
と
な
る

た
め
で
あ
る
。日
本
で
は
、タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ジ
制
で

訴
訟
対
応
を
行
う
こ
と
は
少
な
く
、一
定
額
の

着
手
金
と
成
功
報
酬
制
に
よ
る
場
合
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
通
り
、タ
イ
で
特
許
訴
訟
を
行
う

場
合
、長
期
の
訴
訟
期
間
と
高
額
の
費
用
が
生

じ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

特
許
取
消・公
知
技
術
の
抗
弁

　
抗
弁
と
は
、被
告
側
が
立
証
責
任
を
負
う

反
論
の
こ
と
で
あ
る
。特
許
取
消
手
続
き
や
、

公
知
技
術
の
抗
弁
は
、特
許
権
に
基
づ
く
訴
訟

を
受
け
た
場
合
の
対
抗
策
で
あ
る
。

　
他
者
か
ら
特
許
権
に
基
づ
く
権
利
行
使
を

　当
職
担
当
の
回
で
は
タ
イ
の
知
的
財

産
権
法
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

し
て
い
る
。

　今
回
は
、特
許
権
侵
害
を
理
由
に
民

事
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
し
、逆
に
提

訴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
を
前
提
に
関

連
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

裁
判
管
轄

　
知
的
財
産
権
訴
訟
は
ま
ず
、ど
の
裁
判
所
に

訴
訟
を
提
起
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

　
知
的
財
産
に
関
す
る
紛
争
解
決
に
は
特
殊

か
つ
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、日

本
に
お
い
て
は
特
許
に
関
す
る
紛
争
処
理
を
、

東
京
地
方
裁
判
所
や
大
阪
地
方
裁
判
所
の
知

的
財
産
専
門
部
及
び
そ
の
控
訴
審
を
取
り
扱

う
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
に
集
約
し
、効
果

的
に
紛
争
解
決
を
図
って
い
る
。

　
タ
イ
も
同
様
に
特
許
を
は
じ
め
と
す
る
知

的
財
産
に
つ
い
て
紛
争
が
生
じ
た
場
合
は
ま

ず
、専
門
的
な
知
識
を
有
す
る「
知
的
財
産・

国
際
取
引
裁
判
所（IP&

IT
 Court

）」に
対
し

て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
い
で
、知
的
財
産・国
際
取
引
裁
判
所
の

判
断
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
上
訴
を
行
う
こ

と
に
な
る
。従
来
は
最
高
裁
判
所
に
対
す
る
上

訴
の
み
を
可
能
と
す
る
二
審
制
が
採
用
さ
れ
て

い
た
が
、近
年
の
法
改
正
に
よ
り
、最
高
裁
判
所

へ
の
上
訴
の
前
段
階
と
し
て「
特
別
高
等
裁
判

所
」へ
の
控
訴
が
可
能
と
な
っ
た
。そ
の
た
め
、現

　
も
う
一
点
、弁
護
士
に
よ
る
公
証
サ
ー
ビ
ス

（
N
S
A
）を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、日
本
に
お
け
る
事
実
実
験
公
正
証
書

と
は
異
な
り
、署
名
の
真
正
性
と
文
書
の
存
在

を
証
明
す
る
た
め
だ
け
に
利
用
さ
れ
る
も
の

（
日
本
の
私
署
証
書
認
証
の
よ
う
な
も
の
）で
あ

る
が
、先
使
用
の
立
証
の一助
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
。も
っ
と
も
、タ
イ
で
は
未
だ
先
使
用
権
に

つ
い
て
の
証
明
力
が
争
わ
れ
た
最
高
裁
判
例
が

な
い
た
め
、実
際
ど
れ
ほ
ど
効
果
的
か
は
不
透

明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
な
お
、日
本
の
先
使
用
権
は
実
施
の
事
業
の

準
備
を
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
認
め
ら

れ
る
が
、タ
イ
は
実
際
に
特
許
製
品
を
製
造
し
、

特
許
方
法
を
利
用
し
、ま
た
は
製
造
機
器
を
取

得
し
て
お
か
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、準
備
を
し
て
い
た
点
の
み
を
立

証
し
て
も
先
使
用
権
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
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はじめに

　2021年1月時点では、パキスタンにおいて個人情報保護法
等の包括的なデータ保護に関する具体的な法律は存在して
いない。もっとも、20年4月、パキスタンの情報技術通信省はパ
キスタン個人データ保護法草案（以下、「草案」）を発表してい
る。この草案はまだパキスタン議会に提出されていないものの、
今後、議会において可決されれば、大統領の同意を得て公布
されることになる。

草案の主な内容

　草案によれば、個人情報保護法が施行されてから６ヵ月以
内に、政府はパキスタンの個人データ保護局を設立しなけれ
ばならないと規定している。同局はデータ主体の利益の保護、
個人データの保護の確保、個人データの悪用防止、データ保
護に関する意識向上を促進、苦情受け付け等の責任を負っ
ている。 
　具体的な個人データの保護規定については、EU一般デー
タ保護規則（GDPR）を踏襲しつつも、管理者及び処理者の登
録制度などパキスタン独自の規定が置かれている。
　例えば個人データについては、データ主体に直接または間
接的に関連する情報であって、その情報から識別または識別
可能なもの、または、データ管理者が保有する情報およびその
他の情報から識別可能なものを言う。そして個人を特定できな
い匿名化や暗号化、仮名化されたデータは個人データではな
いとしている。
　GDPRでは匿名化は不可逆的な処理が必要であるが、仮
名化されたデータは必要な情報と突き合わせれば個人を特定
できるため個人データとされており、パキスタンの草案独自の点

となっている。
　また、生体認証データや健康に関する情報、宗教などの機
微情報だけでなく、アクセス制御に関するデータ（ユーザー名
及び／またはパスワード）、銀行口座、クレジットカード、デビット
カード、その他の決済手段の詳細などの金融情報、パスポート
情報を含めて「機密性の高い個人データ」と定義され、他の個
人データとは区別している点も特徴的となっている。

データ管理者とデータ処理者

　さらにGDPRと同様、個人データを取得・処理・開示するデー
タ管理者や、データ管理者に代わりデータを処理するデータ処
理者についても規定されている。
　なお、草案では個人データ保護局にデータ管理者とデータ処
理者の登録制度を考案・策定する権限を与えており、草案がそ
のまま法律として成立し施行されれば、データ管理者とデータ
処理者の登録制度が導入される可能性が高い。
　データ管理者は、個人データの収集および処理について、
データ対象者に書面による通知を行わなければならない。加え
て、個人データの取得・処理・開示については原則として本人
の同意が必要であり、同意は本人の希望を自由に与えられ、具
体的で十分な情報を提供された上で、かつ明確に意思表示さ
れたものでなければならない。
　なお、個人データの国外移転については、転送先の国にお
いてパキスタンと同等の法的保護を受けられることが要件と
なっているが、転送にあたっての手続の詳細については法律
で明記されていない。
　また、個人データが漏洩した場合など個人データの侵害が
あった場合、データ管理者は72時間以内に個人データ保護局
に報告しなければならない。
 以上の通り、パキスタンの草案はGDPRを踏襲している部分
が多く、その解釈にあたってはGDPRやそのガイドラインが参
考になると言える。

　タイでの個人情報保護法の本執行が準備される中、南ア
ジアにおいても近年、個人情報保護の対応に関する法規制
が整備されつつある。前回のバングラデシュ、ネパールに続
き、今回はパキスタンにおける個人情報保護法の導入状況
などを解説する。

参照

https://www.moitt.gov.pk/SiteImage/Downloads/Personal%20Data%20Protection%20Bill%202020%20Updated.pdf

https://iclg.com/practice-areas/data-protection-laws-and-regulations/pakistan
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　転換も早い。中国系ブランドとの競争が
厳しいと見れば、早 と々EVの開発と生産を
延ばし、より安定した収益が期待できる電
動バスやフェリーに注力する方針に切り替
える。
　テック系でもない企業が、どうやってこの驚
異的とも言えるスピードで新規事業を立ち上
げられるのか不思議に思う人も多いだろう。
その答えとなるのが、エネルギー事業からの
滑沢なキャッシュフロー（19年90億バーツ）
と、技術は買うものという投資ファンドに近い
割り切った発想にある。
　バッテリーは台湾企業、
充電器は深圳の中国企
業、乗用車の設計技術は
台湾企業というように、華々
しく打ち出される新規事業
の裏を覗くと中国・台湾を
中心とするテック系企業に
出くわす。
　その代わり、EAの経営
者はさらに新しい事業機
会の探求、最適なパート
ナー探し、政府との関係を
含めて事業実現に向けた
環境整備や株価対策に専

　エナジーアブソリュート（EA）はグリーンエ
ネルギー分野で急成長し、最近は電気自動
車（EV）関連事業を積極的に拡大している
タイの新興企業である。タイの証券市場
（SET）に上場しており、モーターショーで自
社開発のEVを展示するなど動向は世間で
も注目されているが、その実像は意外と知ら
れていない。

タイのイーロン・マスクが起業
　元証券会社社長でCEOのSomphote氏
はタイのイーロン・マスク（テスラCEO）と称さ
れている。2006年に個人投資家として株で
儲けた資金でバイオディーゼル工場を購入
して起業。11年に太陽光発電、13年に風力
発電を立ち上げた。特に発電事業が大成功
し、今は総売上約170億バーツの75％を稼い
でいる（図表１）。
　Somphote氏が次の事業として目を付け
たのがEV関連事業だった。17年にEV充電
ステーション事業を立ち上げ、民間企業とし
て最大の1,000ヵ所の整備に投資すると発
表。極めつけは18年に台湾企業を30億バー
ツで買収し、手にした技術でタイで世界最大
級50GWhのバッテリー工場を建設すると発
表し、世間の注目を浴びた。19年3月のバンコ
クモーターショーでは自社開発のEVのプロト
タイプを発表し、タクシー会社から3,500台を
受注した。

EVのバリューチェーンに全展開
　EAはその後も積極的にEV関連事業を
次 と々立ち上げ、EVに加え、電動バス、電動
フェリーを開発、EVではバッテリー製造、自
動車組立、販売・サービス、インフラまで上流
から下流に至るバリューチェーンに全展開を
図っている（図表２）。

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む
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念しているようである。
　筆者がEAの幹部に日系企業との提携の
可能性について聞くと、「中国系企業は自社
ブランドに拘らないし、技術コストも安いので
組みやすい。日系の技術はコストが高く、ブ
ランドに拘るのであまりメリットがない」と切り
捨てた。
　CASEの時代、アジアの新興勢力はもは
や日米欧の技術を当てにしなくなった。これま
でタイの製造業の常識では合弁といえば日
系や欧米などとの組み合わせを指していた
ことから、隔世の感がある。

第42回

～好評につき、シリーズ継続！～

EVの全バリューチェーンへの展開目指す
タイの新興企業Energy Absolute 

　

EAの売上、純利益の推移（2016～2020：連結ベース）図表1

出所：Corpusデーターベースから作成
純売上高 純利益 純利益比率

（100万バーツ）
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EAのEVバリューチェーン図表2

注: MMC= Mine Mobility Corporation, AAB=Absolute Assembly Co.,Ltd.  NEX=Next Point Public Co., Ltd. 
出所：Energy Absolute  2020３Q Report、新聞記事、EAとのインタビュー（2021年4月）から作成
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トータルなEV関連VCで国内最大のプレーヤーになることを目指す

2018‒台湾の
(AmitaTechnology Co. Ltd)に
出資し、AmitaThailandを設立し、
50GWhの工場を建設中。
Phase 1 : 1 GWh (2021年Q3)
Phase 2 : to total 50 GWh 

乗用EVの開発・生産・販売
EV Now

NEX*
バスの販売・サービス

AAB*
バス、バンなどのEVの

製造・組立
バス・部品の
販売・輸出

充電器の
設計・発売・
オペレーション
（AC,DC、Ultra Fast Charger）
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こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

タ
イ
法
人
か
ら
海
外
に
支
払
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を

行
っ
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で
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人
側
に
課
せ
ら
れ
ま

す
。

　
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
課
税
事
業
者
登
録

を
行
っ
て
い
る
会
社
の
場
合
、

P.P.36

で
支
払
っ
た
Ｖ
Ａ
Ｔ
は
申

告
を
行
っ
た
月
の
Ｖ
Ａ
Ｔ
申
告

（P.P.30

）に
お
い
て
タ
イ
国
内
取

引
の
仕
入
Ｖ
Ａ
Ｔ
と
同
様
に
売
上

Ｖ
Ａ
Ｔ
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
駐
在
員
事
務
所
な
ど
Ｖ
Ａ
Ｔ
の

課
税
事
業
者
登
録
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
は
費
用
と
し
て
処
理
を
行

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
に
発
生
す
る
Ｖ
Ａ
Ｔ（
リ
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
）と
は
？

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。13年12月、J Glocal Accounting 
Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務の専
門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

い
、還
付
請
求
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ど
う
い
っ
た
取
引
が
税
法
上
の

「
サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
」に
該
当
す
る
か
、

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
に
関
す
る
取

引
に
は
同
時
に
源
泉
税（P.N

.D
.54

）

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、

海
外
へ
の
支
払
い
を
行
う
際
に
は
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
事
前
に
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
付
加
価
値
税
法
で
は
、タ
イ
国

外
の
企
業（
海
外
法
人
）が
海
外

で
役
務
提
供
を
行
い
、そ
の
サ
ー

ビ
ス
が
タ
イ
国
内
で
使
用
さ
れ
る

場
合
、そ
の
活
動
は
タ
イ
国
内
で

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
い
る
と
み

な
し
、海
外
の
役
務
提
供
者
は

７
％
の
Ｖ
Ａ
Ｔ
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
こ
の
場
合
、海
外
法
人

は
タ
イ
国
内
に
拠
点
を
持
た
な
い

た
め
、タ
イ
歳
入
局
に
納
税
申
告

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
国
外
の
役
務
提
供
者
に
代

タイ法人タイ歳入局 海外法人役務提供
VAT
支払い

支払い

● 管理、経営などのコンサルタント業務の依頼。海外
法人は電話、郵便、メール、ＴＶ会議などを用いて
サービスを提供する

● ソフトウェアのライセンスの購入

● ゴルフ場、別荘、コンドミニアムなどの設計業務

● インターネット関連サービス（広告宣伝、ウェブサイ
トやサーバーのレンタル、インターネットサービスや
プロバイダへの接続サービス利用等）

海外法人提供サービス利用該当例
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　「美とは何か？」という問いに答えることは容易で
はありません。
　しかし、美しさとは、外見のような表面的なもの
だけでなく、かつて詩人のハリール・ジブラーンが
「美は顔（表面）ではなく、心の中の光である
（beauty is a light in the heart）」と述べたよう
に、性格や心のあり方といった内面やその人の生き
様といったストーリーを含む広範な概念であること
には異論がないでしょう。
　人は美しい景色に魅せられますし、建築物や家
具の配置など、自然やモノに対しても美的経験を持
つことができます。その背後にあるストーリーを知
れば美しいものの醜さに気が付き、ホンモノの美し
さを感じることができるようにもなります。
　電通タイランドCEOのナロン氏はauthentic 
beautyという言葉を用いて、「ホンモノ」の美しさに
ついて次のように語ってくれました。
　「ただbeautyと言えば、表面的な感じがするのに
対して、authentic beautyと言うとより多くの次元
を含みますよね。このホンモノが意味するところは文
化グループ、年代によっても受け取り方が異なりま
す。例えば、ルイ・ヴィトンとシュプリーム。両者とも独
自のホンモノを追求しており、それぞれ独自のサブ
カルチャーを作り出しています。アメリカのオバマ元
大統領の夫人はH&Mを、トランプ前大統領夫人は
高級ブランドを着ていましたが、それぞれお似合い
でした。こうした美の多次元性が多くのサブカル
チャーを生み出すことになります」
　いつの時代にも美を定義することは難しいことで
すが、商品やサービスとの関わりで言えば、それを
買う人の「モノの見方」や「価値観」、そして個人の
経験によって、それぞれの美しさがあり、それぞれに

異なるアプローチが求められるのです。
　この点について、ナロン氏は以下のように話しま
した。
　「自動車メーカーには多くの車種があり、各々に
ブランドイメージがあります。私たちが広告を作成
する時、それぞれがbeautyであり、ホンモノでなくて
はなりません。各ブランドの解釈は、ターゲットに
よって異なるポジショニングに反映されます。しか
し、美の定義は消費者がどのように対象を見ている
か、感じているのか、によってさまざまです。とても広
く、重要な概念ですから、定義をすることは難しいの
です。そのため、一見すると経営とは関係のないよう
ですが、先生の言うように常に美とは何か？というこ
とを問うことが経営においても重要となるのです」
　本号では、対話を中心に「ホンモノ」という言葉の
意味を経営という文脈で考えてみましたが、ナロン
氏が述べた点は現象学で言うところの「括弧づけ」
で美を定義したうえで、議論を進めていくということ
になります。
　現代の社会では、生身の人間のみならず、ファッ
ションという非人間のエンティティそのものがアク
ター（行為者）として大きな役割を果たすようになっ
ています。こうした中、特に新興国のビジネスでは、
哲学、社会学、現象学といった幅広い知の作法を身
に付けておくことで、様々な概念を相手の文脈で学
ぼうという姿勢が生まれ、ビジネスパーソンが「適
切」な問いを立てる際に有益なものとなるでしょう。

「
ホ
ン
モ
ノ
」の
美
の
多
元
性
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

第
５
回

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management
対談を通して見えてきたメッセージ

対談は19年10月から20年3月末までの間に、バンコク及び東京にて相手先のオフィスで行われたものです。本来であれば20年末にかけて多くの方 と々対談を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルスの感染
拡大を受けて国境を跨ぐ移動が制限されてしまいました。東京においても非常事態宣言が発令されるなど対面での取材は難しいと判断したことから、予定をしていた方 と々の対談を一時中断しています。

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与（D.Phil. in management 
studies）。チュラロンコン大学サシン経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専
攻長、NUCBビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススクール客員
准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫バス社外取締役、Sekisui 
Heim不動産取締役、中小企業変革支援プログラム顧問などを兼任。

　今回は電通タイランドのナロン・トレスチョンCEOとの対話を振り
返ります。欧米系広告代理店での経験も豊富なナロンCEOの言葉
からホンモノの美について考察します。 ナロン・トレスチョン

CEO

電通タイランド チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長

明治大学専門職大学院教授

藤岡 資正

撮影：石田直之

　
昨
年
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
タ
イ
政
府
の
イ
ベ
ン
ト
や
記

者
会
見
な
ど
で
頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
な
っ
た
の
が

「
バ
イ
オ・循
環
型・グ
リ
ー
ン（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）」経
済
モ
デ
ル

と
い
う
言
葉
だ
。コ
ン
セ
プ
ト
は
国
連
の「
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）」と
い
う
世
界
ト
レ
ン
ド
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
近
い
が
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は

タ
イ
独
自
か
。

ス
パ
イ
バ
ー
の
イ
ン
パ
ク
ト

　「
ス
パ
イ
バ
ー
社
が
タ
イ
を
選
ん
だ
の
は
先
端
技
術
の

バ
イ
オ
産
業
に
対
応
で
き
る
か
ら
だ
。今
後
タ
イ
の
Ｂ

Ｃ
Ｇ
経
済
モ
デ
ル
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

　
３
月
29
日
、タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）の
ド
ゥ
ア

ン
ジ
ャ
イ
長
官
は
、山
形
県
鶴
岡
市
の
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業「Spiber

（
ス
パ
イ
バ
ー
）」が
東
部
経
済

回
廊（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）の
工
業
団
地
内
に
建
設
し
て
い
た
同
社

初
の
商
業
生
産
工
場
の
開
所
式
に
来
賓
と
し
て
登
壇
、

同
社
の
タ
イ
進
出
を
歓
迎
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料
に
独
自
の
構
造
タ
ン
パ
ク
質
の

新
素
材
を
開
発
し
注
目
を
集
め
て
い
る
も
の
の
、ま
だ

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
す
ぎ
な
い
企
業
の
イ
ベ
ン
ト
に
、日
本
側

か
ら
は
駐
タ
イ
日
本
大
使
、日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）バ
ン
コ
ク
事
務
所
長
、タ
イ
側
か
ら
は
Ｂ
Ｏ

Ｉ
長
官
の
ほ
か
、工
業
省
副
次
官
、タ
イ
工
業
団
地
公

社（
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）総
裁
、Ｅ
Ｅ
Ｃ
副
事
務
局
長
ら
経
済
界

の
要
人
が
顔
を
揃
え
た
。同
社
へ
の
期
待
の
高
さ
が
伺

え
る
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
高
等
教
育・科
学・研
究・技
術
革
新
省
が

名
付
け
た
と
さ
れ
、２
０
１
９
年
末
頃
か
ら
ニュ
ー
ス
に

登
場
。プ
ラ
ユッ
ト
首
相
を
含
め
政
府
高
官
が
頻
繁
に

言
及
し
、Ｂ
Ｏ
Ｉ
が
投
資
恩
典
を
拡
充
し
た
り
、工
業

省
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
担
当
委
員
会
を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
、

国
を
挙
げ
て
推
進
す
る
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
Ｂ
Ｏ
Ｉ
は
20
年
12
月
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
代
表
す

る
企
業
と
し
て
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
旗
振
り
役
と

し
て
注
目
を
集
め
る
エ
ナ
ジ
ー・ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
と
と
も

に
、ス
パ
イ
バ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
」と
タ
イ
の
強
み

　
タ
イ
の
現
在
の
経
済
戦
略
は「
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
」

と
呼
ば
れ「
次
世
代
自
動
車
」「
自
動
化・ロ
ボ
ッ
ト
」

「
航
空・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」な
ど
10
〜
12
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

産
業
を
育
成・発
展
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。20
年
７
月

に
辞
任
す
る
ま
で
プ
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
の
経
済
政
策
を

担
っ
て
い
た
ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相
が
旗
振
り
役
だ
っ
た
。

た
だ
、先
端
産
業
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
列
挙
し
た
総
花
的

印
象
が
強
い
。

　
ソ
ム
キ
ッ
ト
前
副
首
相
の
経
済
チ
ー
ム
の一
員
だ
っ
た

コ
ー
プ
サ
ッ
ク
元
首
相
府
相
は
３
月
末
に
開
催
さ
れ
た

時
事
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
、タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
産
業
は「
多
す
ぎ
る
し
、難
し
す
ぎ
る
」と
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
や
航
空
産
業
は
当
面
は
対
象
と
な
ら

ず
、有
望
な
の
は
農
業・食
品
な
ど
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
、観

光・健
康
、電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
だ
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
Ｂ
Ｏ
Ｉ
に
よ
る
と
、20
年
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
産
業
の
投
資
奨

励
申
請
額
は
前
年
比
17
％
増
の
１
１
４
８
億
７
６
０
０

万
バ
ー
ツ（
約
４
０
５
３
億
円
）だ
っ
た
。同
年
の
投
資
申

請
の
総
額
が
前
年
比
30
％
減
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る

と
健
闘
し
て
い
る
。タ
イ
が
経
済
戦
略
の
重
点
を
Ｂ
Ｃ

Ｇ
に
絞
っ
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
直
面
、

自
ら
の
真
の
強
み
を
農
業・食
品
、医
療
に
見
い
出
し
た

た
め
だ
ろ
う
。

　
ス
パ
イ
バ
ー
が
商
業
生
産
工
場
の
立
地
場
所
と
し
て

タ
イ
を
選
ん
だ
理
由
は
原
料
と
な
る
キ
ャッ
サ
バ
が
豊

富
で
相
対
的
に
安
価
だ
っ
た
か
ら
。タ
イ
の
主
要
商
業

作
物
は
コ
メ
の
他
は
工
業
用
途
に
も
使
わ
れ
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
、天
然
ゴ
ム
、パ
ー
ム
油
、キ
ャッ
サ
バ
な
ど
だ
。世
界

が
地
球
温
暖
化
対
策
に
急
激
に
シ
フ
ト
す
る
中
で
、植

物
由
来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
資
源
を
豊

か
に
持
っ
て
い
る
タ
イ
は
自
ら
の
強
み
を
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
託
し
た
よ
う
だ
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信
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【
タ
イ
】「
タ
イ
ラ
ン
ド
４
・
０
」か
ら「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
」へ
＝

         

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
進
出
で
注
目
度
高
ま
る

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
4
月
30
日
）

バ
ン
コ
ク
支
局

増
田 

篤

（

（



あの人のターニング   ポイント
タイをはじめとするアジアで挑 戦を続ける人たちの 姿を紹 介

BizW
ings

︵Thailand

︶Co., Ltd.　
職
場
は
新
入
社
員
で
あ
って
も「
君
は
ど
う

思
う
の
？
」と
質
問
さ
れ
、理
屈
が
通
って
い
れ

ば
一
専
門
家
と
し
て
尊
重
し
て
も
ら
え
ま
し

た
。仕
事
も「
証
券
市
場
の
健
全
な
成
長
を

支
え
る
」と
いっ
た
大
義
名
分
の
あ
る
仕
事
で

し
た
か
ら
、な
って
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

昔
か
ら
起
業
願
望
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
起
業
し
た
こ
と
自
体
は
勢
い
な
の
で
す
が
、

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
中
に
投
資
銀
行
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
い
た
時
に
、友
人
か
ら
父
親
が
岐
阜
で

営
ん
で
い
る
飲
食
店
の
経
営
が
危
な
い
の
で
助

け
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
ま
ま
イ

ン
タ
ー
ン
を
続
け
て
い
れ
ば
高
給
取
り
に
な
れ

た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、何
を
思
っ
た
か

イ
ン
タ
ー
ン
を
途
中
で
辞
退
し
て
、岐
阜
に

行
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
泊
ま
り
込
み
で
そ
の
飲
食
店
の
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
り
ま
し
た
。連
日
夜

中
ま
で
オ
ー
ナ
ー
や
家
族
と
議
論
を
し
て
、メ

ニュ
ー
の
見
直
し
か
ら
、銀
行
と
借
入
金
に
関

す
る
交
渉
、不
採
算
事
業
の
閉
鎖
、使
え
る
手

は
何
で
も
使
い
ま
し
た
。

　
結
果
、２
ヵ
月
ほ
ど
で
経
営
を
立
て
直
す
こ

と
が
で
き
、最
後
に
は
オ
ー
ナ
ー
が
涙
を
流
し

な
が
ら
感
謝
し
、30
万
円
を
謝
礼
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。事
前
に
そ
う
いっ
た
約
束
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、自
分
に
と
って
は
か
け
が
え

の
な
い
お
金
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り

こ
れ
が
、職
業
人
と
し
て
１
０
０
%
自
分
の
全

身
全
霊
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
初
め
て
の
経

験
だ
っ
た
ん
で
す
。ち
な
み
に
、そ
の
お
店
は
ま

だ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
会
社
への

転
職
を
選
ば
な
か
っ
た
理
由
は
？

　
そ
の
仕
事
中
、友
人
に「
倉
地
は
色
々
そ
れ

ら
し
い
こ
と
言
っ
て
る
け
ど
、経
営
が
ど
れ
だ

け
大
変
か
は
経
営
者
に
な
ら
な
い
と
分
か
ら

な
い
よ
」と
言
わ
れ
、確
か
に
そ
う
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。も
し
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
生

業
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、自
分
は
経
営
者
と
し

て
や
ろ
う
、と
。

　
そ
の
後
、結
果
的
に
起
業
し
た
わ
け
で
す

が
、友
人
の
言
っ
た
通
り
、自
分
で
経
営
し
て

み
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
両
方
で

す
。そ
し
て
、そ
の
経
験
が
自
分
が
提
供
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
望
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
会
社
は
、社
名
の
由
来
で
も
あ
る
の
で

す
が
、従
業
員
及
び
お
客
様
が
自
分
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
翼（W

ings

）に
な
り
た

い
と
い
う
ビ
ジ
ョン
で
経
営
し
て
い
ま
す
。私
は

会
計
士
で
す
が
、タ
イ
の
日
系
企
業
向
け
に

会
計
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
何
で
も

や
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、昨
年
か
ら
T
G
S
と
い
う
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、タ
イ

以
外
の
国
へ
の
日
系
企
業
の
業
務
拡
張
支
援

や
、タ
イ
に
進
出
す
る
非
日
系
企
業
と
の
取

引
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
か
ら
始
め

た
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、社

内
で
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
こ
と
に
難
し
さ
を

感
じ
て
い
る
皆
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
、す
で
に

有
名
企
業
を
含
む
複
数
の
お
客
様
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。5
月
に
は
営
業
支
援
を

行
う
会
社
を
他
社
様
と
共
同
で
立
ち
上
げ
、

バッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
だ
け
で
な
く
、売
上
の
拡

大
も
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
営
者
と

し
て
切
り
盛
り
す
る
と
い
う
の
は「
個
人
の
名

前
で
で
き
、か
つ
社
会
の
た
め
に
な
る
仕
事
が

し
た
い
」と
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
天
職
だ

と
思
い
ま
す
。た
だ
経
営
者
と
し
て
は
、個
人

だ
け
で
は
な
く
組
織
と
し
て
の
能
力
を
高
め
、

よ
り
大
き
な
規
模
で
ビ
ジ
ョン
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。そ
し
て
、そ
の
こ
と
が
私
に

と
っ
て
の
社
会
貢
献
だ
と
思
い
、日
々
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

Vol.4
CEO＆

Founder
な
ぜ
公
認
会
計
士
を

目
指
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
組
織
の
名
前
で
は
な
く
個
人
の
名
前
で
で
き
、か
つ
社
会

の
た
め
に
な
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
昔
か
ら
あ
り

ま
し
た
。学
部
が
経
済
学
部
だ
っ
た
縁
か
ら
公
認
会
計
士
の

資
格
を
見
つ
け
、2
年
生
の
時
か
ら
勉
強
を
開
始
し
、在
学

中
に
合
格
。そ
の
ま
ま
監
査
法
人
に
入
所
し
ま
し
た
。

倉
地  

準
之
輔

KURACHI
JUNNOSUKE

撮影は３月に実施されました

1980年生まれ。大手監査法人、外資系
メーカー勤務を経て2013年来タイ。外資
系会計事務所での勤務を経て、15年に経
営コンサルティング会社であるBizWings 
(Thailand) Co., Ltd.を設立。現在は同社
代表を務めるとともに、複数の公的機関
にてアドバイザーを務める。公認会計士
（日本）。東京大学経済学部、米ケロッグ
経営大学院卒業（MBA）。

31歳の時、大手企業でのインターンを辞め、
友人家族の会社の事業再生に飛び込む
31歳の時、大手企業でのインターンを辞め、
友人家族の会社の事業再生に飛び込む
31歳の時、大手企業でのインターンを辞め、
友人家族の会社の事業再生に飛び込む
31歳の時、大手企業でのインターンを辞め、
友人家族の会社の事業再生に飛び込む

私のターニングポイント

オフィス内装デザイン/施工、家具の納入はもちろん、中小規模の工場や
オフィス棟の建築、工場設備内装、受電設備工事等も行っております。
経験豊かな日本人プロフェッショナルがご提案から施工進捗管理、
お引き渡し後のアフターケアまでサポート致します。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

 オフィス内装/オフィス家具
AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド株式会社 様
IKA® Works (Asia) Sdn Bhd 様
JXTGエネルギー株式会社 様
NECプラットフォームズ株式会社 様
ProMission Co., Ltd. 様
アイシン精機株式会社 様
赤城乳業株式会社 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
王子製鉄株式会社 様
株式会社BPO Bangkok 様
株式会社UACJ 様
株式会社ウエストエネルギーソリューション 様
株式会社宇徳 様
株式会社エフティコミュニケーションズ 様
株式会社湖池屋 様
株式会社小松製作所 様
株式会社戸上電機製作所 様
株式会社ビジネスブレイン太田昭和 様
株式会社日立ソリューションズ 様
京セラ株式会社 様
群馬銀行 様
コナミホールディングス株式会社 様
三建産業株式会社 様
三光機工株式会社 様
シライ電子工業株式会社 様
住友商事マシネックス株式会社 様
千代田電資株式会社 様
帝人株式会社 様
日揮株式会社 様
日本バルカー工業株式会社 様
古河電気工業株式会社 様
三菱マテリアル株式会社 様
ユニ・チャーム株式会社 様

 工場建築 / 設備内装
アムテック株式会社 様
宇部興産株式会社 様
株式会社アイセロ 様
株式会社エクセディー 様
株式会社エム・ビー・シー 様
トーヨーエイテック株式会社 様
トヨタ車体精工株式会社 様
パナソニック デバイスSUNX株式会社 様
福島工業株式会社 様
ムトー精工株式会社 様

 展示会 / イベント
CKD株式会社 様
JXTGエネルギー株式会社 様
因幡電工株式会社 様
株式会社IHI 様
株式会社不二越 様
株式会社明電舎 様
ジェトロ 様
タイ国政府コンベンション・アンド・
エキシビション・ビューロー(TCEB) 様
東洋紡株式会社 様
富士フイルム株式会社 様
ヤンマーホールディングス株式会社 様
その他多数

日
本
人
な
ら
で
は
の
気
遣
い
と

気
づ
き
を
形
に

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330
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一
人
っ
子
世
代
の
親
は
、2
人
目
を
作
る
意
義
を
見
出
せ
な
い

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

中
国
の
蹉
跌
：
出
生
率
低
下
抑
え
ら
れ
ず

日
本
の
協
力
不
可
欠

（高齢化比率＝総人口に占める65歳以上人口の比率）（資料 内閣府 高齢化白書、UN World Population Prospects ）

（資料 国家統計局）

1
．出
生
率
の
急
速
な
低
下

　
2
0
2
1
年
5
月
11
日
に
国
家
統
計
局
が
20

年
に
実
施
さ
れ
た
第
7
次
人
口
セ
ン
サ
ス（
国
勢

調
査
）の
結
果
を
発
表
し
た
。

　
20
年
の
出
生
者
数
は
1
2
0
0
万
人
、人
口

出
生
率
は
0・8
5
％
と
1
9
5
2
年
の
統
計

開
始
以
来
過
去
最
低
と
な
っ
た（
図
表
1
参

照
）。

　
中
国
政
府
は
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に

79
年
か
ら
一
人
っ
子
政
策
を
導
入
し
、特
定
の
条

件
を
満
た
す
農
民
や
少
数
民
族
を
除
き
、原
則

と
し
て
２
人
目
の
子
供
を
持
つ
こ
と
を
禁
止
し

た
。

　
最
近
に
な
っ
て
出
生
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
5
年
末
の
全
国
人
民

代
表
大
会（
日
本
の
国
会
に
相
当
）常
務
委
員
会

で
、す
べ
て
の
夫
婦
が
2
人
の
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
を
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
、16
年
初
め
か
ら
施

行
し
た
。同
時
に
、育
児
休
暇
を
延
長
す
る
方
針

も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
に
よ
り
出
生
率
が
上
昇
し
た
の

は
初
年
度
の
16
年
だ
け
で
、17
年
以
降
は
む
し
ろ

出
生
率
の
下
落
が
加
速
し
て
い
る
。

2
．出
生
率
低
下
の
要
因

　
こ
の
よ
う
に一
人
っ
子
政
策
を
廃
止
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
掛
か

ら
な
い
主
な
要
因
に
つい
て
、国
家
統
計
局
は
、出

産
適
齢
期
の
女
性
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
、子
育
て
を
始
め
る
年
齢
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
、養
育
費
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
指
摘
に
関
し
て
、以
下
の
3
点
を
補

足
し
た
い
。

　
第
1
に
、出
産
適
齢
期
の
女
性
の
人
口
減
少
に

つい
て
は
、図
表
1
の
出
生
率
の
推
移
を
見
て
も
、

1
9
8
8
年
以
降
急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
の
約
30
年
後
に
出
産
適
齢
期
の
女
性
が

減
少
す
る
の
は
理
解
で
き
る
。

　
88
年
以
降
の
出
生
率
低
下
の
原
因
は
中
国
の

第
3
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
終
了
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム（
50
〜
58

年
）は
建
国
後
の
婚
姻
法
制
定
を
背
景
と
す
る

結
婚
増
加
、第
2
次（
66
〜
70
年
）は
文
化
大
革

命
に
よ
る
人
口
政
策
の
中
断
、第
3
次（
80
年

代
）は
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
子
供

の
世
代
に
よ
る
出
産
増
加
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因

だ
っ
た
。

　
第
2
に
、養
育
費
の
上
昇
に
つい
て
は
、各
種
教

育
費
の
上
昇
が
主
因
で
あ
る
。

　
80
年
代
以
降
、一人
っ
子
を
前
提
に
、子
供
の
父

母
と
そ
れ
ぞ
れ
の
両
親（
祖
父
母
）の
合
計
6
人

が
１
人
の
子
供
を
養
育
す
る
生
活
設
計
が
定
着

し
た
。

　
90
年
代
ま
で
は
大
学
進
学
率
も
低
く
、大
学

を
卒
業
し
さ
え
す
れ
ば
、良
い
仕
事
を
得
ら
れ
る

と
い
う
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た（
大
学
卒

業
者
数
は
90
年
61
万
人
、99
年
1
5
5
万
人
、

2
0
2
0
年
9
6
7
万
人
）。

　
こ
の
た
め
、1
人
の
子
供
に
6
人
の
収
入
を
投

入
し
て
幼
児
の
頃
か
ら
英
才
教
育
を
施
す
の
が

平
均
的
な
都
市
住
民
の
間
で
当
た
り
前
の
こ
と

と
な
り
、そ
れ
を
前
提
と
す
る
高
額
の
教
育
支

出
が
定
着
し
た
。

　
こ
う
し
た
家
計
構
造
の
下
、急
に
2
人
目
の

子
供
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
て
も
、大
半
の
家
庭

で
は
2
人
目
の
子
供
に
1
人
目
と
同
等
の
教
育

費
を
支
出
で
き
る
経
済
的
余
裕
が
な
い
た
め
、

2
人
目
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
と
な

って
い
る
。

　
第
3
に
、国
家
統
計
局
の
指
摘
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
が
、兄
弟
姉
妹
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
世
代

が
子
育
て
を
す
る
親
の
世
代
に
な
っ
て
い
る
要
因

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
と
同
世
代
の
中
国
人
の
多
く
は
出
産
適

齢
期
の
子
供
を
持
っ
て
い
る
。彼
ら
に
子
供
が
増

え
な
い
原
因
を
聞
く
と
、上
記
の
教
育
費
の
要
因

に
加
え
て
、一人
っ
子
世
代
な
ら
で
は
の
要
因
が
あ

る
と
い
う
回
答
が
返
って
き
た
。

　
一人
っ
子
政
策
の
時
代
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

は
、自
分
自
身
お
よ
び
そ
の
友
人
の
中
に
兄
弟
姉

妹
を
持
つ
人
は
誰
も
い
な
い
。

　
こ
の
た
め
、筆
者
と
同
世
代
の
中
国
人
の
友
人

が
、一
人
っ
子
政
策
廃
止
直
後
に
自
分
の
子
供
に

対
し
て
、「
ど
う
し
て
2
人
目
の
子
供
を
作
ら
な

い
の
か
」と
聞
く
と
、次
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て

き
て
愕
然
と
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　「
自
分
た
ち
は
全
員
が
一
人
っ
子
で
育
て
ら
れ

て
何
も
不
都
合
は
感
じ
て
い
な
い
の
に
、2
人
目

の
子
供
を
持
つ
方
が
良
い
言
わ
れ
て
も
そ
の
良
さ

が
実
感
で
き
な
い
」

　
こ
れ
は
数
年
前
の
話
で
あ
る
が
、現
在
も
こ
の

要
因
は
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
要
因
を
考
慮
す
れ
ば
、中
国
に
お
け

る
出
生
率
の
低
下
を
食
い
止
め
る
の
は
非
常
に

難
し
く
、今
後
長
期
的
に
少
子
高
齢
化
の
問
題

が
中
国
経
済
に
重
い
負
担
と
な
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．2
0
2
5
年
以
降
、高
齢
化
が
加
速

　
中
国
の
労
働
人
口
は
11
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
人
口
構
成
を
変
え

よ
う
と
し
て
も
、労
働
人
口
に
そ
の
影
響
が
出
始

め
る
の
は
早
く
て
15
年
後
の
30
年
代
後
半
。

　
高
学
歴
化
に
よ
り
生
産
活
動
に
従
事
す
る
年

齢
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、お
そ

ら
く
40
年
以
降
に
な
る
。し
か
も
上
記
の
通
り
、

政
策
に
よ
っ
て
出
生
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
は

低
い
。

　
少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら
20
年
間
の
労
働
人
口

は
確
実
に
減
少
が
続
く
。し
か
も
、そ
れ
と
並
行

し
て
25
年
以
降
高
齢
化
が
加
速
す
る（
図
表

2
）。

　
30
年
代
半
ば
に
は
中
国
の
高
齢
化
比
率（
総

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
比
率
）は
米
国

を
抜
き
、日
本
に
近
づ
い
て
く
る
。

　
図
表
3
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
通
り
、25
年
以

降
の
中
国
の
高
齢
化
の
速
度
は
日
本
を
上
回
る

見
通
し
で
あ
る
。

　
日
本
は
高
齢
社
会（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
人
口
の
比
率
＝
14
％
）に
達
し
て
か
ら
超
高

齢
社
会（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
比

率
＝
21
％
）に
達
す
る
ま
で
の
年
数
は
13
年
だ
っ

た
が
、中
国
は
11
年
と
短
い
見
通
し
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
米
国
は
20
年
と
三
国
の
中
で
は
最

も
変
化
が
遅
い
。

　
こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
展
は
、労
働
人
口
減

少
に
伴
う
経
済
成
長
率
の
低
下
、社
会
保
障
負

担
の
増
大
な
ど
を
通
じ
、経
済
社
会
全
体
に
長

期
的
か
つ
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
は
、1
9
9
0
年
代
以
降
の
日
本
の

経
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

4
．2
0
2
0
年
代
後
半
以
降
の

    

成
長
率
鈍
化
は
不
可
避

　
筆
者
は
か
ね
て
、20
年
代
後
半
以
降
に
中
国

経
済
が
高
度
成
長
時
代
の
終
焉
を
迎
え
、成
長

率
が
低
下
す
る
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
き
た
。

そ
の
要
因
は
次
の
4
点
で
あ
る
。

　
第
1
に
、少
子
高
齢
化（
労
働
人
口
の
減
少
速

度
）の
加
速
、第
2
に
、都
市
化
の
減
速
、第
3
に
、

大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
投
資
の
減
少
、第
4
に
、

国
有
企
業
の
業
績
悪
化
で
あ
る
。

　
第
1
の
要
因
は
こ
れ
ら
の
4
つ
の
要
因
の
中
で

最
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
、

詳
細
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
2
の
要
因
は
図
表
4
で
示
す
通
り
、10
年

か
ら
20
年
ま
で
の
10
年
間
に
都
市
人
口
比
率
が

14・2
％
増
加
し
、20
年
の
都
市
人
口
比
率
は
63・

9
％
に
達
し
た
。

　
こ
れ
は
都
市
部
に
お
け
る
住
宅
建
設
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
消
費
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
中
国
経

済
の
支
え
と
な
って
い
る
。

　
今
後
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
都
市
化
が
進
め
ば
、30

年
に
は
都
市
人
口
比
率
は
80
％
弱
に
達
す
る
。

　
こ
の
間
、中
国
政
府
は
本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
14
次
5
ヵ
年
計
画
の
中
で
、農
民
に
よ
る
都

市
戸
籍
取
得
制
限
の
緩
和
と
と
も
に
、都
市
へ
の

移
住
後
に
子
供
が
義
務
教
育
を
受
け
る
権
利
や

社
会
保
障
給
付
の
権
利
に
関
す
る
制
度
も
整
備

し
、農
民
の
都
市
流
入
を
促
進
す
る
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
政
策
効
果
が
表
れ
れ
ば
、当
面
都
市
化
の

速
度
は
加
速
す
る
。

　
し
か
し
、中
国
の
農
村
人
口
の
減
少
は
農
村
地

域
の
予
算
配
分
や
政
治
的
な
発
言
力
の
低
下
を

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、地
方
政
府
の
抵
抗
が
予
想

さ
れ
る
。

　
ま
た
、農
民
に
対
す
る
社
会
保
障
給
付
の
充

実
や
農
村
部
の
生
活
水
準
の
上
昇
に
伴
い
、一
部

の
農
民
は
都
市
へ
の
移
住
を
希
望
し
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
段
階
で
若
年
層
を
中
心
に

都
市
へ
の
移
住
が
進
ん
だ
た
め
、農
村
に
残
っ
て
い

る
の
は
高
齢
者
が
中
心
と
な
って
お
り
、都
市
への

移
住
ニ
ー
ズ
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
以
上
の
要
因
か
ら
、当
面
は
都
市
化
が
引
き

続
き
進
展
す
る
が
、30
年
に
至
る
前
の
段
階
で
都

市
化
の
速
度
が
鈍
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
第
3
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
つい
て
は
、主

要
な
高
速
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
重
要
な
大
規

模
イ
ン
フ
ラ
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
こ
れ
ま

で
ほ
ど
多
く
な
い
。

　
ま
た
、北
京
、上
海
、広
州
、深
圳
、武
漢
、重

慶
、成
都
な
ど
国
家
の
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
交

通
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
た
め
、今
後

建
設
さ
れ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
そ
れ
以
外
の
都
市

間
を
結
ぶ
も
の
、あ
る
い
は
上
記
主
要
都
市
の
市

内
と
そ
の
周
辺
の
郊
外
を
結
ぶ
も
の
と
な
る
。

　
そ
の
経
済
誘
発
効
果
は
以
前
の
主
要
幹
線
の

建
設
に
比
べ
て
低
下
す
る
。こ
の
た
め
、大
規
模

イ
ン
フ
ラ
建
設
が
も
た
ら
す
経
済
成
長
押
上
げ

効
果
は
低
下
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
第
4
の
国
有
企
業
の
業
績
悪
化
は
上
記
3
つ

の
要
因
が
も
た
ら
す
経
済
成
長
率
の
低
下
に
よ
っ

て
生
じ
る
。高
度
成
長
期
の
終
焉
と
と
も
に
、日

本
で
も
国
鉄
、電
電
公
社
、郵
政
事
業
等
国
営

企
業
の
業
績
が
悪
化
し
、財
政
負
担
軽
減
の
た

め
民
営
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
中
国
で
も
同
じ
こ
と
が
起
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。し
か
も
、中
国
経
済
に
お
い
て
国
有
企
業
の

占
め
る
比
率
は
今
も
な
お
2
〜
3
割
と

1
9
8
0
年
代
の
日
本
の
比
率
を
大
幅
に
上
回

る
こ
と
か
ら
、そ
の
副
作
用
も
大
き
い
。

　
以
上
の
要
因
か
ら
、2
0
2
0
年
代
後
半
以

降
、中
国
経
済
の
成
長
率
は
急
速
に
鈍
化
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

5
．中
国
政
府
の
政
策
対
応

　
以
上
の
よ
う
な
長
期
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
は
10

年
前
か
ら
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
た
。中
国
政
府
も
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る

た
め
の
各
種
政
策
を
実
践
し
て
き
た
。

　
そ
の
基
本
方
針
は
、財
政
や
産
業
保
護
政
策

に
頼
る
こ
と
な
く
、市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し

た
民
間
企
業
主
導
経
済
の
構
築
お
よ
び
金
融
財

政
面
の
リ
ス
ク
の
軽
減
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、国
有
企
業
改
革
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

の
促
進
に
よ
る
企
業
競
争
力
の
強
化
、中
小
企

業
経
営
基
盤
の
強
化（
特
に
資
金
調
達
面
）、金

融
市
場
の
透
明
性
の
向
上
と
効
率
化
、地
方
政

府
の
債
務
問
題
の
改
善
、不
良
債
権
の
処
理
、過

剰
生
産
能
力
の
削
減
、環
境
保
護
政
策
の
強
化
、

社
会
保
障
制
度
の
整
備
な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
は
か
ね
て
中
国
政
府
に
よ
って

指
摘
さ
れ
て
お
り
、必
要
な
政
策
メ
ニュ
ー
も
詳

細
に
示
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、習
近
平
政
権
発
足
後
に
次
か
ら
次
へ

と
生
じ
た
様
々
な
難
題
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
、

政
策
の
実
施
が
間
に
合
って
い
な
い
。

　
様
々
な
難
題
と
は
、反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、解

放
軍
改
革
、民
間
経
済
の
減
速（
輸
出
と
設
備
投

資
の
伸
び
鈍
化
）、株
式
と
不
動
産
の
ミ
ニ
バ
ブ
ル

の
形
成
と
資
産
価
格
の
下
落
、米
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ

ン
プ
政
権
と
の
経
済
摩
擦
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
への
対
応
な
ど
で
あ
る
。

　
依
然
と
し
て
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
が
山
積

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、あ
と
5
年
程
度
で
高

度
成
長
時
代
が
終
焉
を
迎
え
、成
長
率
が
低
下

し
、経
済
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
の
時
期
は
も
っ
と
早
く
訪

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
経
済
が
不
安
定
化
す
る
前
に
上
記
の
難
題
に

取
り
組
め
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
後
の
5
年
間

で
あ
る
。そ
の
経
済
政
策
運
営
の
基
本
方
針
が

第
14
次
5
ヵ
年
計
画
で
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
身
は
ほ
ぼ
従
来
の
政
策
の
繰
り
返
し

で
目
新
し
い
中
身
は
な
い
。そ
こ
に
は
未
実
現
の

重
要
政
策
を
積
み
残
さ
ず
に
実
現
す
る
強
い

意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
筆
者
は
理
解
し
て

い
る
。

　
中
国
経
済
が
混
乱
に
陥
れ
ば
、社
会
全
体
が

不
安
定
化
す
る
。そ
の
リ
ス
ク
の
深
刻
さ
を
考
え

れ
ば
米
国
と
対
立
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。米
国

と
は
妥
協
で
き
る
が
、国
内
政
策
は
待
っ
た
な
し

で
あ
る
。

　
そ
う
考
え
れ
ば
、日
本
と
こ
と
を
構
え
る
こ
と

な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
中
国
が
重
視
す
る
対
外
開
放
や
国
内
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョン
促
進
に
お
い
て
、外
国
企
業
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。

　
中
国
各
地
で
長
年
に
わ
た
り
雇
用
、税
収
、技

術
高
度
化
の
面
で
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き

た
日
本
企
業
は
特
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
中
国
経
済
は
日
米
欧
諸
国
の
多
く
の
人
々
が

考
え
て
い
る
ほ
ど
長
期
安
定
的
な
経
済
発
展
が

確
実
に
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
中
国
政
府
が
一つ
ひ
と
つ
の
難
題
を
慎
重
に
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、何
と
か
安
定
を
保
持
し
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
一
方
、日
本
企
業
が
日
本
の
国
内
市
場
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
は
発
展
の
余
地
は
乏
し
く
、中
国
市

場
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
日
中
両
国
経
済
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
関
係
に
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、リ
ス
ク
に
も
考
慮
し
な
が
ら
、

両
国
の
政
府・企
業
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

図表1 人口出生率の推移（単位・％）図表2 日米中の高齢化比率＝総人口に占める65歳以上人口比率（％）図表３ 日米中3国の高齢化速度

図表4 都市・農村人口の変化

49 48



文
：
瀬
口 

清
之（
せ
き
ぐ
ち・き
よ
ゆ
き
）

　
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所 

研
究
主
幹
。東
京
大
学

経
済
学
部
卒
業
後
、日
本
銀
行
に
入
行
。政
策
委
員
会
室
企
画

役
、米
国
ラ
ン
ド
研
究
所
の
客
員
フ
ェ
ロ
ー
、北
京
事
務
所
長
、

国
際
局
企
画
役
を
経
て
、2
0
0
9
年
4
月
か
ら
現
職
。

http://jbpress.ism
edia.jp

1
．出
生
率
の
急
速
な
低
下

　
2
0
2
1
年
5
月
11
日
に
国
家
統
計
局
が
20

年
に
実
施
さ
れ
た
第
7
次
人
口
セ
ン
サ
ス（
国
勢

調
査
）の
結
果
を
発
表
し
た
。

　
20
年
の
出
生
者
数
は
1
2
0
0
万
人
、人
口

出
生
率
は
0・8
5
％
と
1
9
5
2
年
の
統
計

開
始
以
来
過
去
最
低
と
な
っ
た（
図
表
1
参

照
）。

　
中
国
政
府
は
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に

79
年
か
ら
一
人
っ
子
政
策
を
導
入
し
、特
定
の
条

件
を
満
た
す
農
民
や
少
数
民
族
を
除
き
、原
則

と
し
て
２
人
目
の
子
供
を
持
つ
こ
と
を
禁
止
し

た
。

　
最
近
に
な
っ
て
出
生
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
5
年
末
の
全
国
人
民

代
表
大
会（
日
本
の
国
会
に
相
当
）常
務
委
員
会

で
、す
べ
て
の
夫
婦
が
2
人
の
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
を
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
、16
年
初
め
か
ら
施

行
し
た
。同
時
に
、育
児
休
暇
を
延
長
す
る
方
針

も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
に
よ
り
出
生
率
が
上
昇
し
た
の

は
初
年
度
の
16
年
だ
け
で
、17
年
以
降
は
む
し
ろ

出
生
率
の
下
落
が
加
速
し
て
い
る
。

2
．出
生
率
低
下
の
要
因

　
こ
の
よ
う
に一
人
っ
子
政
策
を
廃
止
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
掛
か

ら
な
い
主
な
要
因
に
つい
て
、国
家
統
計
局
は
、出

産
適
齢
期
の
女
性
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
、子
育
て
を
始
め
る
年
齢
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
、養
育
費
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
指
摘
に
関
し
て
、以
下
の
3
点
を
補

足
し
た
い
。

　
第
1
に
、出
産
適
齢
期
の
女
性
の
人
口
減
少
に

つい
て
は
、図
表
1
の
出
生
率
の
推
移
を
見
て
も
、

1
9
8
8
年
以
降
急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
の
約
30
年
後
に
出
産
適
齢
期
の
女
性
が

減
少
す
る
の
は
理
解
で
き
る
。

　
88
年
以
降
の
出
生
率
低
下
の
原
因
は
中
国
の

第
3
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
終
了
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム（
50
〜
58

年
）は
建
国
後
の
婚
姻
法
制
定
を
背
景
と
す
る

結
婚
増
加
、第
2
次（
66
〜
70
年
）は
文
化
大
革

命
に
よ
る
人
口
政
策
の
中
断
、第
3
次（
80
年

代
）は
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
子
供

の
世
代
に
よ
る
出
産
増
加
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因

だ
っ
た
。

　
第
2
に
、養
育
費
の
上
昇
に
つい
て
は
、各
種
教

育
費
の
上
昇
が
主
因
で
あ
る
。

　
80
年
代
以
降
、一人
っ
子
を
前
提
に
、子
供
の
父

母
と
そ
れ
ぞ
れ
の
両
親（
祖
父
母
）の
合
計
6
人

が
１
人
の
子
供
を
養
育
す
る
生
活
設
計
が
定
着

し
た
。

　
90
年
代
ま
で
は
大
学
進
学
率
も
低
く
、大
学

を
卒
業
し
さ
え
す
れ
ば
、良
い
仕
事
を
得
ら
れ
る

と
い
う
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た（
大
学
卒

業
者
数
は
90
年
61
万
人
、99
年
1
5
5
万
人
、

2
0
2
0
年
9
6
7
万
人
）。

　
こ
の
た
め
、1
人
の
子
供
に
6
人
の
収
入
を
投

入
し
て
幼
児
の
頃
か
ら
英
才
教
育
を
施
す
の
が

平
均
的
な
都
市
住
民
の
間
で
当
た
り
前
の
こ
と

と
な
り
、そ
れ
を
前
提
と
す
る
高
額
の
教
育
支

出
が
定
着
し
た
。

　
こ
う
し
た
家
計
構
造
の
下
、急
に
2
人
目
の

子
供
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
て
も
、大
半
の
家
庭

で
は
2
人
目
の
子
供
に
1
人
目
と
同
等
の
教
育

費
を
支
出
で
き
る
経
済
的
余
裕
が
な
い
た
め
、

2
人
目
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
と
な

って
い
る
。

　
第
3
に
、国
家
統
計
局
の
指
摘
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
が
、兄
弟
姉
妹
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
世
代

が
子
育
て
を
す
る
親
の
世
代
に
な
っ
て
い
る
要
因

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
と
同
世
代
の
中
国
人
の
多
く
は
出
産
適

齢
期
の
子
供
を
持
っ
て
い
る
。彼
ら
に
子
供
が
増

え
な
い
原
因
を
聞
く
と
、上
記
の
教
育
費
の
要
因

に
加
え
て
、一人
っ
子
世
代
な
ら
で
は
の
要
因
が
あ

る
と
い
う
回
答
が
返
って
き
た
。

　
一人
っ
子
政
策
の
時
代
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

は
、自
分
自
身
お
よ
び
そ
の
友
人
の
中
に
兄
弟
姉

妹
を
持
つ
人
は
誰
も
い
な
い
。

　
こ
の
た
め
、筆
者
と
同
世
代
の
中
国
人
の
友
人

が
、一
人
っ
子
政
策
廃
止
直
後
に
自
分
の
子
供
に

対
し
て
、「
ど
う
し
て
2
人
目
の
子
供
を
作
ら
な

い
の
か
」と
聞
く
と
、次
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て

き
て
愕
然
と
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　「
自
分
た
ち
は
全
員
が
一
人
っ
子
で
育
て
ら
れ

て
何
も
不
都
合
は
感
じ
て
い
な
い
の
に
、2
人
目

の
子
供
を
持
つ
方
が
良
い
言
わ
れ
て
も
そ
の
良
さ

が
実
感
で
き
な
い
」

　
こ
れ
は
数
年
前
の
話
で
あ
る
が
、現
在
も
こ
の

要
因
は
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
要
因
を
考
慮
す
れ
ば
、中
国
に
お
け

る
出
生
率
の
低
下
を
食
い
止
め
る
の
は
非
常
に

難
し
く
、今
後
長
期
的
に
少
子
高
齢
化
の
問
題

が
中
国
経
済
に
重
い
負
担
と
な
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．2
0
2
5
年
以
降
、高
齢
化
が
加
速

　
中
国
の
労
働
人
口
は
11
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
人
口
構
成
を
変
え

よ
う
と
し
て
も
、労
働
人
口
に
そ
の
影
響
が
出
始

め
る
の
は
早
く
て
15
年
後
の
30
年
代
後
半
。

　
高
学
歴
化
に
よ
り
生
産
活
動
に
従
事
す
る
年

齢
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、お
そ

ら
く
40
年
以
降
に
な
る
。し
か
も
上
記
の
通
り
、

政
策
に
よ
っ
て
出
生
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
は

低
い
。

　
少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら
20
年
間
の
労
働
人
口

は
確
実
に
減
少
が
続
く
。し
か
も
、そ
れ
と
並
行

し
て
25
年
以
降
高
齢
化
が
加
速
す
る（
図
表

2
）。

　
30
年
代
半
ば
に
は
中
国
の
高
齢
化
比
率（
総

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
比
率
）は
米
国

を
抜
き
、日
本
に
近
づ
い
て
く
る
。

　
図
表
3
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
通
り
、25
年
以

降
の
中
国
の
高
齢
化
の
速
度
は
日
本
を
上
回
る

見
通
し
で
あ
る
。

　
日
本
は
高
齢
社
会（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
人
口
の
比
率
＝
14
％
）に
達
し
て
か
ら
超
高

齢
社
会（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
比

率
＝
21
％
）に
達
す
る
ま
で
の
年
数
は
13
年
だ
っ

た
が
、中
国
は
11
年
と
短
い
見
通
し
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
米
国
は
20
年
と
三
国
の
中
で
は
最

も
変
化
が
遅
い
。

　
こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
展
は
、労
働
人
口
減

少
に
伴
う
経
済
成
長
率
の
低
下
、社
会
保
障
負

担
の
増
大
な
ど
を
通
じ
、経
済
社
会
全
体
に
長

期
的
か
つ
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
は
、1
9
9
0
年
代
以
降
の
日
本
の

経
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

4
．2
0
2
0
年
代
後
半
以
降
の

    

成
長
率
鈍
化
は
不
可
避

　
筆
者
は
か
ね
て
、20
年
代
後
半
以
降
に
中
国

経
済
が
高
度
成
長
時
代
の
終
焉
を
迎
え
、成
長

率
が
低
下
す
る
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
き
た
。

そ
の
要
因
は
次
の
4
点
で
あ
る
。

　
第
1
に
、少
子
高
齢
化（
労
働
人
口
の
減
少
速

度
）の
加
速
、第
2
に
、都
市
化
の
減
速
、第
3
に
、

大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
投
資
の
減
少
、第
4
に
、

国
有
企
業
の
業
績
悪
化
で
あ
る
。

　
第
1
の
要
因
は
こ
れ
ら
の
4
つ
の
要
因
の
中
で

最
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
、

詳
細
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
2
の
要
因
は
図
表
4
で
示
す
通
り
、10
年

か
ら
20
年
ま
で
の
10
年
間
に
都
市
人
口
比
率
が

14・2
％
増
加
し
、20
年
の
都
市
人
口
比
率
は
63・

9
％
に
達
し
た
。

　
こ
れ
は
都
市
部
に
お
け
る
住
宅
建
設
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
消
費
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
中
国
経

済
の
支
え
と
な
って
い
る
。

　
今
後
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
都
市
化
が
進
め
ば
、30

年
に
は
都
市
人
口
比
率
は
80
％
弱
に
達
す
る
。

　
こ
の
間
、中
国
政
府
は
本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
14
次
5
ヵ
年
計
画
の
中
で
、農
民
に
よ
る
都

市
戸
籍
取
得
制
限
の
緩
和
と
と
も
に
、都
市
へ
の

移
住
後
に
子
供
が
義
務
教
育
を
受
け
る
権
利
や

社
会
保
障
給
付
の
権
利
に
関
す
る
制
度
も
整
備

し
、農
民
の
都
市
流
入
を
促
進
す
る
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
政
策
効
果
が
表
れ
れ
ば
、当
面
都
市
化
の

速
度
は
加
速
す
る
。

　
し
か
し
、中
国
の
農
村
人
口
の
減
少
は
農
村
地

域
の
予
算
配
分
や
政
治
的
な
発
言
力
の
低
下
を

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、地
方
政
府
の
抵
抗
が
予
想

さ
れ
る
。

　
ま
た
、農
民
に
対
す
る
社
会
保
障
給
付
の
充

実
や
農
村
部
の
生
活
水
準
の
上
昇
に
伴
い
、一
部

の
農
民
は
都
市
へ
の
移
住
を
希
望
し
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
段
階
で
若
年
層
を
中
心
に

都
市
へ
の
移
住
が
進
ん
だ
た
め
、農
村
に
残
っ
て
い

る
の
は
高
齢
者
が
中
心
と
な
って
お
り
、都
市
への

移
住
ニ
ー
ズ
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
以
上
の
要
因
か
ら
、当
面
は
都
市
化
が
引
き

続
き
進
展
す
る
が
、30
年
に
至
る
前
の
段
階
で
都

市
化
の
速
度
が
鈍
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
第
3
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
つい
て
は
、主

要
な
高
速
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
重
要
な
大
規

模
イ
ン
フ
ラ
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
こ
れ
ま

で
ほ
ど
多
く
な
い
。

　
ま
た
、北
京
、上
海
、広
州
、深
圳
、武
漢
、重

慶
、成
都
な
ど
国
家
の
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
交

通
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
た
め
、今
後

建
設
さ
れ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
そ
れ
以
外
の
都
市

間
を
結
ぶ
も
の
、あ
る
い
は
上
記
主
要
都
市
の
市

内
と
そ
の
周
辺
の
郊
外
を
結
ぶ
も
の
と
な
る
。

　
そ
の
経
済
誘
発
効
果
は
以
前
の
主
要
幹
線
の

建
設
に
比
べ
て
低
下
す
る
。こ
の
た
め
、大
規
模

イ
ン
フ
ラ
建
設
が
も
た
ら
す
経
済
成
長
押
上
げ

効
果
は
低
下
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
第
4
の
国
有
企
業
の
業
績
悪
化
は
上
記
3
つ

の
要
因
が
も
た
ら
す
経
済
成
長
率
の
低
下
に
よ
っ

て
生
じ
る
。高
度
成
長
期
の
終
焉
と
と
も
に
、日

本
で
も
国
鉄
、電
電
公
社
、郵
政
事
業
等
国
営

企
業
の
業
績
が
悪
化
し
、財
政
負
担
軽
減
の
た

め
民
営
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
中
国
で
も
同
じ
こ
と
が
起
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。し
か
も
、中
国
経
済
に
お
い
て
国
有
企
業
の

占
め
る
比
率
は
今
も
な
お
2
〜
3
割
と

1
9
8
0
年
代
の
日
本
の
比
率
を
大
幅
に
上
回

る
こ
と
か
ら
、そ
の
副
作
用
も
大
き
い
。

　
以
上
の
要
因
か
ら
、2
0
2
0
年
代
後
半
以

降
、中
国
経
済
の
成
長
率
は
急
速
に
鈍
化
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

5
．中
国
政
府
の
政
策
対
応

　
以
上
の
よ
う
な
長
期
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
は
10

年
前
か
ら
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
た
。中
国
政
府
も
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る

た
め
の
各
種
政
策
を
実
践
し
て
き
た
。

　
そ
の
基
本
方
針
は
、財
政
や
産
業
保
護
政
策

に
頼
る
こ
と
な
く
、市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し

た
民
間
企
業
主
導
経
済
の
構
築
お
よ
び
金
融
財

政
面
の
リ
ス
ク
の
軽
減
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、国
有
企
業
改
革
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

の
促
進
に
よ
る
企
業
競
争
力
の
強
化
、中
小
企

業
経
営
基
盤
の
強
化（
特
に
資
金
調
達
面
）、金

融
市
場
の
透
明
性
の
向
上
と
効
率
化
、地
方
政

府
の
債
務
問
題
の
改
善
、不
良
債
権
の
処
理
、過

剰
生
産
能
力
の
削
減
、環
境
保
護
政
策
の
強
化
、

社
会
保
障
制
度
の
整
備
な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
は
か
ね
て
中
国
政
府
に
よ
って

指
摘
さ
れ
て
お
り
、必
要
な
政
策
メ
ニュ
ー
も
詳

細
に
示
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、習
近
平
政
権
発
足
後
に
次
か
ら
次
へ

と
生
じ
た
様
々
な
難
題
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
、

政
策
の
実
施
が
間
に
合
って
い
な
い
。

　
様
々
な
難
題
と
は
、反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、解

放
軍
改
革
、民
間
経
済
の
減
速（
輸
出
と
設
備
投

資
の
伸
び
鈍
化
）、株
式
と
不
動
産
の
ミ
ニ
バ
ブ
ル

の
形
成
と
資
産
価
格
の
下
落
、米
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ

ン
プ
政
権
と
の
経
済
摩
擦
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
への
対
応
な
ど
で
あ
る
。

　
依
然
と
し
て
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
が
山
積

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、あ
と
5
年
程
度
で
高

度
成
長
時
代
が
終
焉
を
迎
え
、成
長
率
が
低
下

し
、経
済
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
の
時
期
は
も
っ
と
早
く
訪

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
経
済
が
不
安
定
化
す
る
前
に
上
記
の
難
題
に

取
り
組
め
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
後
の
5
年
間

で
あ
る
。そ
の
経
済
政
策
運
営
の
基
本
方
針
が

第
14
次
5
ヵ
年
計
画
で
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
身
は
ほ
ぼ
従
来
の
政
策
の
繰
り
返
し

で
目
新
し
い
中
身
は
な
い
。そ
こ
に
は
未
実
現
の

重
要
政
策
を
積
み
残
さ
ず
に
実
現
す
る
強
い

意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
筆
者
は
理
解
し
て

い
る
。

　
中
国
経
済
が
混
乱
に
陥
れ
ば
、社
会
全
体
が

不
安
定
化
す
る
。そ
の
リ
ス
ク
の
深
刻
さ
を
考
え

れ
ば
米
国
と
対
立
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。米
国

と
は
妥
協
で
き
る
が
、国
内
政
策
は
待
っ
た
な
し

で
あ
る
。

　
そ
う
考
え
れ
ば
、日
本
と
こ
と
を
構
え
る
こ
と

な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
中
国
が
重
視
す
る
対
外
開
放
や
国
内
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョン
促
進
に
お
い
て
、外
国
企
業
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。

　
中
国
各
地
で
長
年
に
わ
た
り
雇
用
、税
収
、技

術
高
度
化
の
面
で
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き

た
日
本
企
業
は
特
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
中
国
経
済
は
日
米
欧
諸
国
の
多
く
の
人
々
が

考
え
て
い
る
ほ
ど
長
期
安
定
的
な
経
済
発
展
が

確
実
に
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
中
国
政
府
が
一つ
ひ
と
つ
の
難
題
を
慎
重
に
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、何
と
か
安
定
を
保
持
し
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
一
方
、日
本
企
業
が
日
本
の
国
内
市
場
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
は
発
展
の
余
地
は
乏
し
く
、中
国
市

場
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
日
中
両
国
経
済
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
関
係
に
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、リ
ス
ク
に
も
考
慮
し
な
が
ら
、

両
国
の
政
府・企
業
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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ヒルトップ、ＮＣデータ自動生成

　アルミニウム切削部品試作専業の
ヒルトップと山善は、部品加工の自動
プログラミングサービス「COMlogiQ
（コムロジック）」を2022年１月を目処に
発売。山善は工作機械の付加価値を
高めるオプションとして提案し１年間
独占的に同サービスを扱う。価格は未
定だが、サブスクリプション（定額制）
方式で販売する。
　コムロジックはAIを用いた自動加工
プログラム作成システムとヒルトップが
蓄積した部品加工の職人技データ
ベースを連動。熟練工不在でも５軸マ
シニングセンター（MC）などを高度な
加工プログラムで操作できる。

　ユーザーとなる生産担当者が加工
する製品の３次元（3D）データをヒル
トップに提供すればクラウド上で必要
な数値制御（NC）データを自動作成。
データを受け取ればすぐに加工でき
る。ヒルトップの山本勇輝常務は「省
人化や人手不足対応に加え、技能承
継問題も解決できる」とする。

内外、鋳造不良「ゼロ」

　一方、自動車向けアルミ鋳造部品
が主力の内外は製造にAIを活用。AI
で解析した検査データと製造データを
連携して生産性と品質を高める。次
世代自動車に必要な高品質ウォー
ターポンプの新規受注を獲得する狙

い。投資額は最大６億円。
　検査工程にカメラを導入し深層学
習（ディープラーニング）による製品の
良否判定を行う。さらに品質データと
アルミニウム鋳造の加工データを連係
してAIで解析。金型の内部温度や気
候など品質に関わる条件と合わせ、
不良品の発生をゼロに近づける。アル
ミニウム鋳造機のバルブや流量など
加工時の調整も自動化する。
　同社は電動車部品の受注が増え
ており、内燃機関向け部品からの転
換を進めている。新製造ライン導入も
この一環。小沢社長は「どこにどれぐ
らいの大きさ、頻度で不良が発生する
のかデータを取得し製造に反映でき
れば、まだまだ品質は高められる」とす
る。今後、収益性を高め、23年までに
従業員の給与水準を現状比で２割引
き上げることを目指す。
　経済産業省によるとわが国の中小
企業にAIを導入すると25年までに11
兆円の経済効果が見込まれる。

　中小企業・小規模事業者による製造現場の人工知能（AI）導
入が広がってきた。HILLTOP（ヒルトップ、京都府宇治市、山本
正範社長）は、山善と業務提携し、AIで工作機械の高度な加工
を可能にするサービスを始める。内外（群馬県高崎市、小沢淳社
長）は、AIを活用しアルミニウム鋳造自動化ラインを構築する。中
小企業の労働生産性向上は喫緊の課題であり、今後も全国的
にAI導入拡大が見込まれる。

▲ 内外はＡＩを活用したアルミ鋳造の自動化ラインを構築

▲ コムロジックを開発中のヒルトップの生産現場

※記事提供：日刊工業新聞（2021年５月20日）

中小工場にAI広がる

“人手不足倒産”を回避
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中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles City College卒
業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24歳で
渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のわらじ生活を３年間送る。
28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路上ワーカーた
ちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。同書は
Kinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

　街を歩いていると偶然、祭りに遭遇。

　苦悩も悲しみも持ち合わせていないかのよ

うな踊り子たちの溢れる笑顔、暑さを吹き飛ば

すかのように全身に光る汗、世界の輝きをより

引き立たせる豊かな色彩。

　そして祭りの時だけ四方八方に解放される

ほとばしる生命力が、なんとも美しかった。

踊る女神たち（ペルー・リマ）

いろんな景色、いろんな想い

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏から風水
師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他界するまでの約30
年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で博士号を取得後、風水を
中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF CONSULTATION LTDをタイ、バンコク
に2009年に設立して現在に至る。タイの他、アメリカ、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガ
ポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マレーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

　前回に引き続きアジア各国の風水にま
つわるエピソードを紹介します。

　マレーシアの行政新都市プトラジャヤ
は1990年代の半ばから開発に着手され、
当初から風水を取り入れました。道路や
湖、川、建物の形と方角は完全に風水に
沿うように仕上がっています。
　また、マハティール元首相とそのご子息
は風水を常時取り入れた生活をされてい
ます。ナジブ元首相も副首相を務めてい
た時期に、５時間かけて執務されるデスク
を風水的に直しました。実際に私が師匠
と共に風水師として現場に赴き仕事をし
ました。

　平城京は奈良時代（710年～794年）
に、唐（618年～907年）の睿宗（えいそ
う）皇帝からの支援を受けて元明天皇
が建設しました。この仕事のために、唐の
都の長安からは多くの風水師達が奈良
にやってきました。
　しかし、彼らは長安の王宮とは異なる
風水の配置を平城京に用いました。そし
て794年に平城京は京都の平安京へ
還都されました。平安京は風水的に良
い自然の地形にも恵まれ、809年間（794
年～1603年）存続しました。
　1603年、徳川家康が江戸に幕府を開
くと、徳川幕府は風水上の見地から栃木

県日光に日光東照宮を建設しました。
　江戸の南西には富士山があり、江戸
城は東京湾を見下ろす位置にありまし
た。これは莫大な富を手にし、権利を長い
間保ち続けるという風水的意味がありま
す。徳川幕府は264年間（1603年～1867
年）繁栄し続けました。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学
5 : アジアの風水③

ビジネスコンサルティング会社 SSF CONSULTATION LTD代表
E-mail：sai@ssfconsultation.com　URL：http://www.ssfconsultation.com

睿宗皇帝
（662年～716年）

日本

マレーシア

イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈
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